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学戦都市アスタリスク

06.懐国凱戦

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　それぞれの序章

　晩秋の月明かりが照らす部屋で、クローディアはソファに深く身を沈めていた。

　長く豊かな金髪はしっとりと濡ぬれ、バスローブだけをまとったその身体からだはほんのりと上気している。その横では音声通信の空間ウィンドウが浮かび、困惑したような声を伝えていた。

「──申し訳ありませんが、何度言われようとそこは譲れません」

　クローディアが静かな声でそう言うと、空間ウィンドウの向こう側にいる人物は苛いら立だった口調で同じことを繰り返す。

「ええ……もちろん、全すべて承知の上です。ご忠告には感謝いたしますよ」

　クローディアは薄い笑みを浮かべ、無造作に空間ウィンドウを閉じた。

　そして、ゆっくりと息を吐き出す。長く、深く、腹の底に抱えた澱おりを全て吐き出そうとするように。

　無論そんなことでクローディアの内側に満ちたものが消えるはずもない。

　それをどうにかする方法は、ただ一つ。

「ようやくここまで辿たどり着つきました。あとは……」
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　クローディアはそう言って立ち上がると、窓際へ向かった。

　薄いレース越しに降り注ぐ月光を浴びながら、両手で自分の身体からだを抱きしめる。

「ふふっ、これでもう後戻りはできませんね」

　自じ嘲ちよう気味に笑い、自分自身に言い聞かせるようにつぶやいた。

　あの日から抱いてきたクローディアの願い。

　夜毎ごとに続く悪夢の中で、唯一与えられた希望。

　おそらく誰一人としてそれを理解する者はいないだろう。たとえ明かしたところで愚かしいと嗤わらわれ、くだらないと切り捨てられ、本気で取り合う者などいないに違いない。

　なにしろ当のクローディア本人がそう思っているのだから。

　だが、そのどうしようもなく愚かでくだらない望みに縋すがってきたからこそ、クローディアは今こうしてここに存在することができている。

　星せい導どう館かん学がく園えんの生徒会長という立場も、序列二位という名声も、そして《獅鷲星武祭グリプス》の優勝という目標も、そもそもこのアスタリスクへやってきたことさえも、その願いに辿たどり着つくための布石にすぎない。

　それでもクローディアがその願いを叶かなえることは難しいだろう。可能性で見るなら、万に一つもあればいいほうだ。

　しかし、ゼロではない。

「──さあ、ダンスに付き合ってもらいますよ、綾あや斗と。私にとってのメインステージはここからなのですから」

　噛かみ締しめるように言うと、クローディアはそっと目を閉じた。

　　　　　　　　＊

「ところでおまえたち、冬季休暇の予定は決まっているか？」

　学食のテーブル、一同が昼食を終えたタイミングでユリスがそう切り出した。

　最近では毎日のようにこの席に同じ顔ぶれが集まっているため、ほとんど指定席のようになっているが、別段なにか示し合わせているわけではない。

　ようやく混雑が収まってきた学食はのんびりとした空気に包まれ、うららかな陽気もあってか寝入っている学生の姿も見受けられた。

「……冬季休暇？」

「まだ先の話ですし、特に決まってはいないですけど……」

　ユリスの正面に並んで座っている紗さ夜やと綺き凛りんが、揃そろって不思議そうに首を傾かしげる。

　今は十月。

　先月には期末試験、今月の頭には短い秋季休暇を終え、後期が始まったばかりだ。アスタリスクの六学園は全すべてセメスター制──つまり一年を前期と後期に分けて単位を取得する──であり、後期にも入学式が行われている。そのためここ最近は新入生らしき姿もちらほら見受けられた。

「できれば今度こそ私はゆっくりしたい……」

　紗さ夜やはそう言って、ぐったりと机に突っ伏す。

「はは、紗夜は秋季休暇中ずっと補習だったからね」

「むぅ……」

　綾あや斗との言葉に紗夜はぷくっと頬ほおを膨らませたが、反論する気はないらしい。

「ま、その点冬季休暇には補習はねーから安心だな」

「それは自分に言っているのか、夜や吹ぶき？」

「う……！」

　ユリスの言葉に、綾斗の隣に座った英えい士し郎ろうがわざとらしく目を逸そらす。

　紗夜は得意科目と不得意科目の差が著しく激しいだけだが、英士郎はほぼ全ての教科が赤点かそれに近いラインだった。よほど勉強が嫌いらしい。

　この場にいる面子メンツで言えばユリスは成績上位、綺き凛りんもユリスほどではないがそれなりの成績を残している。綾斗は平均より少し上といったところだろうか。

　注目されることはあまり多くないが、《星武祭フエスタ》の総合成績には各学園の『学力』も影響する。そのシーズン全ての試験結果が対象となり、中でも重要視されるのが《星武祭》参加者の成績だ。つまりこれは学力だけ優秀な学生を入学させて総合成績の底上げを図ろうとする行為を制限するもので、文武両道を実践させるための措置だった。

　とはいえ、実際のところ学力によって得られるポイントはそれほど大きくない。各学園はそれぞれ一位から六位まで順位付けされ、それに合わせてポイントが与えられるのだが、過去最も学力に比重が置かれたレギュレーションでさえ一位の学園が得られるポイントは《星武祭》ベスト四進出者のそれに届くことはなかった。

　そしてなにより、近年ではその順位がほぼ固定化されてしまっているというのが注目されることがない最大の理由だ。

　一位と二位の上位クラスは聖せいガラードワース学がく園えんとアルルカント・アカデミーが、三位と四位の中位クラスは星せい導どう館かん学がく園えんと界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんが、五位と六位の下位クラスはクインヴェール女じよ学がく園えんとレヴォルフ黒くろ学がく院いんが、それぞれ定位置としている。少なくともここ十年はこの枠を飛び越えて上下した学園はない。

　それでも各クラス内では学力差が少なく、三位と四位では得られるポイントも多少なりとも変わってくるため、各学園ともあまり学習指導に手を抜くわけにもいかなかった。

「で、冬季休暇になにかあるのかい？」

　話題が逸れてしまったので綾斗が話を戻すと、ユリスは一同の顔を見渡しながら複雑そうな表情で言った。

「実は……先日のフローラの一件で、兄上がどうしてもおまえたちを国に招きたいと言い出してな」

「国にって……リーゼルタニアに？」

「まあ、そうだ。私が帰省するのに合わせて、誘ってみろということらしい」

　ユリスがうなずくと、一同は顔を見合わせた。

「それは──大変光栄ではありますけど……」

「ユリスのお兄さんってことは、リーゼルタニアの王様からの招待ってことだよね？」

　綺き凛りんが言葉を濁すのも無理はない。いきなり国王陛下に招待されるというのは人生においてそうそうあることではないだろう。

「いや、そんなに気後れすることはない。形式ばったものはやめてくれと私からも伝えてある。あくまで一言礼を言いたいそうだ」

「……それにしてはユリスも微妙な表情。実は乗り気じゃない？」

「う……！　い、いや、別にそうではなく……」

　紗さ夜やの指摘にユリスは一瞬口くち篭ごもったが、やがて小さく首を振り、息を吐いた。

「兄上は……その、なんというか、悪い人ではないのだが……少々変わり者でな。またぞろなにかよからぬことを企たくらんでいるのではないかと、少し心配なのだ」

　言われてみれば、フローラのメイド服の件といい、彼女に託してきた質問の件といい、ユリスの兄は確かに一風変わった人物のようだ。

「ただ、フローラを助けてくれたことに関しては兄上だけではなく、孤児院のシスターたちからもぜひ直接礼を言いたいという声が届いている。そういう意味では、私としてもおまえたちを国へ呼ぶのはやぶさかではないのだが……」

　ユリスはそう言うと、苦笑を浮かべて肩を竦すくめた。

「まあ、おまえたちにも都合があるだろうし、無理にとは言わん」

　言われて綾あや斗とは考え込んだ。

　本当ならば年越しくらいは実家に戻ろうかと思っていたのだが、正直なところ綾斗と父親との関係はあまりよろしくない。険悪というほどではないものの、姉が失しつ踪そうして以来なにかとぶつかることが多かったからだ。寡か黙もくでなにを考えているのかよくわからない父親との仲をうまく取り持っていたのが姉だったので、ある意味仕方のないことなのだろう。

　一応《鳳凰星武祭フエニクス》で優勝した際には連絡を取ったが、その時も素っ気無い反応しか返ってこなかった。もちろん感謝はしているし、師として尊敬もしているが、今は少し距離を取りたいというのが本当のところだ。

「じゃあ、せっかくだし俺は招待を受けようかな」

　綾斗が手を挙げると、ユリスはどこか嬉うれしそうにうなずいた。

「そうか。きっとフローラも喜ぶだろう」

　するとおずおずと綺き凛りんも手を挙げる。

「あの、お邪魔じゃなければわたしもいいでしょうか？」

「無論だ。だが、綺凛は……その、いいのか？　父君のところへは？」

　綺凛の父親は幼い綺凛を守るために強盗を手にかけてしまい、今もなお服役中だ。普段はこのアスタリスクから出るには様々な手続きが必要となるが、休暇中はそれが簡略化されほぼ不要になる。会いに行くにはこの機会しかないだろう。

「それが……実は秋季休暇を利用して面会に行ったのですけど、自分のことを気にかけるくらいなら修行に励めと怒られてしまって」

　綺凛はそう言いながらも、安あん堵どしたような表情だった。

「実家にも少し顔を出しましたが、各地の支部道場に関しては高弟の方々のお力もあって問題ないようです。運営面でも銀ぎん河がの方々がサポートしてくださっていますし、宗家のほうも分家から戻られた大叔母様がよくまとめてくださっているので」

　さすがに刀とう藤どう流りゆうほどの規模となるといろいろ大変らしい。

　綺凛自身も思うところがあったのか、「もう一度鍛えなおしてから」という理由から公式序列戦を辞退していた。元序列上位者に与えられる猶予期間を過ぎてしまったため、今の綺凛はリスト外だ。

「ですから、わたしは大丈夫です」

「了解した。で、紗さ夜やはどうする？」

「……私はさすがに家に顔を出さないとまずい」

　紗夜は悔しそうに眉まゆを寄せる。

「私だけ仲間外れは不本意……でも、修理した煌式武装ルークスの調整は私が直接出向くのが一番早い。リーゼルタニアには行ってみたいが……」

《鳳凰星武祭フエニクス》の準決勝──アルディたちとの闘いで、紗夜の手持ちの煌式武装はそのほとんどが使用不能なくらいに壊れてしまっていた。紗夜はすぐにそれを父親の元へ送り返したようだが、ようやく修理が終わったところらしい。

「それなら、先に沙さ々さ宮みやさんの家に寄ったらいかがですか？」

「うわっ!?」

　ふいに背後から覆いかぶさるように抱き付かれ、思わず綾あや斗とが声を上げる。

　もちろんこんなことをするのは一人しかいないので、綾斗は確認するよりも早くその名を呼んだ。

「毎回毎回、驚かせないでよ、クローディア……」

「うふふ……すみません、つい」

　案の定その人物──クローディアは口元に手を当てながら、ゆっくりと身体からだを離す。

　それにしても、油断していたとはいえ今回もまた完かん璧ぺきに背後を取られてしまった。

　クローディアがかなりの使い手なのはわかっているつもりだが、それにしてもその気配の絶ち方は尋じん常じようならざるものがある。

「相変わらずいきなりだな、おまえは……。それで紗さ夜やの実家に寄るというのはどういう意味だ？」

　半ば呆あきれ顔がおのユリスがそう訊たずねると、クローディアは笑顔のまま人差し指を立てた。

「リーゼルタニアには空港がありませんし、どうせドイツかオーストリアを経由しての入国でしょう？　沙さ々さ宮みやさんのご家族が住まわれているのはミュンヘンですから、立ち寄るのはそう難しくないのではないかと」

「……よく知ってる」

「まあ、そこは生徒会長ですから」

　紗夜が少し驚いたように言ったが、クローディアはあっさりと応こたえる。

「なるほど、確かにそれならば不可能ではないが……どうする、紗夜？」

「む……」

　紗夜はしばらく考え込むようにしてから、こくりとうなずいた。

「皆がそれでいいなら私は異存ない」

「ふふっ、では決定ですね。ところで──」

　ぽんと手を叩たたいたクローディアが、視線をユリスに向ける。

「そのお誘い、私も入っているのでしょうか？」

「おまえ、一体いつから聞いていたのだ……まあいい。無論、おまえにも話は来ている」

「あら、良かったです。私も仲間外れは嫌ですからね」

「ということはおまえも参加するつもりなのか？」

　意外そうな顔でユリスがクローディアを見返した。

「当然、そのつもりですが？」

「いや、おまえはリーゼルタニアにも宮殿にも何度か来たことがあるだろうに」

「それはそうですが、皆さんと一緒ということに意義があるのですよ」

　確かにクローディアはユリスがこのアスタリスクにやってくる以前からの知り合いだったと聞いている。フローラとも馴な染じみだったところを見るに、リーゼルタニアを訪れたことも一度や二度ではないのだろう。

「それにせっかくの機会ですし、皆さんにお話したいこともありますから──来年のことで、ね」

　クローディアの言葉に、一同の空気がほんの一瞬引き締まる。

《鳳凰星武祭フエニクス》が終わり、試験も終わった今、アスタリスクの話題の中心はすでに次の《星武祭フエスタ》に移っていた。

　つまり来年の秋に行われるチーム戦──《獅鷲星武祭グリプス》だ。

　五人編成のチーム戦はまずなによりもそのメンバーが重要になるため、早くもそのあたりの探りあいが学園の内外を問わず活発になっていた。

　中でも《鳳凰星武祭フエニクス》優勝者であるユリスはグランドスラムを目標としていることを宣言しているため、次の《獅鷲星武祭》へも出場がほぼ確定している。一体どんなメンバーを揃そろえるのか──無論、そのタッグパートナーである綾あや斗との動向も含めて──注目が集まっていたが、生徒会長であるクローディアのチームに入るのではないかとまことしやかに噂うわさされていた。さらに言うなら、綺き凛りんと紗さ夜やもクローディアと懇意にしていることは周知の事実であり、その実力は《鳳凰星武祭》で証明されている。クローディアはこの四人をメンバーとして揃えてくるのではないかというのが、大方の予想だ。

　実際、綾斗はすでにその勧誘を受けていた──が、それとなく訊たずねてみたところどうやらユリスたちにはまだ話が行っていないらしい。とはいえクローディアは綾斗を誘った際に、少なくともユリスに関しては勧誘すると言っていた。ユリスがそれを受けるかどうかはさておき、クローディアのチーム構想に入っているのは間違いないだろう。

「おおーと、そいつは気になるお話っすね、会長。ぜひとも詳しく伺ってみたいもんですな」

　早速その話題に食いついたのは英えい士し郎ろうだ。

　新聞部としては見逃すことのできない情報なのだろう。

「ふふっ、ところで夜や吹ぶきくんはどうするのですか？」

「へ？」

　クローディアは英士郎の質問を笑顔ではぐらかし、逆に問い返した。

「夜吹くんにも招待はきているのでしょう、ユリス？」

「ああ、その通りだ。他ほかにはレスターにもだな」

「へぇ、おれなんかまでご招待してくれるたぁ光栄だねぇ。そんな大したことはしてねーんだけどな」

　英士郎は口笛を鳴らしておどけてみせるが、紗夜たちから聞く限り英士郎がいなかったら無事フローラを助け出せたかどうかは怪しいところだ。招待されるのに十分な働きだったといえるだろう。

「ただ残念だけど、おれは辞退させてもらおうかな。ようやく落ち着いてきたとはいえ、まだまだ仕事のほうが忙しくってさ。冬季休暇もほとんど休みなしって感じになりそうなんだわ」

　英士郎にはフローラの件のお礼として、《鳳凰星武祭》後にインタビューなどを任せていた。綾斗もあまり取材等は受けないほうなのだが、ユリスにいたっては完全にシャットアウト状態なので、ほぼ英士郎の新聞部が独占していると言っていい。そのため新聞部と英えい士し郎ろうは一時期忙殺という言葉でしか表現できないほどの状態になっていた。

《鳳凰星武祭フエニクス》後、世界中に報道された綾あや斗とやユリスのインタビューは、そのほとんどが英士郎経由のものだ。元々アスタリスクの報道系クラブは学生の枠を大きく超えた活動をしているところが多いが、今回の新聞部はアスタリスク史上でも稀まれに見るスクープをものにしたと言えるだろう。

　実際のところ、《鳳凰星武祭》優勝の恩恵を一番享受しているのは英士郎たちかもしれないとさえ思う。

　ユリスはともかく、綾斗には《鳳凰星武祭》優勝の影響というものをあまり感じたことがないからだ。世界中からテレビ番組やＣＭへの出演依頼、ファンレターやプレゼントから脅迫状までが殺到しているという話だが、学園に対応を任せているため綾斗の下まで届くものはほとんどない。学園内でも注目はされるものの、どちらかといえば序列一位になった時のほうが騒がれた印象で、むしろ《鳳凰星武祭》優勝後は直接声をかけてくる学生は減ったように思える。

　生活もなにかが変わるわけでもなく、今日も頼んだのは五百円のランチセットだ。

「でもまあ、おかげさまでクラブの名前は売れたし、活動資金もこの先当分心配ないし、新しいスポンサーもついたしで本当《鳳凰星武祭》チャンプ様様だぜ」

　ぱんぱんと手を合わせ、ユリスを拝む仕草をする英士郎。

「私としてもおまえたちのほうが融通が利くし、なにかと都合がいいのは確かだな。ただし──」

　そこでユリスの目がきゅっと釣り上がった。

「今度また妙な質問をしてきたならば、以後一切おまえたちの取材は受け付けないからな」

「わ、わかってるって」

「……妙な質問とは？」

　冷や汗を浮かべる英士郎に、紗さ夜やが訊たずねる。

「あー、いや、まあ、あれだ。天あま霧ぎりとの関係についてすこーし突っ込んで聞こうと思ったんだけど……」

　英士郎の目がふらふらと泳いでいるところを見ると、言葉通りではないだろうことはわかる。

「なんだ、それなら私に聞けばいい。ばっちこい」

「え？　いや、沙さ々さ宮みやはそのあたりもう全部あちこちで喋しやべってるだろ。今更聞きたいことはねーよ」

「……むう」

　紗夜と綺き凛りんは綾斗たちと違って、それなりに取材を受け付けている上──紗夜の場合は父親の煌式武装ルークスの宣伝にもなるので当然と言えば当然だが──紗夜が聞かれたことにはなんでも素直に答えるので、紗さ夜やと綾あや斗とが幼おさな馴な染じみだということは広く知れ渡っていた。

「情報ってのは知ってる人間が少なければ少ないほど価値が高いんだ。まだなにか天あま霧ぎりの秘蔵ネタでも残ってるなら話は別だけどな」

「秘蔵ネタ……。ああ、なら子どもの頃、一緒にお風呂で……」

「わー！　紗夜、ちょっと待った！」

　慌てて綾斗はその口を押さえる。

「風呂……」

「お風呂……」

　ユリスと綺き凛りんの視線が、少し怖い。

　──と、そこでふいに食堂にざわめきが走った。

「うん……？　なんだろう？」

　さすがにこの面子メンツが集まっていると遠巻きに眺める者も多いのだが、そういった学生たちも皆揃そろって入り口のほうへ視線を向けている。

「なっ……!?」

　一同の中でいち早く反応して立ち上がった英えい士し郎ろうの目が大きく見開かれ、その顎あごがかくんと落ちる。

　なにごとかと思って綾斗も目を遣やると、ちょうど二人の女性がこちらに向かってくるところだった。

「ああ、そうそう。申し上げるのが遅れましたが、綾斗にお客様ですよ。私はそれを伝えにきたのでした」

　クローディアが今更ながらにそう言って笑う。

　二人の女性のうち、一人はよく見知った人物だった。

　谷や津つ崎ざき匡きよう子こ、すなわち綾斗たちのクラスの担任だ。普段はどこか殺伐とした雰囲気を持つ教師なのだが、今はなぜだかやや緊張した面持ちだ。常日ごろから持ち歩いてる釘バットも見当たらない。

　その隣に立つもう一人の女性は、匡子と同じかやや下くらいの年齢だろうか。凛りんとした面立ちの美人で、均整の取れた引き締まった肉体を警備隊の制服に包んでいる。

　綾斗はその顔にどこか見覚えのあるような気がしたが、思い出すことができなかった。

　が、ざわめきの中から聞こえてきたその名前が、思わず綾斗を椅い子すから立ち上がらせる。

「ヘルガ・リンドヴァル警備隊長……！」

　綾斗がその顔をすぐに思い出せなかったのも無理はない。

　ヘルガ・リンドヴァルはそれこそアスタリスクにおいて知らぬ者がない有名人ではあるが、なにしろその姿は一定ではないのだ。綾斗が映像で見ただけでも学生たちと同じような十代の少女の姿から妖よう艶えんな美女、時には年端のいかない幼女の姿だったこともある。

　学生時代の二つ名は《時律の魔女クロノテミス》。

　自らの周囲の時間を操る能力を持ち、アスタリスクの歴史上最強の《魔女ストレガ》との呼び声も高い人物だ。

　肉体年齢を操作できることから、その任務に応じて年齢を変えていると聞くが、なにしろヘルガが初めて《王竜星武祭リンドブルス》を制したのは半世紀以上も前のこと。本当ならば軽く匡きよう子この三倍の年月を生きている計算になる。

「……あー、天あま霧ぎり。警備隊長殿が、おまえに用があるそうだ。悪いがちょっと時間をもらえるか」

　どこか居心地が悪そうに匡子が言うと、ヘルガがすっと右手を差し出してきた。

「初めまして、天霧君。ヘルガ・リンドヴァルだ」

「ど、どうも、初めまして」

　慌ててその手を取ると、触れた瞬間その星辰力プラーナに圧倒されそうになる。今まで感じたことがないほどに研ぎ澄まされた星辰力だった。

「少し話がある。──谷や津つ崎ざき、どこか個室を貸してもらえるか」

「ああ、はい。エンフィールド、指導室を一つ使うぞ」

「了解です。えーと……今は七番と八番が使用中ですので、他ほかはどこを使っていただいても構いませんよ」

　端末を取り出したクローディアが手早く調べて答える。

「谷津崎、おまえはここまででいい。教師になったと聞いた時は驚いたが、それなりにちゃんとやっているようで安心した」

　ヘルガはそう言って口元に小さく笑みを浮かべ、匡子の頭にぽんと手を置いた。

「はは、そりゃどうも……」

「では行こうか、天霧君」

「え？　あ、ちょ、ちょっと……」

　ヘルガはそのまますたすたと先に行ってしまう。

　綾あや斗とが匡子のほうを見ると、物もの凄すごい形相でその目が「行け！」と語っていた。

　　　　　　　　＊

「はふぅ……」

　綾斗がヘルガの後を追って食堂から出て行くと、匡子は大きく息を吐きながらへなへなと椅い子すに腰を下ろした。

「ふふっ、《釘絶の魔女》も警備隊長殿の前では形無しですね」

「……うるせえ」

　クローディアの言葉に、匡きよう子こが半眼で睨にらむ。

「しかしあのヘルガ・リンドヴァルが、一体綾あや斗とにどういった用で……」

「さてな、あたしゃ運悪く捕まっちまっただけで理由までは知らねーよ。エンフィールドに聞け、エンフィールドに」

　言われてユリスが視線を向けると、クローディアは首を横に振った。

「幾つか本人に報告したいことがあるとのことでしたが、私も詳しいことまでは」

「報告……？」

　綾斗に関係することで警備隊が動いているとすれば、真っ先に思い当たるのはフローラ誘拐の一件だろう。《星武祭フエスタ》の運営委員長であるマディアス・メサからは、ヘルガが強い関心を持っているとも聞いている。

　だが、それならば綾斗一人ではなくユリスにも話あってしかるべきだ。

　そうでなかったということは……。

「……先生は警備隊長とどんな関係？」

　と、そこで紗さ夜やが匡子へ訊たずねる。

「あん？」

　匡子はそれに不機嫌そうな声で応こたえたが、がりがりと頭を掻かくとぶっきらぼうに言った。

「昔、いろいろと世話になったんだよ。いろいろとな」

「あー、匡子ちゃんは学生時代、結構ヤンチャしてたって話だしなあ。そりゃあ警備隊とはいろいろあってもおかしくねーわな」

「誰が匡子ちゃんだ、ぶち殺すぞ夜や吹ぶき」

　たださえ悪い目付きが一層険しくなり、さすがの英えい士し郎ろうも汗を浮かべて両手を振る。

「じょ、冗談っすごめんなさいすいません」

「……やはり先生でもヘルガ・リンドヴァルには勝てませんか？」

　匡子はかつてレヴォルフの学生だった頃、《獅鷲星武祭グリプス》を制したチームのリーダーだった人物だ。レヴォルフは《獅鷲星武祭》を最も苦手としており、未いまだに《獅鷲星武祭》優勝はその一度きりしかない。

「アホか。秒殺されるに決まってんだろ」

　しかしユリスの問いに匡子はあっさりそう言うと、勝負にならないとばかりに手をひらひらと振った。

「でもさ、匡子ちゃ──先生の能力って、対能力者に特化したもんだろ。ちっとは……」

「はぁ……わかってねえな、おまえらは」

　匡子は頬ほお杖づえをつき、呆あきれたという表情で英士郎を見る。

「そりゃあここ最近は本人が出張る機会も減ってきたから知らねーのも無理はねーけどな。あの人の強さは純粋に長年の鍛錬によって培われた圧倒的な近接戦闘能力だ。あたし程度が敵かなうレベルじゃねーよ」

「……確かにリンドヴァル警備隊長はお強いですが、谷や津つ崎ざき先生とて私たちからしてみれば教えを請うべき偉大な先達です。それに先生には先生にしかない経験があるはずでしょう？」

　クローディアの言葉に匡きよう子こはニヤリと笑う。

「なんだ、またあたしに教わりてーのか？」

「ええ、ぜひとも」

　対照的に穏やかな笑みを浮かべるクローディア。

「ああ、そういや前回の《獅鷲星武祭グリプス》、会長のチームは先生に秘密特訓を受けたって噂うわさがあったっけ」

「別に秘密にしてたわけじゃねーよ。これでもアスタリスクの教師なんだから、要請があればいつでも教えてやるさ。ついてこられるならな」

　ぞっとするような凄すごみのある笑顔で、匡子が英えい士し郎ろうを見る。

　アスタリスクの教師は大きく二つに分類されていた。一つは匡子のような担当科目以外に戦闘技術の指導訓練を行える者。もう一つは、純粋に授業だけを担当する者だ。

　もちろん前者のほうが重宝されるのは間違いないのだが、どの学園でも数が足りないのが実情だった。

「まあ、残念ながら前回の《獅鷲星武祭》では、私たちのチームは早々に敗退してしまいましたが」

「あ、あれは仕方ないと思います！　だってあの時の相手は銀翼騎士団ライフローデスの一軍チームだったのですから！」

　綺き凛りんの言葉通り、前回の《獅鷲星武祭》でクローディアのチームは聖せいガラードワース学がく園えんのチームとぶつかり、敗れた。その試合はユリスも見ていたが、正直に言ってかなりの実力差があったのは否めない。唯一クローディアだけが奮闘していたものの、たった一人で崩せるほどに優勝チームの牙が城じようは脆もろくなかった。同じメンバーで百回闘ったとしても、おそらく百回全すべてガラードワースが勝利を収めるだろう。

　もっとも当時のクローディアのチームメイトはすでに全員卒業している。

「ま、いいさ。チームの準備が整ったならいつでも言ってこい。面倒みてやるよ」

　匡子はそう言うと肩をこきこきと鳴らしながら去って行った。

「──ところでユリス」

　と、匡子の背中を見送ったクローディアが、突然ユリスに向き直る。

「な、なんだ？」

「あなたのアスペラ・スピーナ、結局修理は叶かなわなかったようですね」

「ああ、まあ仕方のないことだ」

　ユリスの煌式武装ルークスは《鳳凰星武祭フエニクス》決勝戦での激闘を経て、ボロボロの状態だった。すぐに装そう備び局きよくに修理を頼んではみたが、先日やはり無理だったと連絡があったばかりだ。ユリス本人も半ば諦あきらめてはいたものの、やはり長年共に闘ってきた相棒を手放すのは辛つらい。

　煌式武装の調整は──中でもユリスのような《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》が扱う場合はさらに──時間がかかるため、すぐにでも次の煌式武装を申請しなければならず、今手続きを進めているところだ。

「でしたら、新型煌式武装のモニターを務めていただけると助かるのですが……いかがでしょう？」

「新型煌式武装だと？」

「それはアルルカントと共同で進めていた、例のやつ？」

　紗さ夜やがぐっと食いついてくる。

「ええ、その通りです。ようやく試作品の完成に至りまして、現在最終試験中なのですが……かなり扱い辛いため、モニターの選定で難儀しているのですよ」

「それは構わんが、なぜ私なのだ？」

「空間把握能力が必須なのです。私の知る限り、この星せい導どう館かんで一番それが優れているのはあなたですから」

「ふむ……」

　そのあたりはユリス本人も自負しているところなのでうなずける。

「モニターはあなただけというわけでありませんから、そんなに気負うようなものでもありませんし、どうでしょう？」

　基本的に武器は使い慣れたものが一番だ。アスペラ・スピーナと同じ細剣型の煌式武装にすれば、調整に時間はかかっても同じように扱うことができるだろう。

（だが、それでは発展はない、か……）

《鳳凰星武祭》で優勝できたのは綾あや斗との力が大きい。無論、ユリスがいなければ勝てなかった試合もあるのだが、綾斗との力の差は未いまだ歴然としている。

　ユリスはしばらく考え込み、やがて結論を出した。

「わかった。引き受けよう」

　　　　　　　　＊

《鳳凰星武祭》優勝以来、綾斗も注目されることには慣れてきたものの、学園内でこれほど視線を集めたことはなかった。

　しかしヘルガは遠巻きに見つめる生徒たちのざわめきを、まるで気にする風もなく歩いていく。

「──《鳳凰星武祭フエニクス》を見たが、君は中々に有望のようだ。特に決勝戦は素晴らしかった。星辰力プラーナのコントロール技術を磨けば、更に伸びるだろう」

「えっ？　あ、ありがとうございます」

　突然話しかけられて驚いたものの、素直に謝辞を述べる。

「近年アスタリスクの治安は比較的安定しているが、それでも星猟警備隊シヤーナガルムは常に人手不足だ。君のような若い力が入隊してくれると私も助かるのだが」

「ええっと、その……」

　どう答えていいか窮する綾あや斗とに、ヘルガはほんの少し眉まゆ根ねを寄せた。

「……ああ、すまない。私はあまり雑談が得意なほうではないようだ。やや緊張しているようなので、力を抜いてもらおうと思ったのだが……」

「はぁ」

　今の雑談でそれはちょっと難しい。

　少なくとも雑談が苦手だという自己評価は当たっているようだ。

「……さて、ここか」

　やがて高等部校舎の指導室に辿たどり着つくと、ヘルガは手て馴なれた様子でロックを解除した。

　指導室はいたって簡素な造りで、椅い子すと机の他ほかにはなにもない。綾斗がヘルガに促され、向かい合うようにして椅子に座ると、ヘルガは早速本題を切り出した。

「すでに察していると思うが、話というのは君のお姉さん──天あま霧ぎり遥はるかのことだ」

「……はい」

　予想がついたことなので、綾斗は落ち着いてうなずく。

「まず我々警備隊が星せい導どう館かん学がく園えんから天霧遥捜索について協力を受けた理由から説明しよう。天霧遥はかつて非合法イベントである《蝕武祭エクリプス》に参加していたという証言があり、その捜査を担当していたのが他ならぬ我々だからだ。《蝕武祭》については？」

「簡単にですが聞いています。命のやり取りをするような危険な武闘大会だと」

「そうだ。そして《蝕武祭》に参加するためには正規の《星武祭フエスタ》と同様に、アスタリスクの学生でなければならないという条件があった」

「学生……？」

　一瞬どういうことだろうと思ったが、すぐに以前クローディアから聞いた話を思い出す。

　──姉のデータは消されており、誰一人姉のことを覚えていなかった。

「つまり姉は学籍だけ与えられて、学園には通っていなかった……？」

「我々もそのように考えている。もっとも、これは《蝕武祭》の選手としてもかなり例外的な扱いだ。大半の選手は正規の学生だったようだからな」

　姉は特例だったということだろうか。

「だけど……クローディアも言っていましたが、そんな学生に純星煌式武装オーガルクスを与えたり学園のデータを消したりすることが本当に可能なんですか？」

　そう訊たずねると、ヘルガの眉まゆがピクリと動いた。

「《蝕武祭エクリプス》の主催者は未いまだに誰だったのかわかっていない。だが、おそらくそうであろうという人物の目星は付いていた」

「それは……？」

「一応機密事項にあたるので口外は避けてほしいのだが、まあいいだろう。一部ではすでに周知の事実のようなものだ。──ダニロ・ベルトーニという名前に聞き覚えは？」

「ダニロ……いえ」

　綾あや斗とは首を横に振る。

「前《星武祭フエスタ》運営委員長だ」

「っ！」

「まあ、知らなくても無理はない。彼は現運営委員長のマディアス・メサと違って表にはほとんど出てこなかったからな。だが名前に覚えがなくとも、彼がどのような最期を迎えたかは知っているな？」

「事故で……ですよね？」

《星武祭》に興味がなかった綾斗でも、大々的なニュースとなった事故のことは覚えている。アスタリスクの港湾ブロックで水没した車が発見され、中から《星武祭》の運営委員長の遺体が見つかった──確かそんなニュースだったはずだ。

「そうだ。当時ダニロの権勢はすさまじいものがあった。学生のデータを操作するなど容易たやすいことだったろう。表おもて沙ざ汰たにはなっていないが、彼が私利私欲のために行った暴挙は他ほかにもいくらでも挙げることができる。《蝕武祭》もその一つだ」

　ヘルガはそこで小さく息を吐いて間を取った。

「しかし本人は事故で亡くなり、残された証拠も間接的なものばかりで確定的なものはなかった。おそらくは統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいが処分したか隠いん蔽ぺいしたのだろう。捜査に関しても圧力がかかり、打ち切りになった。とはいえ、さすがに全すべてに蓋ふたをすることはできず、ダニロの悪評はあちこちに漏れ伝わっているようだが」

「……」

「なにか気になることでも？」

　考え込んだ綾斗に、ヘルガが水を向ける。

「──ダニロ氏は統合企業財体の幹部だったのですよね？」

「ああ。運営委員会は各統合企業財体の幹部級によって構成されている組織だからな。ダニロはソルネージュの所属だった」

「なら、彼も精神調整プログラムを受けていたのでは？」

　以前クローディアから聞いた話では、統合企業財体の幹部は精神調整プログラムによって我欲を排除された人間しかなれないのだという。だとしたら、ダニロが私利私欲に走るということ自体ありえない話のはずだ。

「ほう、よく知っているな。あまり表おもて沙ざ汰たにはなっていない話なのだが」

　ヘルガは感心したようにうなずく。

「その通り。統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの幹部は人間的な要因に起因する失敗を防止し、より的確で公正な判断を徹底させ、そしてなによりも幹部全員に統合企業財体の理念を共通構築するために精神調整プログラムを受けることが必須となっている。ダニロもそれを受けてはいた……が、実のところそのプログラムは部署や立場によって調整レベルが異なる。最高幹部にまでなれば人間らしさがほぼ失われるほどだが、クリエイティブな判断が求められる部署では比較的調整が緩い。《星武祭フエスタ》関連はまさにそれだ」

「なるほど……」

「現運営委員長であるマディアス・メサも名目上銀ぎん河がに所属しているものの、《星武祭》優勝の望みとして運営委員会入りを果たした変わり種だ。彼などは調整自体受けていない可能性もある」

　その経緯は聞いたことがある。

「つまり、ダニロ・ベルトーニは調整プログラムの効果がないほど我欲が強かった？」

「と考えられているのだが……まあ、ここまで話したのだからいいだろう。実はダニロの暴挙に関してはもう一つ可能性が論じられている。──精神操作系の能力者が関与していたのではないか、というな」

「まさか……！」

　他人の意識や思考に干渉する《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》は極めて少ない。それこそ治癒能力者に匹敵するほどのレアケースだ。

　そしてその管理は能力者の中でも最も厳密且かつ徹底したものとなっている。その脅威を考えれば当然だろう。

「ただ、これはあくまで可能性だ。私も何人か遭遇したことがあるが、精神操作系の能力は世間で考えられているほど万能ではない。なぜならば能力者は目標に対して常に干渉し続けなければならず、《星脈世代ジエネステラ》が見れば万応素マナの動きですぐにわかってしまうからだ。また、《星脈世代》相手には極めて効き難にくいという弱点もある」

　万応素の動きは星辰力プラーナでコントロールするため、精神操作に限らず対象に直接作用する能力は、同じように星辰力を持つ《星脈世代》には効果が薄いのだという。

「運営委員会の内部で対策が講じられていないはずもないし、もしダニロがなんらかの精神操作を受けていたならばすぐに露見していただろう」

　ヘルガはそう言うと、ふっと表情を緩めた。

「今はもう一度ダニロが行ってきた暴挙の痕跡やその周辺を洗い直しているところだ。もし《蝕武祭エクリプス》に関する新たな情報が出てくれば、お姉さんを探す手がかりになるかもしれない。吉報を期待してくれとは言えないが、一応報告しておこうと思ってな」

「ありがとうございます」

　綾あや斗とは素直に頭を下げる。

　が、やや腑ふに落ちない部分もあった。

「でも……わざわざそのためにここまで？」

　するとヘルガの口元に薄い笑みが浮かぶ。

「こう言ってはなんだが、君には感謝しているのだ。おかげで限定的とはいえダニロ関連を再び捜査することができる。統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいのお偉方も煙たがっているようだが、一部にでも許可が下りたということは、なにか暴かれたとしてももはや過去の出来事はそれほどの痛手にはならないと踏んでいるのだろう」

「……そうはさせるかと言った顔ですね」

　綾斗がそう言うと、ヘルガは少し意外そうな目で綾斗を見た。

「ふむ……なるほど。面白い物言いをする。アレが気に入るのもわからないでもないな」

「はい？」

　なんのことかと思っていると、ヘルガはわずかに眉まゆを顰ひそめる。

「いや、気にするな……というのも無責任か……。そうだな、《万ばん有ゆう天てん羅ら》は知っているか？」

「界龍ジエロンの生徒会長ですよね？」

「どうやら君を気に入ったらしい。おそらく遠からずちょっかいをかけてくると思うが……相手にしないことだ。アレは根本的に我々とは違う」

「違う……？」

　やっぱりよくわからない。

「老ろう婆ば心しんながら忠告だ。理解しなくてもいい。ただ《万有天羅》──と、《孤毒の魔女エレンシユキーガル》には極力関かかわらないほうが君のためだと思ってな。アレらはそれぞれ異なるベクトルの存在だが、どちらも我々とは別種の存在だ」

　その言葉には真剣な響きがあった。

「ああ、それと君にはもう一つ報告があった」

　ヘルガはそう言って話題を変えると、携帯端末を取り出して空間ウィンドウを開く。

　そこに映し出されたのは石のような瞳ひとみをした痩やせぎすの男。

「黒猫機関グルマルキン金きん目めの七番。名前はヴェルナー。フローラ・クレムを誘拐したのはほぼこの男で間違いない」

「っ！　ということは、レヴォルフと繋つながる証拠が出たんですか？」

　腰を浮かせかけた綾斗を、ヘルガが片手で制止する。

「いや、それはまだ……というより、おそらく証拠は出ない。ディルク・エーベルヴァインはそれほど甘い男ではないからな。学園内に踏み込めれば話は別だが、今出ている証拠であの男に辿たどり着つくのは不可能だろう」

　ヘルガの口調は冷静だったが、ほんのわずかに悔しさのようなものが滲にじんでいた。

「ディルク・エーベルヴァインの策謀はそれほど巧みなものではない。あの男の最も厄介な点は、そのスタンスだ。自分が勝つのではなく、相手が負けるように仕向ける。他者を陥れることによって、相対的に利益を得る。だからこそ、見極めるのが難しい」

「じゃあ……」

「見つかったのはこの男──ヴェルナーが何者かに襲われた痕跡だ。逃走に使ったのであろう地下ブロックから、誘拐現場に残されたものと同じ血痕が発見された」

「何者か……？」

「そう。おそらくは同じ諜ちよう報ほう工作機関の者だろう。ただし、それがどこなのかがわからない。ここ星せい導どう館かんの手の者であれば、ヴェルナーはレヴォルフとの関与を示す確固たる証拠だ。始末するわけがないし、身柄を押さえたならばとっくに公表しているだろう」

「失敗した口封じにレヴォルフが、という可能性は？」

　が、ヘルガは首を横に振る。

「それもない。《猫ねこ》と呼ばれる彼らは統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいにとって貴重な財産でもある。捕まった後ならともかく、上う手まく逃げおおせた彼を始末する必要はない。実際、《猫》を失ったディルク・エーベルヴァインは統合企業財体からお咎とがめを受けている。しばらくは大人しくせざるをえないだろう。──つまり、この事件には星導館とレヴォルフ以外の学園、ないしは団体が関かかわっていると見ていい」

「……なるほど」

　どうやらフローラの一件はかなり根深いようだ。

　一朝一夕で解決、というわけにはいかないらしい。

「こちらの件もまだ捜査を続けている。リースフェルト君にも君からそう伝えておいてくれ」

　ヘルガはそう言うと、ゆっくりと立ち上がった。

　改めて観察すると、何気ない仕草一つ一つが驚くほどに自然体でありながら一分の隙すきもない。

「……アスタリスクの学生らしい目をしているな」

　そんな綾あや斗とを見て、ヘルガは懐かしむように言う。

「ひたむきで強い意志を持った良い目だ。だが、そうした目の持ち主は往々にして情に惑わされやすい。気をつけることだな」

「はぁ……」

「──それではまたなにか進展があったら報告にこよう」

　それだけ言うと、ヘルガは綾あや斗とを残して指導室を出て行った。

「情に惑わされやすい、か……」

　綾斗は苦笑しながらそうつぶやき、困ったように頬ほおを掻かいた。


第二章　親しき人々

　北関東多重クレーター湖上のフロートエアポート。

　その特別ラウンジで、綾斗たち一行は搭乗時間を待っていた。

「いくら急せかしても詳細を知らせてこないと思ったら、まさか王室専用機を寄よ越こすとは……こうなると兄上の一存ではないな。まったく先が思いやられる」

　ユリスが腰に手を当てたまま、誰に言うでもなくぼやく。

　その視線の先──ガラスを隔てた滑走路には、これから綾斗たちが乗り込む予定の飛行機の姿。その機体側面には複雑な国章が描かれている。ユリスが言うには金地の盾に赤い薔ば薇らがリースフェルト家の紋章、王冠を抱いた鷲わしが旧王家であるバルゼルニア家の紋章、それに更に幾つかの王家の紋章が組み合わさって、現リーゼルタニアの国章となっているらしい。

「空港がないのに、王室専用機はあるんだ？」

「王族の役割は専もつぱら外がい遊ゆうだ。さすがにそれくらいはないと困る。まあ、管理も整備も隣国に頼り切りではあるが……このあたりはいろいろと面倒な事情があるのだ。後で説明してやる」

　綾あや斗との疑問に、ユリスはため息交じりでそう答えた。

「ふふっ、リーゼルタニアの事情は少々複雑ですからね。……さて、そろそろ支度を整えましょうか」

　クローディアがぱんと手を叩たたき、一同を見渡す。

　結局レスターも不参加とのことなので、リーゼルタニアに向かうのはユリス、綾斗、クローディア、紗さ夜や、綺き凛りんの五人だ。

　大おお晦日みそかを間近に控えたこの時期、空港内はどこも混雑しているがこのＶＩＰ用の特別ラウンジは綾斗たちの貸切となっている。これもユリスの兄が手配してくれたらしいが、搭乗するのも専用のボーディングブリッジがあるらしく、おかげさまで目立たなく済むのはありがたかった。

　アスタリスクの外に出るのだから当然皆私服姿で、普段は携帯が義務付けられている校章も身につけていない。ユリスはシックなワンピース姿で、クローディアはニットのタートルネックにミニスカートとタイツ、紗夜はパーカーにデニムのショートパンツとレギンス、綺凛は大きめのセーターにパンツルックと四者四様だ。

　ちなみに綾斗は襟付きのシャツとジーンズにジャケットという、いたって面白みのない格好だった。

「そうそう、それと皆さん、ちゃんと煌式武装ルークスの持ち出し手続きが済んでいるか確認してくださいね」

　クローディアに言われて、携帯端末の申請データを確認する。

　そこにはしっかり認可の文字が入っていた。

　アスタリスクにいると感覚が麻ま痺ひしてくるが、元来一定以上の威力を持った煌式武装の所持には認可が必要となる。国内外への持ち出しや持ち込みも同様だ。純星煌式武装オーガルクスはそれが更に厳しく、綾斗の《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は申請が通るのに一番時間がかかった。

　その点でいえばクローディアの《パン＝ドラ》も同じはずだが、こちらは統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいから一定期間のフリーパスが特例で与えられているのだとか。

「そういえばユリスはなにも申請してないんだよね？」

「ああ、私が今テストしている新型煌式武装はまだ発表前の技術だからな。おいそれと持ち出すわけにはいかんのだろう」

　ユリスはそう言って苦笑した。

「それより綺凛のほうが大変だったようだぞ？」

「あ、はい……でも、なんとか大丈夫でした」

　綺凛の千せん羽ば切きりは煌式武装とはまた違った手続きが必要となり、少なからず手間取っていたようだ。

「まあ、アスタリスクじゃないし武器を使う機会なんてそうそうないとは思うけど……って、うん？」

　と、そこへ綾あや斗との携帯端末が着信を知らせた。

　誰だろうと思って取り出してみると──

「え……？」

　思いがけない名前に、思わずその手が止まる。

「？　綾斗、どうした？」

「い、いや、なんでもな──」

　が、不思議そうに首を傾かしげて手元を覗のぞき込こんでくる紗さ夜やから隠そうとした弾みで、綾斗の指がボタンに触れてしまった。

「やっほー、綾斗くん。今ちょっといいかな？」

　その途端空間ウィンドウが開き、シルヴィアが朗らかに笑いかけてきた。

「──っ!?」

　同時に、一同の間に驚きよう愕がくと緊張が走る。

「まったくもー、自分から連絡先聞いておいて全然連絡くれないんだんだから……って、あれ？」

　一拍置いて空間ウィンドウ越しのシルヴィアも気がついたらしく、少し気まずそうに眉まゆを下げて綾斗に言った。
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「あらら……ひょっとしてなにかお取り込み中だった？」

「ああ、いや……別にそういうわけじゃないんだけど……」

　なんと答えていいものかわからず、一ひと先まずそうお茶を濁す。

　実際、ただ単に知人から連絡がきたというだけのことなので、別段なにも後ろ暗いことはない。もちろん相手があの世界の歌姫であるシルヴィア・リューネハイムというのは普通ではないにしても、綾あや斗とがシルヴィアと知り合いになったことはすでにここにいる面子メンツは知っていることだ。

　ただし、綾斗はシルヴィアと知り合うことになった経緯についてはあれこれ理由をつけてごまかしていた。そのことについては口外しないというシルヴィアとの約束があったからだ。

　おかげで一時期はユリスや紗さ夜やからしつこく追及されたりもしたのだが、最近になってようやくそれが収まってきたところだった。

　そのタイミングでこれだ。

「これはこれは《戦律の魔女シグルドリーヴア》。《鳳凰星武祭フエニクス》の閉会式以来ですね」

　クローディアが一歩前に出て、シルヴィアに微笑ほほえみかける。

「うん、そうだね。あの席じゃあんまり話もできなかったから、もっと久しぶりな気がするけど……お元気そうでなによりだよ、《千見の盟主パルカ・モルタ》」

「あなたがもう少し六花りつか園えん会かい議ぎに顔を見せてくださればお話もできるのですけど」

「あはは……それを言われると辛つらいなぁ」

　旧知の間柄からか、クローディアとシルヴィアが和やかに言葉を交わす。

　そこに割って入ったのがユリスだった。

「ところで──クインヴェール女じよ学がく園えんの生徒会長殿が、一体うちの綾斗にどのような用かな？」

「ふふっ、そんなに怖い顔しないでほしいな、リースフェルトさん」

　ユリスの鋭い視線をシルヴィアはさらりと受け流すと、その視線を綾斗へと戻す。

「綾斗くんに用があるのは生徒会長としての私じゃなくて、あくまで一個人としてのシルヴィア・リューネハイムなんだから」

「一個人だと……？」

「うん。──それで綾斗くん？　繰り返しになるけど、どうして連絡くれなかったのかな。別にお礼を期待してキミを助けたわけじゃないけど、まるで音おと沙さ汰たなしっていうのはちょっと傷ついちゃうぞ？」

　可愛かわいらしく口を尖とがらせて、シルヴィアが綾斗に言った。

　言葉とは裏腹に、その口調はからかうようで綾斗を責めるようなところはまるでない。

「えーと、それは……ごめん。シルヴィが忙しそうだったから、ちょっと気兼ねしちゃってさ。確か今もツアー中だったはずだよね？」

　少しだけほっとしつつ、理由を説明する。

　なにかしらでお礼をしたいと思っていたのは事実だったが、《鳳凰星武祭フエニクス》終了後は綾あや斗ともあれこれ忙しく、それが落ち着いた頃にはシルヴィアはアジアツアーに出発していたのだ。現在もまだその真っ最中のはずで、まさかそのシルヴィアから綾斗に連絡を取ってこようとは思ってもいなかった。

　なにしろ連絡先を交換したとはいえ直接の面識はあの一度きり。しかも相手は世紀の歌姫にして世界のトップアイドルだ。本人が気さくな性格であることはわかっていたが、それでも普通はありえない話だろう。

「ふーん、一応気を遣ってくれたんだ。よし、そういうことなら許してあげる」

　シルヴィアはそう言うと、笑顔でうなずいた。

「シルヴィのほうが落ち着いたら、今度こそこっちから連絡するよ。お礼をしたいのは本当だしね。今は確か……ああ、タイだったかな？」

「うん、バンコク。そっちに戻るのは来月の予定だけど、この分だとちょっとズレ込みそう。それにしてもお礼かぁ……あ、じゃあ綾斗くん。一つお願いがあるんだけど、それってきいてもらえるかな？」

「お願い？　まあ、俺にできることであれば……」

　するとシルヴィアは悪戯いたずらっぽくウインクをする。

「大丈夫、そんなに大したことじゃないから。ほら、今度学園祭があるでしょ？」

「ああ、なんか春にそういうイベントがあるんだってね。俺はまだ参加したことがないからよくわからないけど」

　なにしろ今年の学園祭は綾斗が転入した時にはすでに終わっていた。

　普通の学校であれば学園祭というのは一大イベントなのだろうが、アスタリスクにおいて最優先されるのは言うまでもなく《星武祭フエスタ》だ。そのため、学園祭は唯一《星武祭》が開催されない春に行われるらしい。それでも《星武祭》に引けを取らないくらいに盛り上がるとは聞いている。

「うん、そこで私とデートしてくれないかな？」

「へぇ、デートか。うん、それくらいなら……って、デート!?」

　シルヴィアがあまりにあっさり言うのでついうなずいてしまったが、すぐにそれに気がつき慌てて聞き返した。

「あ、安心して。ちゃんとこの前の時みたいに変装していくから」

　が、返ってきたのは微妙にズレた答え。

「そういうことじゃなくて！」

　シルヴィアは焦る綾斗を見てくすくすと楽しそうに肩を震わせているが、そこへ目を吊つり上あげたユリスと紗さ夜やが割って入った。

「ちょ、ちょっと待て！　それは一体どういうことだ！」

「……聞き捨てならない」

　クローディアは一歩引いたように腕を組んで苦笑を浮かべているが、綺き凛りんは不安そうな顔で綾あや斗とを見詰めている。

「どういうことって言われても、綾斗くんのことをもっとよく知りたいだけだよ。もちろん綾斗くんに彼女さんがいるなら、その人に悪いから取り下げるけどね。どうかな？」

「いや、特にはいないけど……」

「良かった。じゃあ、別に問題ないよね。細かいことはまた近くなったら連絡するから」

　シルヴィアがそう言いながら小さく手を振ると、ぷつんと空間ウィンドウがブラックアウト。

「あっ！　ちょっとシルヴィ！」

　綾斗の声はむなしく響き、その代わりに背中へ痛いくらいの視線が何本も突き刺さる。

「……まあ、とりあえずは搭乗時間だ。行くぞ。──なに、どうせ時間はたっぷりある。詳しい話は機内で聞かせてもらおうではないか」

　刺とげ々とげしいユリスの声に、綾斗は冷たい汗が背中を伝うのを感じていた。

　　　　　　　　＊

「──ごめん。やっぱり約束は破れない」

　綾斗がきっぱりそう言うと、ユリスは大きくため息を吐ついた。

「やれやれ……まあ、おまえのことだ。そう言うのではないかと思っていたがな」

「……本当に綾斗は頑固」

　紗夜もどこか諦あきらめたような苦笑を浮かべている。

「まあまあ、それが綾斗の良いところでもあるのですから」

　クローディアはそう言って、パンパンと手を叩たたいた。これでこの話題はおしまいということなのだろう。

　綾斗は胸を撫なで下おろすと、ふかふかのソファ型のシートに背中を預けた。

　さすが王族が使う専用機というべきか、飛行機の中とは思えないような豪華な内装の部屋は驚くほどに快適だ。当然、離発着時は通常の座席に戻らなければならないが、今は全員がテーブルを囲んでくつろいでいた。

　──いや、正確には約一名そうともいえない人物がいる。

「ところで……体調のほうはどうだい、綺凛ちゃん」

　綾斗は隣に座る綺凛にそう声をかけた。

「は、はい……ありがとうございます、大丈夫です……」

　力のない笑顔で答える綺き凛りんは、言葉とは裏腹にまるで大丈夫そうではない。顔は青ざめ、よく見ると小刻みに足が震えている。

「ご心配をおかけしてごめんなさいです……。わ、わたし、小さい頃から飛行機が大の苦手で……」

「無理せず座席に戻って寝ていたほうがいいのではないか？」

　通常座席はリクライニングシートになっているので、確かに横になるならあちらのほうがいいだろう。

「い、いえ、皆さんと一緒に居たほうが落ち着くので」

　気遣うユリスの言葉に、弱々しく首を振る綺凛。

　どうも今日はずっと元気がないと思っていたら、こういう理由だったらしい。

　──と、

「きゃっ！」

　がくんと機体が揺れ、綺凛が綾あや斗とに向かって倒れ込んできた。

　綺凛はその顔を勢いよく綾斗の腿ももにぶつけ、しかめっ面で鼻を押さえる。

「はうぅ……」

「だ、大丈夫、綺凛ちゃん？」

「は、はい、なんとか……って、はわっ!?」

　綺凛は驚いたように目を見開くと慌てた様子ですぐに身体からだを起こそうとしたが、腕に力が入らないのかすぐにまた綾斗の膝ひざの上に倒れてしまった。

　いわゆる膝枕の状態だ。

「あ、あのっ、ご、ごめんなさいです……！　わたし、すぐに……」

　目をぐるぐる回しながらあわあわとそう言う綺凛に、綾斗は苦笑を浮かべてその頭に手を置いた。

「いいよ、綺凛ちゃん。このほうが楽だろうし、落ち着くまではこのままで」

「えっ!?　で、でも……！」

「いいから」

　綾斗がその柔らかな銀髪を優しく撫なでると、綺凛も申し訳なさそうな──それでいてどこか嬉うれしそうに小さくうなずいた。

「ぐぬぬ……」

「くっ……」

　紗さ夜やとユリスがなにか言いたそうな目でそんな綾斗たちを見ていたが、クローディアがもう一度その場の空気を切り替えるように口を開く。

「さて、それではこの場を借りて皆さんにご相談があるのですが、よろしいでしょうか」

　その口調は穏やかだったが、どこか真剣な響きがあった。

　それに気がついた全員が視線を向ける。

「すでに皆さんもおわかりだとは思いますが……相談というのは来年の《星武祭フエスタ》についてです。ここにいる皆さんに、私のチームメンバーとして《獅鷲星武祭グリプス》に参加していただきたいのです」

　クローディアはそこで一度間を置くと、綾あや斗とへ向き直った。

「以前、綾斗にはお誘いをかけたことがあります。その時の答えは──」

「ユリスが一緒なら」

　クローディアが言い終える前に、綾斗が答える。

「今もその気持ちは変わりないですか？」

「ああ、変わってないよ」

　綾斗がそう断言すると、ユリスはほんの少し頬ほおを染めながらうなずいた。

「ま、まあ、おまえならばそう答えるだろうな」

「では、ユリス。あなたはいかがです？」

　クローディアがそう水を向ける。

「その前に私からも聞いておきたいことがある」

「はい、なんでしょう？」

「おまえはなぜ《獅鷲星武祭》に拘こだわる。おまえほどの実力があるならば、《鳳凰星武祭フエニクス》でも《王竜星武祭リンドブルス》でも勝ち抜けたはずだ。だが、おまえは前回の《獅鷲星武祭》出場以来、先の《王竜星武祭》にも《鳳凰星武祭》にも参加するそぶりすらなかった」

　それは綾斗も思っていたことだ。一説では統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいとそのような契約をかわしているからだという噂うわさもあるが、当のクローディア本人からも他ほかの大会への意欲は感じられなかった。

「そうですね。確かに《鳳凰星武祭》であれ《王竜星武祭》であれ、私はそれなりに勝ち抜くことができたでしょう。ですが──おそらく優勝することは難しい。それではダメなのです」

「《獅鷲星武祭》ならば可能だと？」

「ええ、頼りになる仲間がいれば、ですが」

　にっこりと笑って肯定するクローディア。

「これ以上の理由は、皆さんが私のチームメンバーになってくださった時にお話しいたします。私と、この子の弱点にも関係することですので」

　そう言ってクローディアは腰のホルダーを軽く叩たたいた。

　そこにはおそらく純星煌式武装オーガルクス《パン＝ドラ》の起動体が収まっているはずだ。

「……未来予知に弱点が？」

　紗さ夜やが訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。

《パン＝ドラ》は圧倒的な能力故に知らない者はほとんどいないレベルの純星煌式武装オーガルクスだが、その詳細となるとまるで伝わってこない。

　予知できるといっても、具体的にどのくらい先まで見通すことができるのか。どの程度の回数使うことができるのか。そのあたりについては事情通の英えい士し郎ろうでさえ噂程度しか掴つかんでいないらしい。

　綾あや斗とも以前クローディアからその代償については聞いていたが、能力についてはなにも知らされていない。

「ふふっ、無敵の武器などありませんよ」

「ですが、会長は《パン＝ドラ》抜きでも相当にお強いですよね？」

　綺き凛りんが首だけを傾け、おずおずと言う。

　少しだけ顔色が良くなってきたようで、わずかだがその声にも力が戻ってきているようだ。

「いえいえ、《パン＝ドラ》を抜きにした私の力など、たかが知れています。だからこそ、強い仲間が必要なのです。なにしろ《獅鷲星武祭グリプス》で優勝しようと思えば、あの銀翼騎士団ライフローデスを倒さねばならないのですから」

　銀翼騎士団とは聖せいガラードワース学がく園えんの《冒頭の十二人ページ・ワン》を指すと同時に、集団戦に特化したガラードワースが誇る最強チームの名前でもある。序列一位から十位までのメンバーで第一軍と第二軍の二つのチームが編成され、前回の《獅鷲星武祭》ではその第一軍が優勝を成し遂げていた。

　無論、前回とはメンバーも変わっているだろうが、その中核を成した序列一位《聖騎士ペンドラゴン》と序列二位《光翼の魔女グロリアーラ》は残っている。今回も間違いなく優勝候補の大本命だろう。

「界龍ジエロンからは前《鳳凰星武祭フエニクス》優勝タッグである趙虎峰ジヤオフーフオンとセシリー・ウォンが出てくるはず。しかもこの界龍のチームには《万ばん有ゆう天てん羅ら》の一番弟子も参加するとか」

「ああ、序列二位の《覇は軍ぐん星せい君くん》か。恐ろしいほどの手て練だれと聞くな」

「他ほかにもクインヴェールのルサールカなども侮れませんね。……というわけで、今わかっているだけでも強豪は多いですし、これから出てくる強敵チームもあるでしょう。ここだけの話ですが、今度の《星武祭フエスタ》で傭よう兵へい生せい制度の復活も検討されているようですし、どこから伏兵が現れるかわかりません」

「傭兵生？」

　それは聞いたことがない言葉だったので聞き返すと、ユリスが不機嫌そうに答えた。

「アスタリスク外部の人間を《星武祭》に参加させるための制度だ。もちろん様々な制限があるが、《星武祭》の規模を維持するために採用されることがある。特に《獅鷲星武祭》は他の《星武祭》に比べると参加者が少なくなる傾向があるからな」

　興行的な盛り上がりを維持するという観点から、《星武祭フエスタ》には各学園に対して一定の出場枠が設けられているが、この枠は学園間での取引が認められている。具体的には生徒数が少ないために枠が余っているクインヴェールから、生徒数が多く枠が足りない界龍ジエロンが購入するといった形だ。

　だが《獅鷲星武祭グリプス》はまずメンバーを集めてチームとして機能するだけの訓練を積まなければならず、そもそものハードルが他の《星武祭》よりも高い。そのため、枠が埋まらないケースが出てくるらしい。

「傭よう兵へい生せいは《星武祭》の根幹に関かかわる問題ですので慎重な扱いですが、上う手まくはまれば盛り上がりますので賛否両論といった感じですね」

　さらに詳しく聞いてみると、傭兵生は各学園が一時的に学生としての籍を与える形で、《星武祭》に参加できるのも一回限り。所属学園に与えられるポイントも正規学生よりずっと少なくなるらしい。年齢制限も正規学生に準じるため、二十二歳までとなっている。

「……ようは補充要員？」

　紗さ夜やもこの制度については知らなかったのか、いまいちわからないといった表情だ。

「そう甘く見ないほうがいいぞ。過去の傭兵生には大手民間軍事会社（ＰＭＣ）の少年兵など、実戦を経験している者も多いのだ。そういった場合、そこいらの序列入り学生よりもずっと手て強ごわい」

「確か、かなり昔に傭兵生が優勝しそうになって、紛糾したことがあると聞いたことがあります」

　綺き凛りんがそう言うと、クローディアがその通りとばかりにうなずいた。

「それ以来、傭兵生制度は消えたり復活したりを繰り返しています。まあ、マディアス・メサ委員長ならば上う手まくやるとは思いますが……」

「なんにせよ、厄介なことには変わりない。確かに今度の《獅鷲星武祭》を制するのは容易ではなかろうな」

　ユリスはそう言うと、クローディアを真まっ直すぐに見る。

「……ふぅ、了解だ。おまえのチームに参加しよう。元より断る理由もない」

「ありがとうございます、ユリス。ただし……これは他ほかの皆さんも同様なのですが、答えは今でなくとも結構ですよ」

「おまえから聞いてきたのだろうに」

　ユリスがなにを言っているのかという顔で顔をしかめた。

　するとクローディアにしては珍しく、迷いのようなものがその瞳ひとみに浮かぶ。

「今は──あくまで皆さんの意思を確認したかっただけです。そうですね……それではこの旅を終えるまでを期限といたしましょう。なにかあって、心変わりされるかもしれませんから。その時はどうぞお気になさらず」

　クローディアはすぐにいつもの笑顔に戻ったが、やはりその言い方もどこか妙だ。

　ユリスたちもそれがわかっているのだろう、どこか怪け訝げんそうに顔を見合わせていた。

　　　　　　　　＊

　欧州圏は《落星雨インベルテイア》の被害が比較的小さく、大都市も旧世紀のものがそのまま発展して残っている。とはいえ人口の一極集中化という流れからは逃れられず、中規模以下の都市とは格差が著しい。

　ミュンヘン空港から鉄道に乗り換え、一時間。思いのほか早く、綾あや斗とたちは紗さ夜やの家へと辿たどり着ついた。それでもすでに時刻は夕刻を過ぎ、日が暮れかけている。今日はこのまま紗夜の家に泊めてもらうことになっていた。

　紗夜の家はミュンヘン郊外の一軒家で二階建て。レンガ造りの古民家を改装したもののようだが、そのまま住むにはさすがに古すぎるようで、かなり手が加えられている。よくよく見ると敷地内や玄関には各種センサーが取り付けられており、随分と厳重な警備になっているのがわかった。

　冬のドイツ南部の気温は低く、今日はよく晴れているものの道には雪が積もっている。

　正直に言って、かなり寒い。

「……ただいま」

「おや、ようやくおかえりかい、馬鹿娘」

　先頭に立つ紗夜がセンサーとロックを解除してドアを開けると、綾斗たちを出迎えてくれたのは紗夜の母親──香か夜やだ。シガレットタイプの電子煙草たばこをくわえ、頭の後ろで髪をラフにまとめている。

「香夜さん、お久しぶりです」

「ああ。久しぶりだね、綾斗。いい男になってきたじゃないか」

　そう言って、にかっと屈くつ託たくのない笑みを浮かべる香夜。

　すらっとした体型や面立ちは紗夜によく似ているが、身長はかなり高めで綾斗とほぼ同じくらいはあるだろうか。とても紗夜の母親とは思えないほど若々しい。

「沙さ々さ宮みや夫人、本日はお世話になります」

　と、クローディアが進み出て、深々と頭を下げた。

「ごていねいにどーも。星せい導どう館かんの生徒会長さんだね？」

「はい。クローディア・エンフィールドと申します」

「あ、あの、わたしは──」

　クローディアに続いて綺き凛りんが挨あい拶さつしようとしたその時。

『まあまあ、そんなとこで立ち話もなんだろう。とにかく中へ入りなさい』

「ひゃあっ!?」

　突然、香か夜やの隣に半透明の男性が現れ、驚いた綺き凛りんが可愛かわいらしい悲鳴を上げる。

「こーら創そう一いちさん、いきなり出てこられたら驚くでしょうが」

『おお、すまんすまん。こっちからは見えていたから、ついな』

　香夜に睨にらまれ、その男性が頭を掻かく。

　年の頃なら五十前後。眼鏡をかけて口ひげを蓄えたその姿は、綾斗の記憶にある紗さ夜やの父・沙さ々さ宮みや創一とほぼ同じものだ。

　──実体がないことを除けば、であるが。

「ホログラフ、か……」

　ユリスがぽつりとつぶやく。

　創一が研究中の事故で身体からだを失ったということは、《鳳凰星武祭フエニクス》終了後に紗夜から聞いて知っていた。しかしいざこうして目の当たりにすると、なんと言っていいかわからない。

『ははっ、そんな顔をするな、綾あや斗とくん。確かにわしは生身の身体を失ったが、別にさほど不自由しとらん。むしろ煌式武装ルークスの製作にはこのほうが適しているくらいだからの』

「……はい」

　からからと笑う創一に、綾斗は苦笑で返した。

「まあ、創一さんの言う通りこんなところで立ち話もなんだ。とりあえず入って入って。大したもんじゃないけど、晩ご飯も用意してあるから」

　そのまま香夜に案内され、リビングに通される。

　機能的であまり物が多くない部屋の装いは、昔と変わっていない。中央にでんと置かれたテーブルの上には、ずらりと料理が並んでいた。

「普段は自分の食べる分だけしか作らないからね。久しぶりに腕を振るう機会ができて嬉うれしかったよ。ほら、座った座った」

　香夜に促されテーブルに着くと、ユリスと綺凛が改めて自己紹介をする。

「ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトです。紗夜……さんには、先日身内が大変お世話になりまして、感謝しています」

「まさかうちにお隣の国のお姫さんがやってくるとは思わなかったよ。狭いとこだけど寛くつろいでいっておくれ」

「あ、あの、刀とう藤どう綺凛です。私も《鳳凰星武祭フエニクス》では本当に紗夜さんに助けていただいて……」

「あはは、そんな畏かしこまらなくていいよ。むしろうちの子が迷惑かけなかったかい？」

「い、いえ、そんな……！」

　ぶんぶんと首を振る綺凛。

「こう言っちゃなんだけど、まさか準決勝まで勝ち進むなんて思ってもなかったからねえ」

『ふふん、わしは信じておったがな』

「創そう一いちさんは親馬鹿なだけでしょ、もう」

　香か夜やが苦笑しながら創一の肩を叩たたく仕草をする。

　歳としは離れているものの、相変わらずこの夫婦は仲がいい。

『ま、なんにせよおかげさまでわしのとこにもあちこちの研究所や企業からオファーが殺到してな。実にいい気分だわい。ま、全部断ってやったがの』

　そう言う創一は実に満足げだ。

「断ったって……どうしてですか？」

『わしはわしの作った煌式武装ルークスが評価されればそれで十分なのだよ。無論、生活していくのに金は必要だが、さしあたって今はさほど困こん窮きゆうしているわけでもない』

「確か沙さ々さ宮みや先生は銀ぎん河がの研究施設に開発協力として参加してくださっているのでしたね」

『ほう、よく知っておるの』

　その言葉に、創一が驚いたように目を見張る。

　クローディアの親は銀河のお偉いさんという話だから、そのあたりの情報にも詳しいのかもしれない。

「そういえば、創一おじさん。この家にも研究室はあるんでしょう？」

『ああ、地下にどーんとな。日本の家のそれとは比べ物にならんくらいの設備を整えてやったわ。わしの本体もそこにあるし、こうしている今もファクトリーは稼働しておるぞ』

「……お父さんはそこに事故の補償金を全部つぎ込んだ」

　やれやれとばかりに紗さ夜やが肩を竦すくめる。

『そうだ！　どうせこの後は紗夜の煌式武装を調整せにゃならん。せっかくだしどれだけすごいか見せて──』

「はいはい、それはまた後にして。それよりさっさとご飯にしよう。今スープを温めてくるからね」

　意気込む創一を制するように香夜が言い、それからほどなくして賑にぎやかな食事が始まった。

　最初は緊張していた様子の綺き凛りんもすぐに打ち解け、《鳳凰星武祭フエニクス》やフローラ救出時の話などに花を咲かせている。

　香夜の料理は和食が中心で、その大らかな性格に似合わず──というのは失礼だが──繊細な味付けだった。カレイの煮付けや卵焼きなど、地味ながらどれも美お味いしかったが、綾あや斗とにとってはなによりも懐かしさを覚える味だ。

　綾斗の家では姉の遥はるかが母親代わりをしていた。ただ、それでもやはり学生が毎日家事の全すべてをこなすのは難しい。遥はるかには稽けい古こもあったのだからなおのことだ。

　だから綾あや斗とも遥も、お隣ということもあって沙さ々さ宮みや家にお世話になることが少なくなかった。

　綾斗にとっての団だん欒らんのイメージは、実家のそれよりもむしろこちらが近いとさえ言える。

（本当に懐かしいな……）

　綾斗は自分でも知らないうちに頬ほおを緩めながら、その味を噛かみ締しめていた。

　　　　　　　　＊

「さて、それじゃ部屋のほうに案内しようか」

　夕食を終え、しばらくしたところで香か夜やがそう言って立ち上がった。

「一応、二階に来客用の部屋が二つ空いてるからそこを使ってもらおうと思ってるんだけど、各部屋二人ずつってことで大丈夫かい？」

「はい。問題ありません」

　クローディアが代表して答えるが、香夜はわずかに眉まゆを寄せた。

「ただねえ……部屋割りはどうする？　紗さ夜やは自分の部屋を使うからいいとしても……」

「部屋割り？」

　言いながら、はっと気がついた。

　一部屋に二人で、紗夜が自分の部屋を使うのだとしたら、必然的に綾斗は──

「なるほど。でしたら、綾斗は私と一緒の部屋ということで」

「ええっ!?」

「なっ!?　ちょっと待てクローディア！　い、いきなり何を言い出す！」

「あら、なにか問題が？」

　ユリスが慌てたようにそれを止めようとするが、クローディアは不思議そうに首を傾かしげてみせる。

「大ありだ！　と、年頃の男女が同じ部屋でなど、その……」

「ふふっ、大丈夫ですよ。私は綾斗を信じていますから。ねえ、綾斗？」

「いや、まあ……」

　その意味ありげな視線から逃げるように、綾斗は引ひき攣つった笑みを浮かべた。

　いつものことながら、クローディアの発言はどこまでが本気なのか全くわからない。

「それともユリスは綾斗が信用できませんか？」

「うっ……！　そ、そんなことはない！　もちろん私は綾斗を信じてはいるが、そ、それとこれとはまた別の問題というか……」

　もごもごと口くち篭ごもるユリス。

「わ、わたしも綾あや斗と先輩を信じてます！」

　と、そこへ顔を真っ赤にした綺き凛りんがぐっと身を乗り出してきた。

「あらあら、でしたら刀とう藤どうさんにお譲りいたしましょうか？」

「えっ？　そ、それはその……」

　途端に綺凛は俯うつむき、もじもじと小さく身体からだを揺すりながら上目遣いに綾斗を見る。

「で、でも、あ、綾斗先輩がそれでいいなら、わたしは……」

「え……？」

「なるほど。確かに綾斗に選んでいただくのが一番適切ですね」

　クローディアがぽんと手を叩たたき、ユリスも頬ほおを染めながら綾斗を睨にらむようにして横目で見ている。

「えーと……」

　ここで綾斗がなにをどう答えようと、無事に切り抜けるのは不可能な状況だった。

　思わず逃げ出したくなったが、それすらも許されないプレッシャーをひしひしと感じる。

「ああ、ちなみに私はなにかしていただいても結構ですよ。むしろウェルカムです」

「いや、しないから！」

　平然とそんなことを言ってのけるクローディアに、つい突っ込んでしまう。

　──すると。

「……お母さん、私たちで遊ぶのはやめて」

　ため息混じりにそう言った紗さ夜やは、咎とがめるような視線を香か夜やに向けた。

「ただ単に、綾斗が私の部屋を使えばいいだけ。それで解決」

「……あ」

　その言葉に、一瞬ぽかんとした空気がその場に流れる。

　言われてみればその通り。

　部屋が三つと考えれば、そもそも綾斗が女子と同室になる必要はまるでない。

「あははは！　ごめんごめん、ついね」

「ふふっ、ではそういたしましょうか。少々残念ではありますが」

　耐え切れなくなったというように香夜が吹き出し、クローディアも肩を震わせながら同意する。こんな簡単なことに彼女が気がつかなかったわけはないので、おそらく最初からからかっていたのだろう。

「……」

　一方でユリスと綺凛はどこか恥ずかしそうに顔を背けていた。

　　　　　　　　＊

　紗さ夜やの部屋は子どもの頃とほとんど変わらず、ほとんど物が置いてなかった。ベッドと机、それから据え置きの端末。その他ほかにはほとんど目に付くようなものはない。

　当然、今は寮暮らしなのだからある程度荷物を運んだことは事実だろうが、恐らく寮の部屋もこことさほど違いがないだろうことは予想がついた。もしこの部屋になくて寮の部屋にあるとしたら、おそらくは煌式武装ルークスの起動体を収めるケースくらいのものだろう。

　子どもの頃から紗夜は煌式武装をいじくり回す以外に趣味らしい趣味を持たなかった。父親の影響もあるのだろうが、それだけというわけでもないはずだ。

　窓から差し込む月明かりに照らされながら、ベッドの上に寝転んだ綾斗は漠然とそんなことを考えていた。

　時刻はすでに深夜。

　他の部屋ではもう皆眠りについている頃だろう。

　しかし綾あや斗とはなぜか寝付けず、とりとめもない思考に浸っていた。

（久しぶりに懐かしい人たちに会ったせいかな……）

　このまま眠れないと明日に差し支えるかもしれないが、悪い気分ではない。

　──と。

「……んー」

　突然部屋の扉が開き、誰かがふらふらと部屋に入ってきた。

「っ！」

　綾斗はとっさに身体からだを起こそうとするが、すぐにそれが誰だか気がつき警戒を解く。

「なんだ、紗夜か。どうしたのさ、こんな時間に」

　薄暗かったため一瞬わからなかったが、確かに紗夜だった。

　ところが綾斗の呼びかけにも答えることなく、覚おぼ束つかない足取りのままゆっくりと綾斗のほうへと歩いてくる。

「紗夜……？」

「んんー……」

　どうやら寝ぼけているらしい。

　ほとんど閉じかけた瞳ひとみでうつらうつらと舟をこぎながらやってきた紗夜は、そのままどさりとベッドに倒れ込んだ。もぞもぞと布団の中に潜り込もうとする紗夜を、綾斗は慌てて押おし留とどめる。

「ちょ、ちょっと待った紗夜！　それはマズいってば！」

　よくよく見ると紗夜は思い切りパジャマを着崩しており、肩やらお腹なかやらが露出していてかなり際どい格好だった。

　目のやり場に困りつつも、なんとか起きてもらおうと身体を揺すってみるが、紗夜は一向に目を覚ます気配がない。

「はぁ……紗さ夜やの寝起きの悪さは変わらないなあ……」

　かといってこのまま放置しておくわけにはいかないので、仕方なく最後の手段に出る。

「まだこれが効くといいんだけど」

　綾あや斗とが紗夜の鼻をちょこんと摘つまむと、すやすやと安らかな寝息を立てていた紗夜の顔が一変した。眉まゆ根ねを寄せ、いやいやと首を振るが、綾斗は指を離さない。

　子どもの頃から紗夜を起こすにはこれが一番だったのだが、どうやら今も効果があるようだ。

「……ぷはっ！」

　やがて顔を真っ赤にした紗夜が、がばりと起き上がった。

「やっと起きてくれたか……」

「？　……うに？」

　はてなマークを浮かべながら、きょろきょろと周囲を見回す紗夜。

　が、隣の綾斗に気がつくと、たっぷり十秒はその顔を見詰めた後──

「綾斗……？　なぜここに……はっ！　まさか夜よ這ばい？」

　なぜか若干嬉うれしそうな顔でわざとらしく布団を掻かき抱いた。

「違う！　紗夜が勝手に入ってきたんだよ！」

「う？　でもここは私の部屋で……」

「確かにここは紗夜の部屋だけど、今日は俺が使わせてもらってるんだってば！」

「……おおっ」

　ようやく合点がいったのか、ぽんと手を打ち鳴らす。

「……どうやらトイレに起きて、そのままこっちに来てしまったみたい」

「まあ、そんなことじゃないかとは思ったけどさ」

　綾斗がそう言って苦笑いを浮かべると、紗夜はぺこりと頭を下げた。

「……ごめん、綾斗。起こした？」

「いや、どうせ寝付けなかったところだから。なんだか昔のこととかいろいろ思い出してたんだ」

「昔……？」

　すると紗夜は少し考え込むような顔で俯うつむいてしまう。

「……紗夜？」

「──綾斗。少しだけ話、いい？」

「ああ、うん。構わないけど……どうしたのさ、改まって」

　紗夜は綾斗に向き直ると、一瞬躊躇ためらってから口を開いた。

「私は、ずっと……ずっと綾斗に謝りたかった」

「謝るって……一体何を？」

　心当たりがまるでなかったので、素直に聞き返す。

「……引っ越した後、私と綾あや斗とは連絡を取り合っていた。覚えてる？」

「もちろん」

　紗さ夜やが引っ越してしまった後も、綾斗は普通に携帯端末などで紗夜と連絡を取っていた。いくら距離が離れていても、現代にはその手段がいくらでもある。時差の問題もあり、頻繁にというわけにもいかなかったが、それでも当初は三日に一度くらいは話をしていたはずだ。

　ところがそれがいつしか一週間に一度になり、半年を過ぎる頃には一ヶ月に一度になり、自然とそういったやり取りがなくなっていった。

　寂しくはあったが、子どもながらにそういうものなのだろうと思ったのも覚えている。

「……あれは、続けるうちに辛つらくなって、私からやめてしまった」

「えっ？　そうだったっけ？」

　どちらともなくという風に記憶していたが、言われてみれば確かに紗夜から連絡を取ってくることは少なかった。

「だって……前までは毎日一緒に遊んでたのに、引っ越してからは話しかできない。それもほんの短い時間だけ。最初はそれでも楽しみだったけど、すぐにそれが辛くなった。だから、ちゃんと会える日が来るまでは……そう思って」

　当時を思い出しているのか、しゅんとした顔で紗夜がつぶやく。

「でも、別にそれくらい……」

「──それだけじゃない」

　ふるふると首を振り、紗夜が悲しそうに続ける。

「もしずっと連絡を取り合っていたら、ハル姉がいなくなった時、綾斗の力になれたかもしれない」

「──っ」

　思いもよらなかった言葉に、綾斗は一瞬息を飲んだ。

「力になれなくても、励ますことはできた。支えてあげることもできた。それが……とっても悔しい」

「紗夜……」

「私はそうするべきだった。だって私は……ずっとずっと綾斗の隣に居たんだから」

　実際、あの頃紗夜が居てくれれば綾斗も随分救われただろうとは思う。でもそれは今更言っても仕方ないことだ。

「だから綾斗。必要な時は頼ってほしい。今度こそ私は綾斗の力になる」

　紗夜は顔を上げると、綾斗の腕を掴つかんで言った。

　その瞳ひとみは真剣で、真まっ直すぐで、曇りがない。

（力になる、か……）

　奇くしくもそれは、かつて綾あや斗とがユリスに言った言葉と同じだ。

「ありがとう、紗さ夜や。もしその時がきたらお願いするよ」

「んっ」

　そう言うと、ようやく紗夜は笑みを浮かべてうなずいた。

「さて、そろそろ本当に寝ないと明日が──」

　綾斗がそこまで言った瞬間、突然甲高い音が鳴り響く。

「な、なんだっ？」

「……うちの警報装置」

　言われて思い出したが、紗夜の家は昔からいやに警備が厳重だった。創そう一いちに言わせると『自分の研究を掠かすめ取ろうとする連中から守るため』の措置らしいが、綾斗も子どもの頃に引っかかって大変な目にあったことがある。

「じゃあまさか泥棒？」

　とりあえず部屋の外に出てみると、同じように他ほかの部屋からも皆が出てきたところだった。

「一体全体、なんの騒ぎだこれは……」

　欠伸あくびをかみ殺しながら、ユリスがぼやく。

　綺き凛りんも目の辺りをごしごしと擦こすりながら夢ゆめ現うつつといった様子だ。

「なにかしらの緊急事態でしょうか？」

　相変わらずクローディアだけはしっかりとしていたが、その反面紗夜以上に目のやり場に困るアダルトな格好だった。無駄にあちこちが透けているネグリジェ姿は、一応肩から一枚羽織ってはいるものの、綾斗はとっさに目を逸そらす。

『おー、すまんすまん。驚かせてしまったようだの』

　そこへ創一のホログラフが現れ、同時に警報もぴたりと止まった。

「……なにがあった？」

『裏庭に侵入した輩やからがおったようだが、すぐに逃げてしまったみたいでな』

「侵入者、ですか？」

『うむ。今は痕跡などを解析しておるところだ。大方どこぞの企業か研究所の手の者だとは思うが……』

　創一の言葉に、クローディアが真剣な表情で考え込む。

『まあ、我が家の警備システムは統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たい直ちよつ轄かつの研究所にも引けを取らん。安心して休んでくれていいぞ』

　そう言うと、ホログラフは溶けるように掻かき消きえた。

「……」

「クローディア？」

「──ああ、すみません。少し考え事をしていました」

　クローディアは何事もなかったかのように、にっこりと笑う。

「ならいいけど……」

　クローディアがあそこまで真剣な表情をすることは滅めつ多たにないので、気になるといえば気になるが、本人がそう言うのならば仕方がない。

「ところで綾あや斗と。一つ質問があるのだがな」

「うん？」

　そう言うユリスの声は、心なしかやけにピリピリしている。

「先ほどおまえと紗さ夜やが、同じ部屋から出てきたように見えたのはどういうことなのだろうな？」

「……あ」

　──結局それから誤解を解くのに時間がかかってしまい、気がつけば東の空が白々と明らむ時刻になっていた。


第三章　リーゼルタニア

「それじゃまあ、気をつけな」

　翌朝、門前まで見送りに出た香か夜やは紗夜の頭をぐりぐりと撫なでながら、優しい顔でそう言った。

「……うん」

　ややはにかみながらうなずく紗夜。

　今日もよく晴れてはいるものの、気温は低く吐き出す息が白い。

『おお、そうだ。一応報告しておこう。昨夜の侵入者だが、センサーのデータを見る限りどうやら人間ではなかったようだぞ』

「人間じゃないって……だったら一体なんだったんです？」

　綾あや斗とが問い返すと、香夜の横に立つ創そう一いち──のホログラフはごしごしと顎あごをさする。

　家の中だけではなく、敷地内のあちこちに立体投射装置があるのだろう。

『野生動物かなにかのようだのう。そこらの森から出てきたのかもしれんな』

　このあたりは郊外なので、少し足を伸ばせば鬱うつ蒼そうとした森も多いらしい。

「動物、ですか……」

　創そう一いちの言葉にクローディアが考え込む。

　と、そこへ大きな黒塗りのリムジンが綾あや斗とたちの目の前に止まった。

「皆様、お迎えにあがりました！」

　助手席から降りてきたメイド服姿の少女──フローラは元気いっぱいにそう言うと、一同の前で仰ぎよう々ぎようしく礼をする。

「相変わらず元気だね、フローラちゃん」

「あいっ！　それがフローラの取り柄ですから！」

　フローラはそう言って満面の笑みを浮かべた。

《鳳凰星武祭フエニクス》からまだ数ヶ月しか経たっていないが、少し背が伸びたようだ。きっと数年後にはすごい美少女になるだろう。

「それじゃ、創一おじさん、香か夜やさん。お世話になりました」

　紗夜と創一に挨あい拶さつをしてから、全員で車に乗り込む。

　車の中は以前ディルク・エーベルヴァインと会談した際のそれと少し似ていたが、窓は黒塗りになっているわけではなく、テーブルもない。運転席側とはガラスで仕切られており、クッション付きの三人掛け対面座席と、ゆったりとした二人掛けの後部座席が向き合う形になっている。

「あ、姫様と天あま霧ぎり様は後ろの席でお願いします」
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「え？　まあ、いいけど……」

　座席の指定にどういう意味があるのかわからないが、別段断る理由もない。言われた通り、ユリスと並んで後部座席へと座る。

「では、出発しまーす！」

　フローラがそう言うと、いかつい顔をした運転手は無言で車を発進させた。

「大体どのくらいかかるのですか？」

「そうだな……ここからなら車で二、三時間程度といったところか」

「ふぇ、思ったより近いのですね」

「リーゼルタニアはドイツとオーストリアの境にある山国だからな」

　綺き凛りんの質問に答えつつユリスが前の三人に視線を向ける。

「まあ、時間もあるしここで簡単に我が故国について説明しておこうか。約一名、下手をしたら私より詳しいかもしれん奴やつがいるが──」

「ふふっ、誰のことでしょうね」

「……はぁ」

　ユリスはあからさまなため息を吐ついてみせると、気を取り直すように窓の外へと視線を向けた。

「まずは……そうだな。元々リーゼルタニアという国の前身は神聖ローマ帝国の領りよう邦ほうだ。それが帝国崩壊時に王国として独立し……ドイツ革命により消滅した。独立国としてはおおよそ百年程度存続したことになるか」

　元より紗さ夜やの家が郊外にあったせいか、窓の外の景色はすぐに雪をまとった木々の連なりへと変わっていた。それを眺めつつ、ユリスはゆっくりと続ける。

「それで終わっていれば面倒がなくて良かったのだが、悲しいかな《落星雨インベルテイア》によって再びリーゼルタニアは棺おけの中から引っ張り出されることになる。復興期のただ中、かつてのリーゼルタニアの領地から、特一等級のベルティス隕いん石せきが発見されたからだ」

　ベルティス隕石というのは、《落星雨》によってもたらされた隕石と通常の隕石とを区別するために使われる名称だ。

「特一等級っていうのは確かすごく珍しいんだよね？」

「一応、今のところ発見されているのは十数例しかありませんね」

　綾あや斗との質問に答えたのはクローディアだった。

　ベルティス隕石はそのマナダイト含有率によって等級付けされており、特一等級は九十五パーセント以上──つまりほぼ丸々マナダイトということになる。

　今は人工的にマナダイトを生成する技術が確立されているが、やはりそのほとんどは質において本物に及ばない。ましてや当時はまだその技術もなかったため、復興期におけるベルティス隕石の確保は統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの最優先課題だった。

「他ほかの例に比べれば大きさはかなり小さいものだが、それでも欧州は《落星雨インベルテイア》の被害が小さかった分、ベルティス隕いん石せきが少ない。そこに特一等級となれば、どこの統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいも欲しがって当然だ。欧州はソルネージュ、フラウエンロープ、ＥＰといった統合企業財体のお膝ひざ元もとだからな」

　ユリスはそこで一息つくと、再び前の三人に向き直る。

「ただし見つかった場所が問題だった。先ほど言った通り、かつてリーゼルタニアがあった付近は当時国境線になっていてな。一方のドイツは本社を置くソルネージュの影響が強く、もう一方のオーストリアはフラウエンロープの影響が強い。そのため当然、両者はぶつかることになったのだが……いち早く安定した経済圏を復活させた欧州での武力衝突はリスクが大きすぎるということで、他の統合企業財体が仲介に入ることとなった」

「仲介といっても、他の統合企業財体が利権のおこぼれ目当てに食いついてきた感じですけれどね」

　クローディアが笑顔でさらりと毒を吐く。

「そして統合企業財体は利益配分の協定を結ぶと同時に、どうせ分割するならいっそのこともっと自由に好き勝手できる箱庭をそこに作ってしまおうという考えに至った。もはや既存国家に抗あらがう力は残っていないとはいえ、統合企業財体としてもその枠組みを利用している以上なにからなにまで自由自在というわけではないからな。そこで白羽の矢を立てられたのが、かつてそこに存在した国リーゼルタニアというわけだ。だからこそ、我が国ではあらゆる政策、税率から身分保障に至るまで完全に統合企業財体に都合が良いようになっている。わかりやすいところで言えば租税回避や基幹職員の不逮捕特権などだな」

「……つまり、傀かい儡らい国家？」

「身も蓋ふたもなく言ってしまえばそうなるな」

　紗さ夜やの言葉にユリスは苦笑を浮かべ肩を竦すくめた。

「そんなわけでベルティス隕石の周囲には各統合企業財体の研究施設が目白押しだ。以前にも言った通りリーゼルタニアには空港がないが、研究施設はそれぞれ自前の滑走路と整備施設を持っているほどと言えばわかりやすいだろう」

「ベルティス隕石の周辺は万応素マナ濃度が高いので落星工学の研究にはもってこいですからね」

　万応素濃度は場所によってある程度変動するが、濃度が高いエリアほど《星脈世代ジエネステラ》が生まれやすいというデータもあるのだとか。

「とはいえ、国自体が貧しいというわけではない。統合企業財体からはそれなりの恩恵も受けている。ご多分に漏れず格差は酷ひどいがな」

　そう言うユリスはどこか悔しそうに唇を噛かんだ。

　ユリスの話を聞く限り、確かにリーゼルタニアという国は複雑な事情を抱えているらしい。

　そんな話を聞いているうちに、窓の外の景色は次第に雄大な雪山へと変わっていった。平野部と比べるとさすがに積雪の量も多い。今の時期でこの積もり方ということは、これから寒さが本格的になる時期はもっとすごいことになるのだろう。

「あ、そろそろ首都ストレルが見えてきますよ！」

　と、助手席に座っていたフローラが振り向き、無邪気に言った。

　いつの間にか国境を越えていたらしい。

「おおー」

　フローラの言葉に視線を前に向けると、山々に囲まれた湖の畔ほとりに想像以上に大きな街が広がっていた。レンガと木で造られた古い家々が連なり、一般的にイメージするヨーロッパの街並みという印象だ。街の中心部らしいところにはビルなども立ち並んでいて、そこから線路が街を横断している。

「ここがリーゼルタニアの首都ストレルですか……綺き麗れいな街ですねぇ」

　うっとりとした顔で綺き凛りんがつぶやく。

「まあ、別段なにがあるというわけでもないがな……ん？」

　するとふいにユリスが眉まゆを顰ひそめた。

「どうかした？」

「いや、王宮へ行くのならこの道は遠回りに……どういうことだ、フローラ？」

「えっと、これも陛下から仰せつかってますので」

「兄上から？」

「あい。ちょっと待ってくださいね」

　フローラはいつものようにポケットから折りたたんだメモを取り出し、それを丁寧に広げていく。

　綾あや斗とたちを乗せた車はどうやら大通りを街の中心部へと向かっているようだ。しかも明らかに速度が落ちている。

「……なんか、大勢人がいるっぽい？」

　紗さ夜やが窓におでこを付け、ぼそりと言った。

「えーと、『せっかく帰ってきたんだから、ついでに凱がい旋せんパレードをよろしく』だそうです」

「なっ……!?」

　ユリスが腰を浮かせかけるが、それを押しとどめるような大歓声が巻き起こる。

「うわっ！」

「す、すごいですね……」

《鳳凰星武祭フエニクス》で歓声には慣れたつもりだったが、これはその決勝戦にも負けないような熱気だった。

「姫様ー！」

「ユリス様ー！」

　沿道には人が溢あふれ、皆口々にユリスの名前を叫んでいる。

　空からは色とりどりの紙吹雪が舞い散り、見上げてみると家々やビルの窓から顔を出した人々が、手を振りながらそれを撒まいていた。

　老若男女、およそこの街の人々が全員残らず押しかけているのではないかというほどの人の数だ。

　よく見ると街のあちこちに貼はられたポスターや街頭の空間ウィンドウには、ユリスの写真と共にその凱がい旋せんが告知されていた。

「くぅ、兄上め！　覚えていろ……！」

　ユリスは悪態をつきつつも、作り笑顔を浮かべて窓に向き直る。

「ユリス、大人気」

「やっぱりお姫様ってすごいんだなあ」

　そんな雰囲気に圧倒され、紗さ夜やと綾あや斗とが素直に感心していると。

「ふふっ、それはそうでしょう。アスタリスクの歴史上、一国の王女が《星武祭フエスタ》を制したことはありませんからね。その話題性は説明するまでもないでしょう。綾斗もユリスもマスコミ対応を学園側に任せていますし、アスタリスクにいると外のことには疎くなりがちですが、今やユリスはシルヴィア・リューネハイムに並ぶような世界的有名人なのですよ」

　くすくすとさも楽しそうに笑いながらクローディアが説明してくれた。

「あい！　姫様が優勝なさったおかげで、観光客も増えたみたいです！」

「へぇ……すごいんだなあ」

　だとするとこの大観衆も住民だけではなく、そういった人も混ざっているのだろう。

「それに他ひ人と事ごとのように仰おつしやっていますが、ユリスほどではないにしろ綾斗のご実家も中々に大変そうですよ」

「え？　どういうこと？」

「昨日もお聞きになった通りです。準決勝で敗れた沙さ々さ宮みやさんのお父上のところにもオファーが殺到しているのですよ。優勝した天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの道場が注目を浴びるのは当然でしょう？」

「まさか……」

　父親に連絡を取った時には、そんな話は一切なかった。

「まあ、そのあたりは我々学園側でフォローしていますからご安心を」

「……」

　元より綾あや斗との父は来る者は拒まず去るものは追わずといった風だから、門下生を集めるのに熱心なほうではない。姉の失しつ踪そう以降、それはますます顕けん著ちよになった。

（後でまた連絡しておくか……）

　もし迷惑をかけてしまっているとしたら、一言謝っておいたほうがいいだろう。

「──天あま霧ぎり様、天霧様！」

「えっ？」

　考え込んでいたところにふいに名前を呼ばれ、はっと顔を上げるとフローラがじれったそうに綾斗を見つめていた。

「よかったら天霧様も応こたえてあげてください。姫様みたいに」

「ああ、うん……って、お、俺も？」

「あい！」

　屈くつ託たくなくうなずくフローラ。

「いや、なんで俺まで……」

「だって天霧様は姫様のタッグパートナーですから！」

「それはまあ、そうだけど……」

　困った綾斗がちらりと隣のユリスを見ると、ユリスにしては珍しく笑顔──ややぎこちなくはあったが──で窓の外に向かって手を振っていた。

　それに呼応するように、歓声が一層大きくなる。

「ふふっ、そんな意外そうな顔をしないでもいいでしょうに。ユリスの責任感の強さは知っているでしょう？」

　そんな綾斗にクローディアが笑いかける。

「……責任感、か」

　確かにユリスにはリーゼルタニアの王女としての責任があるのだろう。

　そして綾斗にもそのタッグパートナーとしての責任があるのは間違いない。

「はぁ、わかったよ」

　仕方なく見よう見み真ま似ねで綾斗も窓の外に手を振ってみた。正直、恥ずかしいというかむず痒がゆいことこの上ない。

　おそらくはユリスよりもずっとぎこちない顔になっているだろう。

　実際、集まった観衆の中にはユリスの名前だけではなく綾斗の名前を呼ぶ者も少なからずいるようで、そうなるとますます照れくさい。

「でも、本当にすごい熱気ですね」

「……ちょっとビックリ」

　一方で前に座っている紗さ夜やたちはやや気楽そうな表情だ。

「先ほどのユリスの説明にあったように、この国はかなり複雑な事情を抱えていますからね。言い方はよろしくありませんが、良いガス抜きになっているのでしょう」

　クローディアはそう言うと、その後にトーンを落としてつぶやくように続けた。

「もっとも──これを仕掛けたあの方の思惑は、それだけではないでしょうけれど」

　　　　　　　　＊

　ストレルの王宮は街の中心部から湖を挟んだ対岸にあり、現在は公邸として使われているらしい。レンガ造りの重厚な建物で、二百年以上前に造られたのだという。

　想像以上に長く続いたパレードを済ませた後、綾あや斗とたちはようやくこの王宮にやってきたのだが、到着するなりユリスは怒りに顔を染めてつかつかとその廊下を早足で進んでいく。

　綾斗たちはわけもわからずそれに付いていくしかない。

　やがてユリスは王宮の二階にある部屋の扉を、ノックもせずに思い切り押し開けた。

「兄上！　一体これはどういうことだ！」

　ユリスが怒気ををはらんだ声を上げる後ろから、そっとその部屋を覗のぞいてみる。

　豪華ではあるものの、やや華美に過ぎる印象の部屋だ。調度品はどれも一流の品なのだろうが装飾過多で、窓際にどっしりと構えた机も、柔らかな曲線を描く大きなソファも、壁に飾られた絵画やその額縁でさえも、今ひとつうまく馴な染じんでいないように思える。

　そしてそのソファの上に寝転がり、ふわふわとした巻き毛の女性に膝ひざ枕まくらをされていた男性が、のそりと身を起こした。

「ああ、戻ってきたんだね、ユリス。おかえり」

　歳としは二十代の半ばくらいだろうか。濃い赤毛はやや長く、全体的に線が細い。トレーナーにスラックスというラフな格好で、この男性が一番この部屋に馴染んでいないように見えた。

「あらぁ、ユリスちゃんお久しぶりねえ。それにクローディアちゃんも」

　膝枕をしていた女性が、のんびりとした口調で穏やかに微笑ほほえむ。

「義あ姉ね上うえ、お寛くつろぎのところ失礼します。少々兄上とお話をさせていただきたいのですが」

「はぁい」

　女性は無邪気にそう言うと、男性と共に立ち上がって優雅に一礼した。

「どうも初めましてぇ」

「星せい導どう館かん学がく園えんの皆さんだね？　今回は不ぶ躾しつけな招待を受けてくれて嬉うれしいよ。僕はユリスの兄でヨルベルト。一応この国の国王をやっている。で、これは妻のマリア。ああ、ここは僕の私室なので君たちも寛いでくれて構わないよ」

　その言葉に、ユリスとクローディアを除いた三人が目を見張った。

「……え？」

　ユリスが兄と呼んでいるのだから確かにそうなのだろうが、それにしても──

「……国王陛下？」

　訝いぶかしげなジト目で紗さ夜やがヨルベルトを見る。

「……本当の本当に？」

「あはは、困ったな。王冠でも被かぶって、マントでもひらめかせていれば良かったかい？」

　ヨルベルトは屈くつ託たくなく笑うが、実際のところ綾あや斗とも意外だった。

　普通国王といえばもう少しどっしりした人物をイメージするものだが、ヨルベルトはそれとは真逆というか、全体的に軽そうな印象だ。顔立ちや髪の色こそユリスに似ているものの、中身は正反対のように見える。

「一応公務のときはちゃんとスーツを着るよ。今日はオフだからね。もっとも普段から僕の仕事なんてあってないようなものだけど」

「そんなことより、兄上！　私は凱がい旋せんパレードなど聞いていなかったぞ！　あれほど大事にしないでくれと言っておいただろうに！」

「だって言ったら絶対に嫌がるじゃないか」

　ユリスの怒りを、ヨルベルトはどこ吹く風で受け流す。

「当然だ！　しかも私だけならともかく、綾斗まで巻き込むとはどういう了見だ！」

「うん、まあ、そこはせっかくだからさ」

「常識で考えて、まずは話を通すのが普通だろう！」

「わかったわかった。僕が悪かったよ。すまなかったね、皆さん」

　ヨルベルトはそう言うと、綾斗たちに向き直って苦笑した。

「でもね、ユリス。国民は皆、ユリスだけでなく、そのタッグパートーナーの天あま霧ぎり君にも興味があるんだよ。なにしろ、王女である君が選んだパートナーだからね」

「う……」

　なるほど上う手まい。ユリスは自分の立場を自覚しているので、そこを絡めて言いくるめられると中々強く出られないのだろう。

　さすがは兄妹きようだいというべきか、ユリスの弱点をよくわかっている。

「……あら、興味があるのは国民だけですか？」

　と、クローディアは含みを持たせた目でヨルベルトを見た。

「おやおや、相変わらず聡さといなあ。エンフィールドのお嬢様は」

「……どういう意味だ？」

　不審そうにユリスが問うが、ヨルベルトはごまかすように笑う。

「それについては後でまた時間を取ってもらえるかな。他ほかにもユリスと天霧君にはいろいろと話があるんだ」

「まあ、それは構わないが……」

　ちらりとユリスが視線を向けてくるので、綾あや斗とも慌ててうなずいた。

「ああ、うん。もちろん」

　仮にも国王が自分にどんな話だろうという思いはあるが、まさか断るわけにもいかない。

「そうそう、それと君たちにはうちの侍女を助けてもらったお礼もしなければならなかったね」

　ヨルベルトはそう言うと、ゆっくり綾斗たち全員を見る。

「というわけで、今夜は君たちを歓迎する夜会を催もよおすことにしたから、ぜひ参加して欲しい。あ、服はこちらで用意したから適当なのを選んでくれて構わないよ。サイズの調整も今からなら間に合うだろうし」

「だからそれも聞いてないぞ兄上！」

「あははは。まあいいじゃないか」

　ユリスが再び声を荒らげるが、やはりヨルベルトは涼しげな顔だ。

「……なんだか、その、個性的な人ですね」

　綺き凛りんがどうしたらいいのかわからないといった顔で綾斗を見てきたが、その言葉はかなりオブラートに包んだ感があった。

「あはは……」

　綾斗も苦笑いを返すしかない。少なくともかなり強引で口が上う手まいのは間違いないだろう。

　その後、綾斗たちは王宮と同じ敷地にある離宮へと案内された。

　王宮から歩いていける距離にあり、専用の回廊で繋つながっているようだ。

　その途中には見事なバロック風の庭園が広がっていて、その見事さに歩く速度が緩まった。生憎あいにくと今は雪に覆われてしまっているが、足跡一つないその純白の雪化粧もまた見事だった。

「うわあ、綺き麗れいですね……」

「あい！　春になったらお花でいっぱいになって、もっともーっと綺麗ですよ！　ここは姫様もお気に入りの場所で、お花の手入れも姫様がご自分でやったりしてたんです！」

　感嘆の声を漏らす綺凛に、フローラがえへんと胸を張る。

　確かにその時分となれば、この静せい謐ひつさとはまた違った美しさがこの庭を彩るに違いない。

「フローラ、余計な説明はいい。さっさと行くぞ」

　照れているのか、ユリスがぶっきら棒にそう言って足を速める。

　一行はそんなユリスに苦笑しながら、その先に見える離宮へと向かった。

　庭園と同じくバロック様式の離宮は王宮に負けず劣らずの豪華さで、その一部は王族の居住用として、それ以外は賓ひん客きやくが宿泊する迎げい賓ひん館かんとして使われているらしい。ユリスの話によると王宮にも王族の居住区はあるようだが、ヨルベルトは主に王宮を、ユリスは主にこの離宮の部屋を使っているのだとか。

　さすがに紗さ夜やの家と違って、一人に一部屋が──それも持てあますくらいに広く豪華なな部屋が──与えられた。

　正直あまり落ち着かないが、それでもようやく一息つける。そう思っていると、すぐにフローラがやってきた。

「天あま霧ぎり様、夜会用の礼服をお持ちしました」

「ああ、さっきヨルベルトさんが言ってた礼服だね」

「あい。サイズを見ますので、ちょっと袖そでを通していただけますか？」

「ああ、うん。それより夜会ってどんな感じなのかな？　俺、そういう場所は初めてなんだけど……」

　というか、まず普通の高校生で国王主催の夜会に参加したことがあるほうが少ないだろう。姉が厳しかったおかげで最低限のマナーは身についているが、さすがにちょっと次元が違う気がする。

「うーん……フローラもよくわからないですけど、今回の夜会は急に決まったものですし、そんなに大きなものじゃないと思います」

「だといいんだけどね」

　ユリスではないが、あまり大仰にされるのは綾あや斗とも苦手だ。

　そうこうしている間もフローラは馴なれた手つきでサイズを測りながら、いつものメモにいろいろと書き込んでいく。

「それにしてもフローラちゃんも大変だね。こんなにいろんな仕事をこなさなきゃいけないなんて」

「そんなことないです！　フローラがここで働けるのは陛下のお力あってのことですから、それに報いるためにもがんばらないと！」

「へぇ……」

「それに、殿方の支度はまだ簡単なほうです。他ほかの皆様の支度を手伝っている先輩方に比べたら……」

「ああ、確かに女性陣の準備はいろいろと大変そうだね」

「あい。そうなのです」

　ただでさえ女性は身支度に時間がかかるのだから、正装をするとなれば普段の比ではないだろう。

　──実際、女性陣の支度が整ったというので綾斗が呼ばれたのは、夕刻になってからだった。

「……ユリス、入るよ？」

「う、うむ。いいぞ」

　フローラに案内された部屋の扉を叩たたくと、しばらく間を置いてからやや上擦ったようなユリスの声が返ってくる。

　その声に内心首を傾かしげつつ扉を開いた綾あや斗とは、思わず固まった。

　フローラによるとこの部屋はユリスの自室らしく、寮の部屋と同じように所狭しと植物が置かれており、ちょっとした植物園のようだ。

　もっとも、綾斗が固まったのはそれが理由ではない。

　そこにいた四人の少女──その姿に、見み惚とれてしまったせいだ。

「な、なにをぼさっと突っ立っている」

「そうですよ、綾斗。こういう時はちゃんと女性を褒めるのが礼儀というものです」

「……同感」

「いえ、わ、わたしはその、あまり似合っていないでしょうから無理には……」

　ユリスたちはそれぞれが異なる、しかしそれぞれによく似合ったドレスをまとっていた。

　基本的には皆足下が隠れるくらいに裾すそが長いワンピースで、腕や背中が大きく露出しており、特にクローディアと綺き凛りんはベアトップで胸元が強調されているため目のやり場に困るほどだ。いわゆるイブニングドレスというやつだろう。

　ユリスは深紅のワンショルダーで、紗さ夜やは白のキャミソールタイプ。クローディアはエレガントな紫で、逆に綺凛はシックな黒だ。

「……あ、ええっと、ごめん。みんなよく似合ってると思うよ」

　はっと我に返った綾斗は、照れながらも素直にそう言った。

　誰が一番というわけではなく、皆が皆本当によく似合っている。

「ふふっ、ありがとうございます、綾斗。あなたもよくお似合いですよ」

　綾斗も礼服ということで、今はタキシード姿だ。それに合わせて髪もオールバックにしている。

　本音を言えば窮きゆう屈くつな格好は好きではないのだが仕方ない。

「さて、本来は綾斗にエスコートしてほしいところですが、今日の主しゆ賓ひんはユリスたちでしょうからね。我慢いたしましょう。そのかわりちゃんと後で私たちにもかまってくださいね」

　クローディアはそう言ってユリスの背中を押す。

「ま、まあ、仕方があるまい。……ほら」

　と、ユリスがすっと手を差し出してきた。

　綾斗は一瞬なんのことだかわからなかったが、ユリスが苦笑を浮かべて綾斗の肘ひじを軽く曲げ、そこへ手を添える。

「ご、ごめん……！」

「おまえがこういうのに慣れていないことくらいわかっている。気にするな。いざとなれば私がリードしてやる」

　くすくすと笑いながら、ユリスが小さく言った。

　男としては若干情けなくもあるが、ユリスが頼もしいのは間違いない。

「──皆様、そろそろお時間です。準備はよろしいでしょうか？」

　そこへフローラが入ってきて、やや舌ったらずな口調ではあったが、精一杯仰ぎよう々ぎようしくそう告げた。

　　　　　　　　＊

「ふぅ……」

　思わず出てしまったため息を、綾あや斗とは慌てて抑えた。

「ふふっ、だいぶお疲れのようだな」

　隣に立つユリスが笑いながら新しいドリンクを差し出してくる。

「そりゃそうだよ。まさかこんなに人がいっぱいいるなんて……」

　フローラの話ではそれほど大きくないということだったのに、蓋ふたを開けてみれば離宮のホールには驚くほどの人が集まっていた。招待客は皆、統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの関係者やリーゼルタニアの政治家などだとか。

　主しゆ賓ひんということで紹介されたユリスたちは次から次へと様々な人へ挨あい拶さつを繰り返し、すでに綾斗はへとへとだった。

「こう言うのはなんだけど……ユリスの家はお金がないんじゃなかったの？」

　煌きらびやかなシャンデリアに照らされたホールには招待客の他ほかにも給仕や侍女が何人も控え、飲み物や軽食などを小まめに整えている。この夜会を催もよおすのにどのくらいの金額がかかるのか、綾斗には検討もつかない。

「前にも言っただろう？　この国には『私に使われる金はあっても私が使える金はない』と。それに……兄上は私とは違う」

「違うって？」

　綾斗が訊たずねると、ユリスの目が自然とその兄──ヨルベルトの姿を追った。

　今もヨルベルトはパーティの中心で複数人を相手に談笑している。さすがに昼間と違って正装をしており、一見すると別人のようだ。

「兄上は統合企業財体に従順だからな。政治的にもなんの主張もせず、仕事も熱心ではない。傀かい儡らいとしてはこの上ないと言えるだろう。だから統合企業財体も兄上をそれなりに重宝しているし、ある程度のわがままはお目こぼしの範はん疇ちゆうというわけだ。そして兄上はそれを最大限に満喫している」

　実の兄弟に向けたものとしては辛しん辣らつな評価だったが、言葉とは裏腹にユリスの目はどこか辛つらそうだった。

「もっとも、今回我々を招待したのはさすがに兄上の一存ではあるまい。兄上の意向があるのは間違いないが、おそらくはどこかの統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいがそれを認めたか、あるいは後押しした可能性もあるな」

「複雑だね……って、あれ？」

　ユリスと同じようにヨルベルトを見ていた綾あや斗とは妙なことに気がついた。ヨルベルトの周囲に、常に複数の女性が付き添っているのだ。その内一人は王妃であるマリアだが、それ以外の女性も皆親しそうにヨルベルトへ接している。

「……ああ、あれか。彼女たちは兄上の愛人だ」

「ええっ!?」

　さらりと言ったユリスに、綾斗は手にしたグラスを落としそうになった。

「愛人って……あんなに堂々と？」

　いくら昔に比べて倫理観が薄くなったとはいえ、宗教的に欧州はほとんどの国が一夫一妻制だ。格差が広がるにつれ、資産を持つ者が複数の女性を囲うことに対して容認──というより見てみぬ振りをする風潮になってきているのは確かだが、それでも一夫多妻制の国以外では基本的に後ろめたいことのはずだった。

　なによりおかしいのは、その愛人たちと正妻であるはずのマリアがにこやかに笑いあっていることだ。

「彼女たちは統合企業財体から遣わされた身だからな。誰も文句は言わんさ。それに経緯で言えば義あ姉ね上うえだって同じようなものだ。スパイとまでは言わんが、半分以上は打算的な付き合いに過ぎん。いざという時、国家元首の近くに手て駒ごまを置いておきたいのだろうよ」

　うんざりとばかりにユリスはグラスを呷あおる。

「マリアさんも……」

「まあ、義姉上は本物の天然で、本人としてはそういった思惑とは無関係なのが幸いか。兄上もそのあたりはよく吟味したらしい。私も義姉上は嫌いではない。……なんにせよ、愛人たちに関しては国民も周知の事実だ。兄上は『放ほう蕩とう者ものでぼんくらだが、愛あい嬌きようがあって憎めない王様』というキャラクターだからな」

　そう言うユリスの目は、やはりなにかを堪こらえているように見えた。

「お、あれはクローディア……？」

　と、そのヨルベルトに新しく話しかけているのはクローディアだ。

　なにを話しているのかはわからないが、いかにも煌きらびやかなこの雰囲気の中で国王に平然と話しかけることができるあたり、こういった場に慣れているのが察せられる。

「クローディアの母親が統合企業財体の幹部なのは知っているか？」

「ああ、以前にちょっと聞いたことがあるけど……」

「クローディアの母親はかつてこの一帯を担当していたことがあってな。義あ姉ね上うえを兄上にあてがったのも彼女だ。その後、クローディアの母親は幹部へと昇進し、父親がそれを引き継いだ。クローディアがこのリーゼルタニアを訪れていたのも、父親の付き添いだ。もっとも、その頃はほとんど交流はなかったがな。前にも言ったかもしれんが、オペラ座舞踏会で顔を合わせた程度の知り合いでしかなかった。あれこれとちょっかいを出されるようになったのは、アスタリスクに入って以降だ」

「へぇ……」

　それは少し意外だった。

「ところでクローディアのお父さんも統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの幹部だったのかい？」

「いや、幹部ではない。母親の秘書というか、専属の部下のようなものか。おそらく幹部にはなれまい」

「……理由は？」

「何度か面識があるが、あれは人間的過ぎる。統合企業財体の幹部とは、人間らしさを失うことでしかなり得ない」

　ばっさりと言うユリス。

　先日、ヘルガと交わしたダニロに関する会話が思い起こされた。

「だからこそ、私的にあいつの父親は母親よりもずっと好感が持てる人物だった。──少なくとも、娘を大切にしているのが伝わってきたからな」

「へぇ……」

　だとしたら、良い父親ということなのだろう。

「──あの、姫様、少しよろしいですか？　陛下からこのワインを申し付けられたのですが、場所がわからなくて……」

　するとフローラが慌てた様子で、ユリスに声をかけてきた。

「ああ、これか。フローラはまだ見習いだからこのワインセラーには立ち入れないはずだが……兄上め、忘れているな。……すまんな、綾あや斗と。少し席を外す」

「了解。俺も少し風に当たってくるよ」

　フローラに付き添っていくユリスを見送った綾斗は、テラスへと向かう。

「──あ、は、はい……その……」

　が、その途中、綺き凛りんの姿を見つけて足を止めた。

　複数の招待客から話しかけられ、明らかに困っている……というより今にも泣き出しそうだ。

　今日の綺凛は誰から見ても魅力的だし、こちらの男性は積極的だ。声をかけられるのも無理はないが……。

「──綺き凛りんちゃん、ちょっといいかな」

「あっ……！　は、はい！　すみません、失礼します」

　綾あや斗とが声をかけると、綺凛はぱっと表情を煌きらめかせて駆け寄ってきた。

「ありがとうございます、綾斗先輩。助かりました」

「どういたしまして」

　綾斗が微笑ほほえみかけると、綺凛はほっとした顔で目を伏せる。

「わたし……あまり機転がきかないので、知らない人とお話しするのは得意じゃなくて」

　剣術のこととなると饒じよう舌ぜつになる綺凛だが、それ以外は控えめで大人しい綺凛には、こうした社交界を一人で切り抜けるのは確かに難しいだろう。

「それに……先輩方みたいに綺き麗れいでもないですし……」

「え？　そんなことないと思うけどな」

「で、でも、こんな格好……やっぱりわたしみたいな子どもには似合わないです」

　綺凛はしょんぼりとした顔で俯うつむいてしまう。

　相変わらず自己評価が低いようだ。

　綾斗は小さく息を吐いて足を止めると、綺凛と向き合ってきっぱりと言った。

「さっきも言ったけど、そのドレスは本当によく似合ってるよ。すごく大人っぽくて、綺麗だ」

「え……」

　途端に綺凛の顔がぼっと赤く染まる。

　少し気き障ざな言い方だったかもしれないが、事実は事実だ。綺凛のまだあどけない顔立ちを、シックなドレスがぐっと大人らしく見せている。元より華やかな雰囲気を持つユリスやクローディアと違って、華麗ではあるが初々しい雰囲気をかもし出していた。

「あ、ありがとう……ございます……」

　消え入りそうな声で綺凛が言う。

「う、うん。それじゃ、とりあえずテラスにでも行こうか」

　綾斗も少し照れながらそう言って歩き出そうとしたところ、その袖そでをきゅっと綺凛が掴つかんだ。

「あ、あ、あの……お願いがあるのですが、いいですか？」

「お願い？」

「そ、その……わたしも、綾斗先輩と腕を組んでみたいっていうか……さ、さっきユリスさんがそうしているところ、すごく素敵だったので……」

「別に構わないけど……ちゃんとエスコートできるかわからないよ？」

　なにしろさっきはユリスに頼りっきりだったのだから。

「だ、大丈夫です……！　やっていただけるだけで、わたしはもう……！」

「……そういうことなら、はい」

　綾あや斗とが左腕を曲げると綺き凛りんはおずおずと身体からだを寄せ、自分の右腕を絡める。

　が、やはりよくわかっていないのか、思い切り身体を密着させ、腕を組むというよりは抱きついてくるという感じだ。ユリスの時はほとんど手を添えるだけだったのでそれほど意識しなかったが、今回は綺凛の豊かな膨らみが押し付けられる形になっており、いかんともしがたい。

　ましてや今の綺凛の格好は普段の制服とはまるで露出度が違う。

「えっと、綺凛ちゃん？　もう少し身体を離したほうが……」

「えっ？　あ、ご、ごめんなさいです……！」

　そう言って綺凛が身体を離そうとした瞬間──

「……綺凛ばかりずるい」

「うわっ!?」

　ふいにその反対側の右腕を、突然現れた紗さ夜やにぐっと引っ張られた。

　その反動でまた綺凛の胸が押し付けられる形となってしまう。

「さ、紗夜！　いきなりなにするのさ！」

「……私も綾斗と腕を組みたい。正当な要求」

「だからって飛びついてこないでよ！」

　綺凛が抱きつく感じなら、紗夜はすがりつく……というより引っ張るといった感じだ。

　もはやとても腕を組んでいるとは言い難い。

　それにこれだけ騒ぐと周りの目も痛いというか、この状況がどう思われているか気が気でなかった。できれば一刻も早くテラスに退避したい。

「──はっはっは、まさしく両手に花といったところですな。いや、羨うらやましい」

　と、そんな綾斗たちに背後から声がかけられた。

　振り向いてみると、よく整えられた髭ひげを生やした壮年の紳士がにこにこと微笑ほほえんでいる。

「ああ、いや、すみません。騒がしくて……」

　今日挨あい拶さつした中にはいなかった顔だ。

「いやいや、それもまた若者の特権ですよ。元気があって実によろしい。さすがは《鳳凰星武祭フエニクス》で大活躍された方々だけはありますな」

「はぁ……ありがとうございます」

「ところで、やはり次回の《獅鷲星武祭グリプス》にも参加されるおつもりで？　エンフィールド嬢のチームに入られるという噂うわさもありますが」

「いや、それはまだちょっと……」

　このあたりはうかつに答えるわけにもいかないので言葉を濁す。

「ふむ、そうですかそうですか。でしたら──彼女のチームに入るのはやめておいたほうが身のためかと」

「──っ！」

　その途端にこにことした紳士の目の奥がきらりと光り、剣けん呑のんな気配が放たれた。

　紗さ夜やと綺き凛りんもすぐに綾あや斗とから身体からだを離し、身構える。

「……どういう意味でしょう？」

　綾斗もじりじりと後退しつつ、探るようにそう言った。

　目の前の紳士は《星脈世代ジエネステラ》──それもかなりの使い手だ。

「なに、言葉通りですよ。あなた方がエンフィールド嬢のチームに入ると、困る方がいるのです。私の役目はそれをどうにか阻止することでして……こうしてお願いに参りました」

　紳士は慇いん懃ぎんにそう言いながら、にやりと笑う。

　周囲も様子がおかしいことに気がついたのだろう。細さざ波なみのようにざわめきが広がり、紳士の周りから逃げるように人が離れていく。

「──もし、断ったら？」

「それは至極残念ですな。可愛かわいい後輩を手にかけるのは心が痛みます」

　その瞬間、紳士を中心に万応素マナが吹き荒れた。

「なので……その役目はこの子に任せるとしましょう」

　突如として複雑な魔法陣が空中に浮かび上がり、そこから巨大な生き物がのそりと姿を現す。

　一見するとライオンのようにも見えるが、大きさは段違いだ。その体長は五メートルはあるだろう。しかも背中には蝙蝠こうもりのような翼を持ち、尻尾しつぽは蛇になっている。その姿は物語に出てくるキマイラそのもので、とてもではないが現実の生き物とは思えない。

　強いて言えば、以前綾斗と綺凛を襲った竜や竜もどきに近いだろうか。ただし、それらからはまだ生き物のような生命力が感じられたが、目の前のキマイラにはそれすらもなかった。ただ単に万応素の塊のようにしか感じられない。

「綾斗先輩……」

　綺凛も同じことに思い至ったのだろう。なにか言いたそうな視線を向けてくるが、今はそれよりも優先することがある。

　悲鳴を上げて招待客が逃げ惑い、食器やグラスが割れる音が鳴り響く中、キマイラの背後で紳士は恭うやうやしく一礼をした。

「では、私はこれにて失礼」

「待てっ！」

　綾斗はとっさに紳士を追いかけようとしたが、それを阻むようにキマイラがその巨大な腕を叩たたきつけてくる。

「くっ……！」

　巨体に反してその動きは驚くほどに素早く、その隙すきに紳士はテラスの向こうに姿を消していた。

「これはなにごとだ！」

　ユリスとクローディアも駆けつけてきたが、こちらも事情を説明している余裕はない。

「ユリス、ヨルベルトさんは？」

「すでに護衛が避難させた。問題ない」

　幸いキマイラの狙ねらいは綾あや斗とたちだけのようで、逃げ惑う招待客を襲う様子はない。

　ちらりと背後を見ると、警備員らしき一隊が銃型の煌式武装ルークスを構えている。

　が、ホールにはまだまだ招待客が残っているためうかつに発砲できないようだ。

「グルルルルル……！」

　キマイラが低く喉のどを鳴らし、その真っ赤な目が綾斗を睨にらむ。

「……とにかくまずはこいつを外に出そう。ここで闘えば他ほかの人たちを巻き込んでしまう」

「それはごもっともですが……闘うと言っても武器はあるのですか？」

「あ……」

　クローディアに言われて初めて気が付いたが、確かに今の綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》はおろかなんの煌式武装も持っていない。それは綺き凛りんやクローディアも同様だろう。

「ふふん、ならば私がなんとかするしかあるまいな」

　ところがユリスがそう言って前に出ようとするのを、紗さ夜やが片手で制す。

「大丈夫。私は常に煌式武装を持ち歩いている」

　言うが早いか紗夜はドレスのスカートをまくりあげると、その下に隠していたホルダーから発動体を取り出した。

「おお、さすが紗夜……と言いたいところだけど、紗夜の煌式武装をここで使ったら大惨事だよ！」

　紗夜の煌式武装はどれもその破壊力が高すぎる。

　アスタリスクでならともかく、こんなところで気軽に撃てるような代物ではない。

「それはユリスも同様ですね」

「私の技は火力の調整も利くし、なにより命中精度が違う。こいつのと一緒にするな」

　クローディアの言葉にユリスが不満そうに口を尖とがらせる。

「まあ、とにかく俺があいつを外に追い出すよ。そうしたらあとは紗夜とユリスに任せられるしね」

「で、でも、いくらなんでも徒と手しゆ空くう拳けんじゃ……」

「大丈夫。さっきの動きを見る限り、俺でもどうにかできそうだ」

　綾斗はそう言って、静かに力を解放すると、ゆっくり前へ出る。

　キマイラは綾斗の動きを警戒するように構えていたが、自分の間合いに入ったかと思うとその腕を横殴りに振り回してきた。

「ガアアアアア！」

　キマイラの咆ほう哮こうが空気を震わせるが、綾あや斗とはわずかな動きだけでそれをかわす。

（……この方向なら誰も巻き込まないかな）

　同時に〝識しき〟の境地により、ホールに残っている招待客の位置を把握し、自分の行動によって被害が出ないよう用心深く計算しながら間合いを詰めた。

「グアアアアアアアアアアア！」

　再び鋭い爪つめを煌きらめかせた腕が綾斗を襲うが、綾斗は大きくジャンプしてそれを回避──

「綾斗先輩、危ない！」

　が、それを予測していたようにキマイラの尻尾しつぽが牙きばをむいた。

　人間を丸まる呑のみできるような蛇の顎あごが綾斗に迫るが、綾斗は空中で身体からだを回転させるとそのままの勢いで蛇の頭を蹴けり下ろす。

「ギュフ！」

　潰つぶれたその頭を踏み台にして、綾斗はキマイラの横に回りこむように着地──そして一瞬で呼吸を整える。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう組討術──〝櫃ひつ羽ば穿うち〟」

　綾斗はキマイラの下に潜り込むと、右足を捻ひねりながらその腹部を思い切り蹴り上げた。

「グギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！」

　悲鳴と共にその巨体が宙に舞い上がる。

　綾斗はさらに身体を捻りながらジャンプし、空中で悶もん絶ぜつするキマイラの顔面に三度蹴りを叩たたき込こんだ。

「天霧辰明流組討術──〝不ふ破わ轟ぐるま〟」

「──っ！」

　三度目は声も出せずに吹き飛び、キマイラはガラスを壊しながらテラスの向こうへ転がっていった。

「紗さ夜や！　ユリス！」

「……了解」

「任せておけ！」

　すでにヘルネクラウムを展開していた紗夜と、万応素マナを高めていたユリスと共に追いかける。テラスの先は中庭になっていて、芝生の上に横たわったキマイラの巨体が、よろよろと起き上がろうとしているところだった。

　幸い、中庭の向こうは湖だ。

「咲き誇れ──六弁の爆焔花アマリリス！」

「……どどーん」

　次の瞬間、放たれた火球と光弾がキマイラを直撃する。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　爆風と爆炎が舞い上がり、断末魔の絶叫が響いた。炎の中でキマイラの身体からだがゆっくりと溶けていくのがわかる。それに伴い、高濃度の万応素マナが周囲に四散していった。

「やはりこいつは生き物ではないな……」

　険しい顔でユリスがつぶやき、綾あや斗とも無言でうなずいた。

　　　　　　　　＊

「……なんとまあ、キマイラでは相手にもなりませんか。これは少し侮っていたようです。武器もなしであれだけやれるとなると、ちと面倒ですな」

　湖の上に立ちながら望遠鏡のようなものを覗のぞいていたその男は、残念そうにつぶやくと、パチリと指を鳴らした。

　するとその足下──湖に潜んでいた巨大ななにかが、静かに移動を開始する。

「まあ、いいでしょう。この程度の仕事にあまり投入したくはありませんでしたが……せっかくの上客を逃したくもありませんしな」

　男は誰にでもなくそう言うと、湖上の闇やみに消えていった。


第四章　ユリスと孤児院

　翌日、綾斗たちは揃そろってヨルベルトに王宮へ呼び出された。

「ギュスターヴ・マルロー？」

「うん。まあ、僕もよく知らないんだけどね。警察の人たちが言うには、昨日の犯人はそういう名前らしいよ」

　昨日と同じ部屋で、ヨルベルトの格好もほとんど変わらないラフなものだ。ただ一点違うのは、マリアがいないということだ。なんでもヨルベルトの愛人の一人が、昨日の一件のショックで寝込んでしまい、そのお見舞いに行っているのだという。つくづくすごい関係だ。

　綾斗たちも昨日は警察からいろいろと話を聞かれたが、国王の賓ひん客きやくということもあってか丁重な対応だったし、思いのほか早く解放された。

「なんでも国際手配されてる犯罪者だとか。昔はアスタリスクにいたことがあるそうで、えーと確か……あれ？　どこの学生だったかな」

　忘れてしまったのか、腕組みをして考え込むヨルベルト。自分の王宮を犯罪者が襲ったというのにあまり真剣に捉とらえていないのか。あまり興味がなさそうだ。

「アルルカント・アカデミーですね。その筋では有名人ですよ、彼は」

　代わりに口を開いたのはクローディアった。

「有名人っていうと、《星武祭フエスタ》で活躍したとか？」

「いいえ。ギュスターヴ・マルローは序列入りこそしていましたが、《星武祭》には一度も参加していません。彼は──《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》を引き起こしたメンバーの一人です」

「っ！　そうか、思い出したぞ！　あの男、《創獣の魔術師エキド・ニクス》か！」

　はっとした顔でユリスが腰を浮かせる。

「《翡翠の黄昏》というと、昔アスタリスクであった人質事件ですよね？　警備隊長さんが一人で解決したっていう……」

「ええ、アスタリスク史上最大のテロ事件です」

　綺き凛りんの言葉に、クローディアがうなずいた。

　綾あや斗とも詳しくはないが、その名前は聞いたことがある。再開発エリアが生まれる発端となった事件だ。

「……ということは、あのヒゲはテロリスト？」

「いいえ、厳密には違います。《翡翠の黄昏》は学生のシンパも含めた七十七人の犯人が引き起こした事件ですが、その四分の一程度は金銭目的だったようですから。ギュスターヴ・マルローもその一人です」

　クローディアは携帯端末を取り出してなにやら操作すると、複数の空間ウィンドウが開いた。

　どれもテロ事件に関するニュースのようだ。

「これらは全すべてギュスターヴ・マルローが関かかわっていたと目されている事件です。テロリストとはあくまでなにがしかの政治目的を達成することを目指すものですが、彼にはそのような思想がありません。それは《翡翠の黄昏》以後、主義主張の異なる様々なテロ組織と組んでいることからも窺うかがえます」

「つまりあくまで仕事として動いてるってことか──って、ちょっと待った。それよりも《翡翠の黄昏》以後っていうのはどういうこと？　リンドヴァル隊長が事件を解決したなら、その時に捕まったんじゃ……」

　しかし綾斗の言葉にクローディアは残念そうに首を振った。

「《翡翠の黄昏》における首謀者及び主要メンバーはほぼ全て捕まっていますが、七人程逃げおおせた者がいます。ギュスターヴ・マルローはその一人であり、だからこそ有名人なのですよ」

「……なるほどね」

　それはさぞかし名前が売れたことだろう。

「もっとも《翡翠の黄昏》については未いまだに不明な部分も多い。事件解決までの経緯については警備隊長殿が全すべて報告しているが、その背景や事件後の処理は統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たい預かりとなって闇やみの中だ。アスタリスクにおけるタブーの一つだな」

　そう言うユリスの顔は明らかに不機嫌だった。

「それで……あの人はどのような能力の《魔術師ダンテ》なのでしょう？」

　おずおずと手を挙げた綺き凛りんに答えたのは、やはりクローディアだ。

「ギュスターヴ・マルローは在学当時から万応素マナの変換構築技術において、不世出の天才と呼ばれていた《魔術師》です。その能力は……昨夜ご覧になった通り、魔獣を使役するというもの」

「魔獣って言ったって、あれは作り物だよね？」

　綾あや斗とは昨夜のキマイラを思い出す。よく動いてはいたものの、明らかに生き物ではなかった。

「はい、当然です。現在まで生命を生み出すことに成功した能力者はいませんし、理論的にも不可能だと言われています。あれは骨格や筋肉、体組織の一切を万応素による変換で作られた生体模型、といったところでしょうか」

「我々の能力はイメージの力だ。それを損なえば力が弱まり、逆に己の中に確固たるイメージを確立していれば万応素の動きは早まり、力も強まる。そこに一般的な基準は存在しないが、事象ではなく物質を具現化させる場合にはそのイメージの精巧さが物を言うことが多い。あの魔獣は一見してまるで生きているかのようだった。いかに能力がそのようなものであれ、あれほどのイメージを具現化させるのは普通に考えてまず無理だろう」

　この中で唯一の能力者であるユリスが淡々と説明する。

「ですが、ギュスターヴ・マルローはそれを可能にしました。己の溢あふれる才能と、長大な時間をかけることによって」

「時間？」

「彼自身の言葉ではありませんが、捕まったテロリストが何人か証言しています。彼は新しく一体の魔獣を創り出すのにあたり、数ヶ月から物によっては数年を必要としたとか。それだけの時間をかけて、イメージを細部まで詰めていったのでしょうね」

　数年とはまた気の長い話だ。

「もっとも万応素は確かにあらゆる事象・物質を変換するが、大原則としてそれを固定することはできない。いや、できないわけではないが、あのような巨大な魔獣の身体からだを長時間維持するとなれば、途方もない量の万応素を変換し続けなければならない。そんなことはどれだけ絶大な星辰力プラーナを持っていても不可能だ」

「じゃあ、あれは……？」

「おそらく放ほうっておけば、長くとも数十分で消滅するだろうな」

「それはそれでテロには便利でしょうけどね。回収する必要もないのですから」

「なるほど……そういう見方もあるか」

　綾あや斗とが感心していると、ふいにユリスが顔を顰しかめた。

「……兄上っ！」

「──うんっ？　ああ、ごめんごめん。昨夜は遅かったものだから」

　見るとソファに座ったまま、ヨルベルトがうつらうつらとしている。

「兄上、もう少し緊張感を持ってくれ。仮にも王宮が襲われたのだぞ？」

「襲われたのは王宮ではなく君たちだろう？」

「だったら少しは可愛かわいい妹を心配したらどうだ？」

「ははっ、今更あの程度のことで君の心配をしてたら身体からだがもたないよ」

　ユリスとヨルベルトのそのやり取りは、兄妹きようだいらしい気安さが感じられた。

　最初は仲が悪いのかとも思ったが、意外とそうでもないらしい。

「第一、あんなにあっさり犯罪者を通すなんてここの警備はどうなっているのだ」

「いや、そこは警備を責めないでやってくれ。ギュスターヴとやらは銀ぎん河がの研究所幹部と身分を偽ってたようだが、その際に使っていた銀河のＩＤは本物だったそうだ。止められるわけがない。僕だって無理だよ」

「統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいのＩＤを？」

　クローディアが眉まゆを顰ひそめる。

「どうかしたのかい？」

「統合企業財体のＩＤは本社か直ちよつ轄かつの組織の人間にしか与えられません。本来ならそう簡単に手に入るようなものではないのですが……」

「誰かに頼まれたような口振りでしたし、やっぱり大きな組織が背後にいるのでしょうか……。でも、それにしたってどうしてあんな要求を……」

　──綾斗たちがクローディアのチームに入ると困る者がいる。

　ギュスターヴは確かにそう言っていた。

　綾斗たちに《獅鷲星武祭グリプス》の参加をやめろというのならまだ話はわかる。これでも《鳳凰星武祭フエニクス》優勝者とベスト四のタッグだ。優勝を目指すチームにとっても、他ほかの学園にとっても目障りなのは間違いないだろう。

　だが、クローディアのチームに入るなというのは、つまりクローディアのチームに強くなってもらっては困るが、それ以外のチームであれば問題ないということだ。

（だとすると……）

「ああ、そうそう。それと一応警察から護衛をつけるよう要請がきてるけど、どうする？」

「私には不要だが、必要な者がいればそうすればいい」

「……本当ならお姫様に一番護衛が必要なんじゃないの？」

　綾斗が苦笑しながらそう言うと、ユリスはつまらなそうに鼻を鳴らす。

「こちらに回す余力があるなら、ギュスターヴ・マルローの捜索に人手を回すほうがずっと有益だ。未いまだ足取りさえわかっていないのだろう？」

「朝に報告を受けた限りではそうみたいだね。ま、うちは警察もそんなに多いほうじゃないからなあ」

　他ひ人と事ごとのように言うヨルベルト。

　その場で話し合った結果、綾あや斗とたちにも護衛は不要ということで落ち着いた。

「了解。そう伝えておくよ。実際うちの護衛より君たちのほうが強いだろうしね」

　組織だった運用をされる場合や任務の遂行能力などはともかく、個人の単純な戦闘能力だけを比較した場合、アスタリスクの学生はかなり高い評価を受けている。それは《星脈世代ジエネステラ》の特性的に、戦闘機会が多いほうがよりそれに適応することがわかっているからだ。

　つまり単純に言ってしまえば、アスタリスクのように積極的に戦闘が行われる場所にいるほうが《星脈世代》は強い、ということだ（他ほかにも煌式武装ルークスや純星煌式武装オーガルクス、能力の使用制限が緩く、より実戦的な経験を積みやすいという面もある）。これはアスタリスクの卒業生も例外ではなく、卒業後に平穏な生活に慣れると──たとえ自主的に日々身体からだを鍛えていたとしても──戦闘能力は学生時代よりも格段に劣化することがわかっている。

　世界はまだまだ平和から程遠く、戦争やテロはなくなっていないが、それでも統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいによってある程度はコントロールされており、常時戦場に身を置くような職業は極めて限定的だ。一般の護衛や警察官も無論訓練を積んでいるだろうが、少なくともリスト入りするような上位学生たちは戦闘能力の面で彼らを上回るだろう。

　ただし、当然ながらアスタリスクの学生よりも高い戦闘能力を持つ者も少なくない。統合企業財体の抱える特殊部隊や、大手ＰＭＣの精鋭部隊などのメンバーは、経験の面でも学生とは比較にならないし、それこそギュスターヴのように犯罪者として暴力の世界に身を置く者もいる。

「軍隊でもあればもう少しやりようがあるんだけど、うちにはないからなあ」

「軍隊がない？」

　少し驚いて聞き返すと、ヨルベルトはあっさりうなずいた。

「うん。有事の際は統合企業財体から兵を借りることになってるんだ。ソルネージュとフラウエンロープからね。他にも統合企業財体の研究所にはそれなりの部隊が常駐してるはずだけど、こっちは火の粉がかかるまで動きはしないだろうね」

　統合企業財体が抱える軍事部門やＰＭＣは、今や既存国家の軍事力を遥はるかに上回る。とはいえ、それでも国体を維持するのに一定の軍事力は不可欠だ。

「……本当に傀かい儡らい国家」

「はっきり言うなあ、君は」

　むしろ感心したようにヨルベルトが紗さ夜やを見る。

「ただ、さすがに賓ひん客きやくが襲われたというのに何も手を打たずってわけにもいかない。君たちの邪魔にならないよう、適当な手を打たせてもらうよ」

「好きにするがいい。話はそれだけか？」

　ユリスはそう言って立ち上がったが、ヨルベルトはそれを片手で制した。

「ちょっと待った。君と天あま霧ぎり君には話があるって昨日言っただろう？」

　ユリスはその言葉にちらりと綾あや斗とに視線を寄よ越こす。

　綾斗がうなずくと、仕方がないといった風に再びソファへ腰を下ろした。

　　　　　　　　＊

「それで、わざわざクローディアたちを退席させてまで、私たちにどんな話があるというのだ？」

「うん。二つほどあるんだけど……さて、どっちから話したものかな」

「……どっちでもいいからさっさと済ませてくれ」

「そうか。じゃあ、話しやすいほうからにしよう。──天霧君」

　ヨルベルトは綾斗のほうに向き直ると、にこやかに言った。

「ユリスと結婚してくれないかな？」

「……」

　一瞬、なにを言われたのか理解できず、固まる。

　それは隣に座っているユリスも同じようで、まるで石のように硬直していたが、すぐに顔を真っ赤にしてぷるぷると震えだした。

「な、な、な……なにをいきなり言い出すのだ、兄上！　じょ、冗談にもほどがあるぞ！」

「うん、まあ、別に今すぐにとは言わない。とりあえず婚約くらいから始めてみるのはどうだろう？」

　ユリスの怒声を見事に聞き流しつつ、ヨルベルトはぐっと身を乗り出した。

　綾斗もようやく我に返り、焦りながらも正直に答える。

「い、いや、突然そんなことを言われても困るというか……誤解されてるのかもしれませんが、俺とユリスは別にそういった関係じゃ……」

「ぐっ……！　そ、そうだぞ兄上！　第一私をすっ飛ばしてなぜ綾斗に話を振るのだ！」

　ユリスが噛かみ付つくが、やはりヨルベルトはそちらを見ようともしない。

「ああ、君たちの関係についてはフローラからの報告で聞いているよ。少し驚いたけどね。でもそれはいいんだ。この際、さほどの問題じゃない」

「大問題だ！」

　と、そこでようやくヨルベルトはユリスへ視線を向けた。

「僕は君のことを思って言ってるんだよ、ユリス。このままじゃどうなるかわからない君じゃないだろう？」

「……ふんっ、よけいなお世話だ」

　ヨルベルトの目は真剣だった。それに押されたのか、若干ユリスのトーンが落ちる。

「どういうことです？」

「放ほうっておけば遠からずユリスも僕と同じようなことになるってことさ」

　大げさに肩を竦すくめるヨルベルト。

　その意味を掴つかみかねた綾あや斗とに、ユリスが仏頂面で言った。

「つまり、統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいに都合の良い誰かを宛あてがわれるという意味だ」

「っ！」

　それはユリスが誰かと結婚させられるということだ。

　綾斗はその言葉に、自分が思った以上の衝撃を受けていることに気がついた。

「僕はいいんだよ。どんな女性が相手だろうと愛してみせる自信があるからね。でも、ユリス。君は違う」

「……」

　ユリスは無言だったが、それが肯定を意味しているのは明らかだ。

「だったら今のうちに、せめて気の合う相手を選んでおいたほうがいい。タッグパートナーとしてやっていけてたのだし、ユリスだって天あま霧ぎり君のことを嫌ってるわけじゃないのだろう？」

「それは……無論、嫌いではないが……」

　ぼそぼそと小さな声でなにやらつぶやいていたユリスは、ふいにはっと顔を上げた。

「まさか兄上！　昨日、私たちに凱がい旋せんパレードをさせたのは……！」

「うん。軽い顔見せでもと思ってね」

　どうりで二人並んで座らされたわけだ。

「だ、だがなぜこんな突然……今までだってその手の話がなかったわけではない。それらは全すべて断ってきたではないか！」

「状況が変わったんだよ、ユリス。君が《鳳凰星武祭》で優勝してしまったからね」

「っ！」

　ユリスがはっと息を飲むのがわかった。

「今までは統合企業財体も本気じゃなかったからどうにかできたけど、今回の優勝によって君の価値は一気に高まった。どこだって押さえておこうと考えるに決まってる」

「そ、それは……」

「だけど今ならまだ先手が打てる。今時身分がどうのなどといううるさいしきたりもないし、むしろ《鳳凰星武祭フエニクス》のタッグパートナーというのはこれ以上ないステータスだ」

「ぐ……」

　ユリスが悔しげに視線を逸そらす。

「というわけで、どうかな天あま霧ぎり君。日本に比べればこの国はなんにもないところかもしれないが、少なくとも不自由はさせずにすむはずだ。そんなに悪い話じゃないと思うんだけどね」

　ヨルベルトは満面の笑みでそう言った。

「……そうですね」

　綾あや斗とは間を置いてから、自分に言い聞かせるように答える。

「確かに不自由はないかもしれません。ですが……そこにはある種の自由もない。違いますか？」

「人が生きていく以上、完全な自由なんてありえないよ？　なにかしらのしがらみは受け入れていくしかないと思うけどね」

「でも、どのしがらみをどういう風に受け入れるかは、選択の余地があってもいいはずです。ユリスはそれを壊すためにアスタリスクに来たんですから」

　綾斗の言葉に、ユリスが驚いたように顔を上げた。

「選択か……それは贅ぜい沢たくな願いじゃないかな？　選ぶ余地のない人は大勢いるよ」

「そうかもしれません。でも──それでも俺がユリスの枷かせになるわけにはいきません」

　綾斗はきっぱりと言い切った。

　ヨルベルトはしばらく無言でそんな綾斗の目を見つめていたが、やがて根負けしたかのように深く息を吐き出す。

「ふぅ……想像以上に真面目だなあ、君は。わかったわかった。この話はここまでにしておこう」

　そう言って、お手上げとばかりに両手を上げる。

「ああ、でもあと一つだけいいかい？」

「はい？」

「もしユリス自身がその枷を望むようなら、君はそれを受け入れてくれるかな？」

「なっ……！　あ、兄上、なにを……！」

「そ、それは……その時になってみないと……」

　綾斗とユリスが同時に顔を染めるのを見て、ヨルベルトは満足そうにうなずいた。

「ふむ、なるほど。可能性はありそうだ」

「──は、話がそれだけなら失礼する！　いくぞ、綾斗！」

　ユリスは真っ赤な顔のまま勢いよく立ち上がると、肩を怒らせて扉へと向かう。

「ちょっと待った、ユリス。話は二つあると言ったじゃないか」

「……もしまた下らない話だったら承知しないぞ」

　扉の前で立ち止まったユリスは、振り返ってヨルベルトを睨にらみつけた。

「なに、すぐ終わる話だよ」

　ヨルベルトは一度そこで区切ると、いつもの軽薄な笑みを浮かべる。

「ユリス、《獅鷲星武祭グリプス》には出場しないでもらえるかい？」

　その瞬間、ユリスの顔から表情が消えた。

「──本気で言っているのか、兄上？」

　冷たく、低い声が静かに部屋に響く。まるで部屋の温度が一気に下がったようだった。

「無論、本気だとも」

「理由を聞いておこう」

「凱がい旋せんパレードで見ただろう？　ユリス、今の君の人気はすさまじいものがある。もしこれ以上君に活躍をされると、僕の立場がなくなりかねない。それはちょっと困るから、できれば《獅鷲星武祭》には出ないでほしいんだ」

「……断る」

　ユリスはそれだけ言うと、扉を叩たたきつけるように閉めて部屋を出て行ってしまった。

　部屋の外を遠ざかっていく荒々しい足音からも、その度合いがわかろうというものだ。

「……いいんですか。あれ、本気で怒ってましたよ？」

「みたいだね。いやー、何年ぶりかな、ユリスをあんなに怒らせたのは」

　ヨルベルトはそう言ってけらけらと笑う。

「はぁ……ちょっと追いかけてきます」

　さすがにあんなユリスを放置しておくわけにはいかない。

　だが、そんな綾あや斗とをヨルベルトが呼び止めた。

「行き先はわかってるから大丈夫だよ。あとで場所を教えるから、もう少し僕の話に付き合ってくれないかい？」

「……なんですか？」

「うん。できれば、君からもユリスを説得してほしいと思ったんだけど……その顔だと無理そうだね」

「……はい」

　いくら綾斗でもあの状態のユリスを説得できるとは思えないし、そもそもそんなつもりもない。綾斗はユリスの力になると決めているのだから。

「うーん、まいったなぁ……」

　ヨルベルトは頭を掻かきながらそうぼやいたが、言葉とは裏腹に全くまいった様子はなさそうだ。

「まさかさっきの、本当に本気で言ったんですか？」

「そう言ったじゃないか。本気も本気、心からのお願いさ。考えてもごらんよ、もし仮に今度の《獅鷲星武祭グリプス》でユリスが優勝したらどうなると思う？」

「それは……今よりもっと人気が高まるでしょうね」

「だろうねえ。まったく国民っていうのも身勝手なものだよ。ユリスが生まれた時は《星脈世代ジエネステラ》の王女なんて不気味だの怖いだの言ってた癖にね」

　皮肉っぽくヨルベルトが唇を歪ゆがめる。

「なんにせよ、そうなったら悲しいかな、僕はお役御免になるかもしれないな。僕がこの国の玉座に座っていられるのは、統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいに従順で政治にも仕事にも無関心なぼんくらだからって理由しかないからね」

　神み輿こしは軽いほうがいい、というわけだ。

「統合企業財体にとってはこの国の王様の首を挿すげ替かえるなんて朝飯前だ。さて、そうなったら次にそこへ座るのは──」

「──っ！」

　そこで綾あや斗とはようやく気が付いた。

「……ユリスは真面目で優しいからね。僕のようにはできない。この国を変えようとするだろうし、辛つらい思いをしている人々を救おうとするだろう。でも統合企業財体に完全に支配されているこの国では、それはできない。そしてユリスはそれを知っている。痛いほど知っているからこそ、アスタリスクに行ったんだからね。ユリスはただただ苦しむだけだ」

「……」

「今はまだ、僕のほうが利用価値が高い。いや、正確に言えばユリスの価値が低いんだ。知っての通りユリスは統合企業財体に反抗的だから。でも、いざとなれば統合企業財体はユリスに言うことを聞かせるくらいは容易たやすくできる。この国全体が人質みたいなものだしね。だから、もしユリスの価値が僕より上になることがあれば……」

　ヨルベルトはそこまで言って、悲しそうに微笑ほほえんだ。

　ようはさっきの結婚の話と一緒なのだ。ユリスが頑張れば頑張るほどに、ここでのユリスの立場は──少なくともユリスにとっては──悪いほうに転がってしまう。

「さて、天あま霧ぎり君。もう一度聞くよ」

　ヨルベルトは真まっ直すぐに綾斗を見つめた。

「なんとか、ユリスを説得してくれないかい？」

「……できません」

　それでも綾斗の答えは変わらない。

　当然だ。

　なぜなら、ユリスはそれを全すべてわかった上でその道を選んでいるのだから。

「はぁ……そうか。わかったよ」

　ヨルベルトはソファに背中を預けると、苦笑を浮かべて天を仰いだ。

「まあ、仕方ない。そういうことなら、僕はより一層ぼんくらであることに力を入れるとしよう」

　そう言って、ゆっくりと目を瞑つぶる。

「ヨルベルトさん……」

「いいんだ。僕はこれでも今の立場を楽しんでいるからね。ユリスに譲りたくないのも本音だよ」

　ヨルベルトは片目だけ開けて綾あや斗とを見た。

「──ユリスは湖の対岸にある孤児院にいるはずだ。子どもの頃から、なにかあると必ずあそこに行っていた。すまないけど、よろしく頼む」

　綾斗はヨルベルトに向かって深く一礼すると、ユリスを追いかけるために早足で部屋を出た。

　　　　　　　　＊

　昨日までと違って、空は分厚い雲に覆われていた。

　ちらほらと舞い散る雪が、吐息の白に霞かすんで消える。

「ここか……」

　王宮から車で三十分ほど。貧民街の外れの高台に、その教会はあった。

　教会はレンガと木組みの古い造りで、そこに繋つながるように二階建ての屋舎が立っている。ユリスから聞いていたイメージよりはずっと大きいが、やはり全体的にかなりくたびれているのは否めない。周囲を高い塀が囲っていたが、あちこち崩れていてほとんど用を成していないところもあった。

　敷地に足を踏み入れると、教会の裏手から子ども特有の高くはしゃいだ声が聞こえてくる。薄く積もった雪を踏みしめながら向かってみると、まだ年端も行かないような子どもたちとユリスが雪を投げ合って遊んでいた。

「あー！　あまぎりあやとだ！」

　と、その中の一人が綾斗に気がつき、声を上げる。

「ほんとだー！」

「すごーい！」

　子どもたちが次々に声を上げる中、黒いコートを着ていたユリスがゆっくりと振り向いた。

「思いの外、早かったな。兄上から聞いたのか？」

「うん、まあね」

　ユリスの口調も表情も穏やかだった。

　というよりも、明らかに元気がない。

「ユリスこそ、ここにはいつ着いたのさ。一応、俺は車できたんだけど」

　ユリスがヨルベルトの部屋を出て行ってから、綾あや斗とが追いかけるまで実際はそれほど時間が経たっていなかったはずだ。すぐフローラに頼んで車を回してもらい（フローラ自身はまだ仕事の最中だったので同行は無理だった）、ひょっとしたら途中で追いつけるかもとさえ思っていたのだが……。

「私には子どもの頃から使っている秘密のルートがあるからな。車では追いつけんさ」

「……なるほど」

　実際、《星脈世代ジエネステラ》が本気を出せば車道を通るしかない車よりも早く着くのは不可能ではない。通い慣れた道なら尚なお更さらだ。

「あら、やけに賑にぎやかだと思ったらお客様だったのね、ユリス」

　と、教会の窓がゆっくりと開き、そこから初老のシスターが一人顔をのぞかせた。

「シスター・テレーゼ──ああ、紹介します。こちらが……」

「大丈夫よ、私だって《鳳凰星武祭フエニクス》は見ていたもの。──ようこそ、天あま霧ぎり綾斗さん」

　テレーゼと呼ばれたシスターは、そう言って優しく微笑ほほえむ。

「あまり大したもてなしはできないのだけれど、もし良かったらお茶でもいかがかしら？」

「あ、はい。ぜひ」

「良かった。じゃあ、中へどうぞ」

　促されるままユリスと共に教会に入ると、すぐに通路が屋舎へと繋つながっていた。

　中では他ほかにも何人かのシスターたちが慌しく働いていて、外で遊んでいた子どもたちよりは幾分年上の子どもたちがそれを手伝っている。

「祭日が近いので、ちょうどそれの準備をしているところだな」

「へぇ……」

　ユリスは足を止めてその光景を懐かしむように眺めていたが、はっと我に帰ると再び歩き出した。

「すまない、つい懐かしくてな」

「昔はユリスも手伝ったりしてたんだ？」

「まあ……一応は。あまり役に立っていたとは思えんが」

　複雑そうな顔でユリスがそう言うと。

「──ふふっ、そうね。確かにここへ顔を出し始めた頃のユリスは、本当になにもできない子だったわ。なにを手伝っても足を引っ張ってばかりで」

　綾斗たちを迎えるよう歩いてきたテレーゼが、悪戯いたずらっぽく笑った。

「シスター・テレーゼ……あまりいじめないでください」

「ごめんなさい。でもそんな子がまさか《鳳凰星武祭》で優勝しちゃうなんてね」

　苦笑するユリスと、穏やかに微笑ほほえむテレーゼとの空気は、それこそ本当の親子のようだ。

　そこでようやく気がついたが、どうやらテレーゼは《星脈世代ジエネステラ》のようだ。

　テレーゼは屋舎の奥、ちょっとした食堂のような部屋へ綾あや斗とたちを案内した。

　年季の入った木製の長テーブルと椅い子すが並び、テレーゼに勧められるまま腰を下ろす。

「改めまして、ようこそ天あま霧ぎり綾斗さん。私はテレーゼ。一応、この教会と孤児院を任されています」

　向かいに座ったテレーゼがそう言うと、それを見計らったようにまだ若いシスターがお茶を運んできた。そのシスターは綾斗に向かって丁寧に挨あい拶さつした後、隣に座るユリスに向かってニヤリと笑う。

「おかえり、ユリス。《鳳凰星武祭フエニクス》見たよー。やるじゃん」

「ふふん、まあ当然だな」

「お、言うねー。昔はぴーぴー泣いてばっかだったくせにさー」

　そのシスターは綾斗たちと同年代くらいだろうか。テレーゼと同じく《星脈世代》のようだ。肘ひじでユリスを突きながら、小声で楽しそうにはしゃいでいる。ユリスも屈くつ託たくのない笑顔でそれに応じていて、その雰囲気からも気の置けない仲なのだとわかった。他ほかにも何人か同じ年頃のシスターたちが集まってきて、ユリスを取り囲む。

（こうしていると、どこにでもいるような普通の女の子みたいだな……）

　いつも気を張っているユリスだからこそ、こうした姿は新鮮で、なぜか妙に嬉うれしかった。

「……良かった」

「えっ？」

　ふいにそうつぶやいたテレーゼに、綾斗は視線を戻す。

「ユリスが選んだ人があなたのような人で」

「いや、俺なんか……」

「いいのよ。今のユリスを見ていた目だけでわかるわ」

　テレーゼはにっこりと微笑むと、ユリスたちのほうを向いて手を叩たたいた。

「はいはい、それくらいにして仕事に戻りなさい。公こう現げん祭さいに間に合わないわよ」

「はーい」

　名残惜しそうに去っていくシスターたち。

　それを見送った後、テレーゼは真剣な顔で綾斗に向き直った。

「さて──フローラの件では、ご迷惑をおかけしました。改めてお礼を申し上げます」

「あ、いえ、実際にフローラちゃんを助けたのは俺じゃないですし……」

　綾斗が手を振って恐縮すると、ユリスが呆あきれ顔がおで軽く睨にらむ。

「おまえはそう言うがな。あの場合は誰が欠けてもフローラを助けることはできなかっただろう。私は身内だし、一ひと先まずはおまえが代表しておけ」

「はぁ……」

　そこまで言われれば仕方がない。

「それにやっぱり一番問題だったのは、私があの子を一人で行かせてしまったことだわ。無理をしてでも、誰かシスターを付ければ良かったのに」

　テレーゼはそう言って力なく首を振った。

「そういえばここのシスターには何人か《星脈世代ジエネステラ》の方がいらっしゃるようですね」

「ええ、私を含めて今は四人かしらね。子どもたちを含めればもう少し多いけれど」

　わざわざ集めているのでなければ、この規模の施設で同年代の《星脈世代》が四人というのはかなり多いほうだろう。しかも先ほど見た限りでは、歩き方からしてそれなりに鍛錬を積んでいることが窺うかがい知れた。

「ちなみにシスター・テレーゼは私にとって《魔女ストレガ》としての師匠にあたる人だ」

「えっ？　そうなんですか？」

「自分で身を守れるようになる程度にはと思って教えたのだけれど、思いの外飲み込みが早くてね。今では私なんかよりもずっと上う手まく力を使いこなせているわ」

　確かに独学で学んだにしては、ユリスの戦術はかなり洗練されている。

　特に設置型能力を仕掛けるタイミングとその誘導は、おそらくなにがしかの理論に基づいたものだろう。

「失礼ですが、シスター・テレーゼも昔アスタリスクに？」

「ふふっ、まさか。大昔に私も知人の《魔女》から少し教えてもらったくらいよ」

　テレーゼはそう言ってころころと可愛かわいらしく笑った。

「《星脈世代》に限らず、子どもたちにも護身術は教えているわ。もちろん、そういうことが苦手だったり嫌いだったりする子もいるから全員にじゃないけれど……」

　そこで綾あや斗とは懐かしむように語るテレーゼの目が、自分の後ろに向けられているのに気がついた。

　首を回してみると、部屋の中には特になにかあるというわけでもない。ただ、窓の向こうにこじんまりとしたガラス張りの建物が見えることに気がついた。

「あれは……温室、ですか？」

「ええ。昔ここに居た子のお気に入りの場所でね。彼女は争いが苦手で……本当に優しい子だったわ」

「……」

　──と、突然ユリスが椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「ユリス？」

「……すみません。少し、外の空気を吸ってきます」

　ユリスはそう言うなり、部屋を出て行ってしまった。

「ふぅ……」

　それを悲しそうな顔で見つめるテレーゼは、重いため息を吐ついてつぶやく。

「やっぱりまだダメみたいね……」

　　　　　　　　＊

　綾あや斗とが外に出ると、ユリスは子どもたちに囲まれていた。

「皆、悪いが少し出てくる。シスターたちにもそう伝えておいてくれ」

　ユリスはしゃがんで子どもたちに目線を合わせると、優しい声でそう言った。

「えー！　ひめさま、もういっちゃうのー？」

「さっききたばっかなのにー」

　子どもたちからは口々に不満の声が上がるが、ユリスは苦笑しながらその子たちの頭を一人ずつ撫なでていく。

「案ずるな、すぐ戻る。それまでまたシスターたちを手伝ってあげてくれ。公こう現げん祭さいの準備で大変そうだからな」

　子どもたちはいかにも不満そうな顔だったが、それでも聞き分けたのか走って屋舎のほうへ戻っていった。

「いいの？」

「ああ。少し歩こう」

　ユリスはフードを被かぶり、俯うつむきがちに歩き出す。

　教会の敷地を出ると、荒こう涼りようとした街並みが広がっていた。雰囲気こそアスタリスクの再開発エリアに近いが、その光景は大分違う。

　立ち並ぶ家屋は今にも崩れそうなほど古いか、あるいは掘っ立て小屋のような粗末なものばかりだ。アパートのような建物もあるが、壁には無数のひびが入り落書きだらけ。道にはゴミが放置され、ちょっとした空き地では住民らしき人影が数人で焚たき火びを囲んでいた。ちらりとその姿を見ると、無気力な暗い瞳ひとみでただ漫まん然ぜんと燃える炎を見つめている。

　街全体が見えない力に押し潰つぶされているような、そんな息苦しい光景だった。

「……すまない。どうも今日は少し不安定になっているようだ」

　やがてぼそりと、ユリスが口を開く。

「そういう時もあるよ」

　テレーゼとの会話のどこにユリスが反応したのかわからないが、ユリスにとってはなにか大切なことだったのだろう。

「自分の気持ちさえままならんのでは、兄上になにも言えないな」

「……ヨルベルトさんは、ユリスのことを心配していたよ」

「……わかっている」

　ユリスはそう言って唇を噛かんだ。

「わかっているのだ。兄上が私のことをなによりも大切に思ってくれていることも、私がいかに恵まれているかも」

　それは綾あや斗とに話しかけるより、自分自身に言い聞かせるような口調だった。

「それでも……いや、だからこそ、私はこの国の有り様を良しとはできない」

「ユリスは頑張っていると思うよ。あの孤児院だって、もう心配いらないんだろう？」

　ユリスは《鳳凰星武祭フエニクス》優勝の願いとして、このリーゼルタニアにある孤児院を買い取り、今後の資金を保障した。それがたとえ身内に手を差し伸べただけの自己満足だとしても、誇れることには変わりがない。

「だが所詮は焼け石に水だ。結局のところ、この世界のシステムそのものが、この貧民街のような場所を、あの孤児院を、そこにすがるしかない子どもたちを生み出し続けている」

　統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの支配する世界は、常に一定の経済的弱者を生み続ける。その本質は格差だ。無論、それ自体は遥はるかな昔から連綿と続く人の業ごうのようなものではあるが、統合企業財体はそれを恐ろしいまでに加速させている。

「──私は、せめてこの国だけでもその呪じゆ縛ばくから解き放ちたい。それが無理であるならば、せめて一いつ矢し報いたいのだ」

「それが次の……《獅鷲星武祭グリプス》の願いなのかい？」

　綾斗が問いかけると、ユリスは小さくうなずいた。

　ユリスは確かに最初からずっとグランドスラムを公言して憚はばからない。つまり《星武祭フエスタ》を一回優勝しただけではとても足りないということがわかっているのだ。

「あの孤児院は経済的にかなり危ういところにあった。だからまずはなによりも優先してそれを救う。それが私の第一目標であり、それは達成された」

　ユリスはそこでまで言うと、ふいに足を止めた。

「だが……確かに全すべては兄上の優しさに甘えた私のわがままだ。私は……」

　ユリスの声には強い苦悩が滲にじんでいる。こんなユリスの姿は初めてだった。

「ユリス……」

　綾斗がどんな言葉をかければいいか逡しゆん巡じゆんしていると。

「──っ！」

　突然弾かれたようにユリスが顔を上げた。

　苦悩に満ちた表情が、見る間に驚きよう愕がくに塗り替えられていく。

　その瞳ひとみは大きく見開かれ、身体からだがわなわなと震えていた。

「今のは、まさか……」

「ユリス？」

　ユリスの目は先ほどスラム街を抜けるように走っていった車を見つめているようだ。その車はかなりのスピードを出していたようで、すでに見えなくなっていた。

「……いや、間違いない。確かに……！」

　その瞳ひとみに怒りのようなものが燃え上がり、奥歯を食いしばるのがわかる。

「ユリス？　一体なにが……」

「──綾あや斗と。すまないが、孤児院に戻って待っていてくれ。少しばかり用事ができた」

　ユリスは言うが早いか、いきなり走り出した。

　それもほとんど全力だ。

「ちょっとユリス！　いきなりどうしたのさ！」

　戻っていろと言われても、こんな状態のユリスを放ほうっておくわけにはいかなかった。

　綾斗もすぐにユリスを追って走り出す。

　このあたりは街の外れだっため、すぐに周囲の景色は雪と森に変わっていく。ユリスはどうやら先ほどの車を追っているらしい。

　曲がりくねった細い道は、山のほうへ向かっているようだ。他ほかに車の姿が見えないところをみると、主要な道路ではないのだろう。

「ユリス！」

　さすがに脚力では綾斗のほうがユリスに勝る。

　綾斗はユリスを追い抜くと、その行く手を阻むように立ち塞ふさがった。

「どけ、綾斗！　私は急いでいるのだ！」

「それは見ればわかるよ。でも今のユリスをこのまま行かせるわけにはいかない。どんな理由かは知らないけど、一度落ち着いたほうがいい」

「それは……っ！」

　ユリスは噛かみ付つくように身を乗り出し、しかしすぐに目を伏せた。

「それは、自分でもわかっている……！　だが、後ご生しようだ綾斗……！　行かせてくれ！」

　少しだけ落ち着いたのかもしれないが、それでもユリスの目には強い焦しよう燥そう感かんが滲にじんでいる。よほどのことなのだろう。

　これほど強い懇願をはねつけることは、綾斗にはできなかった。

「はぁ……わかったよ。ただし俺も着いて行くからね」

「ああ、構わない」

　ユリスはうなずき、すぐに走り出した。

　車の向かった先がわかっているのか、途中森の中へと枝分かれした道を迷わずに選ぶ。

　雪化粧した森の中を進んでいくと、やがて少し先に例の車が止まっているのが見えた。ユリスが速度を落とし、綾斗もそれに倣う。

　そこで綾斗は気がついた。周囲の様子がおかしい。先ほどまでと木々の様子が違うのだ。

　よく見ると、このあたりの木は残らず枯れているらしい。

　そして進むに連れて枯れた木さえもなくなっていき、車が止まっているところから先はぽっかりと巨大な空間が開けていた。恐らく上空から見れば、森の真ん中に突如として円形の平原が出現したかのように見えるだろう。

　ユリスは車には一切興味を示さず、ただ前の一点を見つめながらゆっくりと歩みを進めていく。その先には、真っ白な雪の平原と、そこに残された足跡。

　その足跡を追うように進んでいく途中、綾あや斗とは地面の感触がおかしいことに気がついた。

　しゃがんで雪をどけてみると、不快な異臭が鼻を突く。

（土が腐っているのか……？）

　舞い散る雪は次第に強さを増しているようだ。

　このままだと、ひょっとしたら吹雪になるかもしれない。

　やがて目を凝らすと、平原の中央に廃はい墟きよらしき建物が見えた。

　建物のほとんどは崩れ落ち、ほとんど原型を留とどめていないものの、かなりの規模の施設だったらしい。

　その前に、人影が一つぽつんと佇たたずんでいる。

　ユリスはその手前で足を止めると、人影に向かって呼びかけた。

「──久しぶりだな、オーフェリア」


第五章　《孤毒の魔女エレンシユキーガル》

　ユリスが呼んだその名前に、綾斗は思わず息を飲んだ。

「オーフェリアって、まさか──」

　同時に、今までに経験のない感覚が胸に湧わき上がる。それは焦しよう燥そう感かんにも似て、綾斗になにかを強く訴えかけていた。

「……なぜ来たの？」

　その人影が、ゆっくりと振り返る。

　レヴォルフの制服を着ているが、それ以外は肘ひじまで覆う長い手袋と白タイツだけで、この雪の中コートもまとっていない。静かな声は凍いてついているかのように冷たく、地の底から響いてくるかのように冥くらく虚うつろだった。星辰力プラーナの量もかなりのもので、身体からだの隅々まで行き渡っているのが一目でわかる。

　しかしなにより印象的なのは、周囲の雪に溶け込むような長い純白の髪と、紅こう玉ぎよくのような赤い双そう眸ぼうだ。不吉の象徴である赤い月をはめ込んだかのようなその瞳ひとみは、声と同様人を凍えさせる荒こう涼りようとした闇やみを宿していた。それでいて、その表情は今にも泣き出しそうなほどの悲しみを湛たたえている。

「本物、なのか……」

　綾あや斗とも以前、ニュースで彼女の姿を見たことがある。

　オーフェリア・ランドルーフェン。《王竜星武祭リンドブルス》を二連覇し、あのヘルガ・リンドヴァルと並んでアスタリスク史上最強の《魔女ストレガ》と称されるレヴォルフ黒くろ学がく院いんの序列一位。

　今綾斗の前に立っている少女は、間違いなくニュースで見た《孤毒の魔女エレンシユキーガル》その人だった。

「およそ一年ぶりといったところか。まさかこんなところで会うとは思ってもいなかったぞ」

　ユリスは険しい顔のまま、しかしどこか懐かしむような声で続ける。

「……あれほど、もう関かかわらないようにと言ったのに」

　が、オーフェリアは悲しげな表情のまま、冷たくあしらうように短くそう返した。

　ユリスはほんの一瞬だけ残念そうに唇を噛かんだが、すぐに射抜くような視線をオーフェリアに向ける。

「用件は一年前と同じだ。戻って来い、オーフェリア。おまえがいるべき世界はそこじゃない」

「……やめて、ユリス。私は私の運命に従うだけ。あなたでは私の運命を覆すことはできない」

　オーフェリアは力なく首を左右に振り、明確に拒絶の意思を示す。

「私はそれを認めない！」

　ユリスの声はほとんど叫んでいるかのようだった。

「……」

　オーフェリアは目を伏せると、胸の校章に手を当てた。

「今の私の運命はここにある。もしあなたがどうしても私を従わせたいというなら──」

「ああ、わかっているとも！　だが、一年前のようにはいかんぞ！」

　ユリスがそう言うと同時に、万応素マナが渦を巻く。

「ちょ、ちょっとユリス！」

「綾斗、おまえは手を出すな！　これは私とオーフェリアの問題だ！」

　振り返ることなく、ユリスが叫ぶ。

　その声に強い決意を感じ取った綾斗は、踏み出そうとした足を止めざるを得なかった。

「その校章、今度こそ打ち砕く！」

　ユリスの周囲に熱波が渦巻き、炎の戦輪が顕現する。

「咲き誇れ──赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　ユリスが腕を振ると、二十個近い戦輪がオーフェリアに向かって放たれた。

　が、その先陣を切った戦輪がオーフェリアの手前で急降下し、地面をえぐる。

　灼しやく熱ねつの戦輪が瞬時に雪を溶かし、水蒸気と雪片が舞い上がった。

　ただの目くらましにすぎないかもしれないが、一瞬でも視界を遮しや断だんするには十分だ。

　その隙すきに戦輪は左右に分かれ、オーフェリアを挟み込むように強襲する。

（上う手まい……！）

　間合いといいタイミングといい、完かん璧ぺきなコンビネーションだった。

　少なくとも、先手として主導権を握るには十分なはずだ。

　だが──

「──っ！」

　その瞬間、綾あや斗とは総毛立つの感じた。

　白いスクリーンの向こうで、信じられないほどに強大な星辰力プラーナが膨れ上がる。

　その量たるや、尋じん常じようではない。綾斗自身、星辰力の量にはそれなりの自信があるほうだが、目の前の少女とは比較にさえならない。底知れぬ……というより、まるで無限に湧わき出ているかのようだ。

　推し量ることができないほどに圧倒的で──そして禍まが々まがしい星辰力。

　ユリスの能力発動時とは比べ物にならない量の万応素マナが荒れ狂い、一瞬にして雪煙を吹き飛ばした。空気がふるえ、全すべてを捻ねじ伏ふせ、押し潰つぶすかのような凶暴な威圧感が放たれる。

　そこには平然と立つオーフェリアの姿と、その足下から煙のように昇り立つ無数の腕が亡者もうじやのそれのごとく蠢うごめいていた。毒々しい黒褐色のその腕はゆらゆらと陽炎かげろうのように揺れ動き、固体ではなく気体のように見える。

　その腕がユリスの放った炎の戦輪を全て受け止め、捕らえていた。戦輪はなんとかそれを振りほどこうともがくように回転を強めるが、亡者の腕は煙のように炎の刃がすり抜けてしまう。

　それなのに鉤かぎ爪づめのような手は、戦輪をがっしりと捕まえたままだ。

「あれが、オーフェリア・ランドルーフェンの能力……」

　当然だが綾斗も話には聞いたことがある。

　最強と謳うたわれる《孤毒の魔女エレンシユキーガル》の能力──それは瘴しよう気きと呼ばれる毒の煙を操る力だ。

「……ああ、ユリス。ダメだわ。やはりあなたでは無理なのよ」

　オーフェリアが悲痛に満ちた声でつぶやいた途端、戦輪はあっさりと握り潰される。

　そこでようやく綾斗は先ほどの感覚を理解した。

　あれは警告だ。

　綾斗の本能がこの少女を危険だと判断した。そういうことなのだろう。

　今更ながらに、以前ヘルガが言っていた言葉を思い出す。

『──我々とは別種の存在だ』

　比喩的なものかと思っていたが、それは違った。それは端的な事実だ。

　確かに目の前の少女の力は、人の領域を明らかに超えている。対たい峙じしただけで嫌というほどにそれがわかる。本能的に理解させられるのだ。

　──しかし。

「まだだっ！」

　ユリスはまるでそれを見越していたかのように動いていた。

（ユリス……！）

　綾あや斗とでさえ、一瞬竦すくんだほどの威圧感。それをものともせず攻撃を仕掛けるユリスに、綾斗は驚きよう愕がくすると同時に感嘆した。

　ユリスの口振りから察するに二人は以前にも闘ったことがあるようだ。つまりユリスはオーフェリアの力を知っていたのだろう。だからこそ、この圧倒的な力を示されてなお怯ひるむことなく挑んでいけたのかもしれない。

　だが、普通は逆だ。これほどまでに圧倒的な力を経験してなお心折れずにいられるのは、よほど強きよう靭じんな精神力を持っていなければ難しい。

（あるいは……そこまでしても譲れないものがあるのか）

　おそらくは、後者。

「咲き誇れ──灼炎の太陽華アネモネ・コロナリア！」
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　ユリスが両腕を真上に掲げると、そこに炎の大輪が花開いた。

　眩まばゆい光を放つそのアネモネの花は、まるで小型の太陽のように真冬の雪原を照らし出す。距離を取っている綾あや斗とのところにさえ、炙あぶるような熱が届いてくるほどだ。綾斗も初めて見る技だったが、かなりの大技だった。

「行くぞ、オーフェリア！」

　ユリスが掛け声と共に腕を振り下ろすと、オーフェリア目掛けて炎の大輪が落ちて行く。

　が、それでもオーフェリアは顔色一つ変えずに、そっと右腕を上げただけだ。

「えっ……？」

　次の瞬間、綾斗は目を疑った。

　オーフェリアの行動から、綾斗はなにかしらの防御能力を発動するものだと思っていたのだが──あろうことかオーフェリアはユリスの技を素手で受け止めたのだ。

　右手の手袋が燃え上がり、即座に炭と化して風に消える。

　それでも巨大な炎の塊を受け止めているオーフェリアの右腕には、火傷やけど一つできていない。

「まさか……星辰力プラーナだけで防いでいるとでも……？」

　星辰力を局地的な防御に回せば確かに理屈としては可能だ。

　とはいえ、星辰力での防御は基本的にダメージを軽減する程度のもので、攻撃を完全に防ぐなどというのはありえない。そんなことをすればすぐに星辰力が枯こ渇かつしてしまうだろう。これほどの技を防ぐとなれば尚なお更さらだ。

　ところが──オーフェリアの星辰力は、まるで消耗している様子が見られなかった。

「馬鹿な……」

　ユリスが信じられないといった顔で目を見開く。

「……あなたの運命はか弱い……だから言ったのに」

　オーフェリアが物憂げに眉まゆを寄せ、その右手を握り締めた途端、炎の大輪は爆発するようにして弾け、雲散霧消した。

　さらにオーフェリアの周囲から瘴しよう気きが噴き上がり、今まで蠢うごめいていた無数の腕を取り込んで天を突くような巨大な腕を形成する。

「──塵と化せクル・ヌ・ギア」

　オーフェリアがつぶやくと、その黒褐色の腕は地を這はう蛇のように素早く雪原を走り、ユリスを掴つかみ上あげた。

「くああああああああああ！」

　ユリスが苦痛に満ちた悲鳴を上げるが、ユリスを掴んだその腕は十数メートルの高さまで振りかぶると、そのまま容赦なく地面へと叩たたき付つける。

「ユリス！」

　綾あや斗とはとっさに駆け出し、ギリギリのところでその身体からだを受け止めたものの、あまりの衝撃にユリスと共に雪原を十数メートル吹き飛ばされた。

「ユリス、大丈夫!?」

　綾斗はすぐに起き上がり、ユリスを抱き起こす。

「ぅ……」

　ユリスはすでに気を失っているようだ。

　見れば、その服には掴つかまれた跡が腐食したように残り、顔色も酷ひどく悪い。

（これが《孤毒の魔女エレンシユキーガル》の瘴しよう気き……）

　その毒気は触れただけで他者を蝕むしばむという噂うわさだったが、誇張でもなんでもなくその通りらしい。

「……貴方あなたが天あま霧ぎり綾斗？」

　オーフェリアは今初めて綾斗に気がついたかのように、けれど一片の興味もないような冷たい瞳ひとみで綾斗を見る。

「もう決着はついたろう。そりゃあ、いきなり勝負を持ちかけたのはユリスのほうだけど、これ以上は──」

　綾斗が言い終える前に、オーフェリアの周囲から──いや、その身体から瘴気が噴き上がった。手袋を失い、露出した白い肌から揺らめくように瘴気が立ち上っているのがわかる。

「哀かなしいけれど、一度動き出した運命は私にも止められない……あなたも巻き込まれたくなければ立ち去ったほうがいいわ」

「悪いけど、そういうわけにはいかないかな」

　綾斗はユリスを抱きかかえながら、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動させる。

「……残念だわ」

　沈痛な面持ちでオーフェリアがそう言った途端、瘴気で形成された無数の腕が綾斗とユリスに襲い掛かる。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝矢や汰た烏がらす〟」

　しかしそれらは全すべて綾斗たちに辿たどり着つく前に両断され、虚空へと消え去った。

　ほんの少し、オーフェリアの眉まゆがぴくりと動く。

「ああ、それが《黒炉の魔剣》……」

　普通の武器ではオーフェリアの瘴気に対応することはできないだろうが、万物を焼き斬きるこの純星煌式武装オーガルクスなら話は別だ。

　これでオーフェリアが引いてくれるならそれで問題ない。

　ただ、もしそうならなかった場合は一戦交えることになるかもしれない。

（正直、まるで勝てる気はしないけど）

　左手でユリスを抱きかかえ、右手で《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えつつ、じりじりと少しずつ距離を取る。

　幸いオーフェリアは動く様子も、なにか仕掛けてくる素振りもない。

　このまま逃げ切れるかもと、綾あや斗とがそんな甘い考えを抱きかけたその時──

「えっ……？」

　がくんと綾斗の足から力が抜けた。

《黒炉の魔剣》を持つ手が震え、喉のどになにかが詰まったように息苦しい。

「まさか……!?」

「……」

　綾斗が〝識しき〟の境地で周囲を探ると、空気の流れが明らかに不自然だった。

　おそらくは、すでにオーフェリアは周囲に瘴しよう気きを張り巡らせておいたのだろう。

「はは……無味無臭、無色透明の毒ガスってところか……とんでもないな」

　もはや乾いた笑いしか出てこないが、オーフェリアが瘴気を自在に操れるというなら、それくらいできてもおかしくはない。

「──ごめんなさい。でも、すぐに楽になるわ」

　瘴気の腕が綾斗たちを叩たたき潰つぶそうと振り上げられる。

　まだかろうじて身体からだを動かすことはできるが、このままでは捕らえられるのも時間の問題だろう。

　だからといって諦あきらめるわけにはいかない。《黒炉の魔剣》を握り直しつつ、なんとか隙すきを窺うかがう。

　と、その時。

「しばしお待ちいただけますかな、お嬢さん」

　場違いに明めい朗ろうな声が、雪原に響いた。

　　　　　　　　＊

　見れば昨日の紳士──ギュスターヴがにこやかな笑顔で雪原に立っていた。

「実は私、その方々を始末するよう頼まれていまして。一人頭いくらの成功報酬なのですよ。ですから、もしよければその獲物、譲っていただけないでしょうか？」

　オーフェリアはやはり興味のなさそうな瞳ひとみでギュスターヴを見る。

「……あなたは？」

「ギュスターヴ・マルローと申します」

「知らないわ」

　オーフェリアは素っ気無くそう言ったが、突然その前に空間ウィンドウが開いた。

『──おい、オーフェリア。てめえ、どこで油売ってやがる。あれほど研究所からは出るなっつったろうが』

　音声通信のみだったが、その声には聞き覚えがある。

　レヴォルフ黒くろ学がく院いん生徒会長、ディルク・エーベルヴァインだ。

「……すぐに戻るわ」

　オーフェリアがそう答えると同時に、周囲から禍まが々まがしい威圧感が掻かき消きえる。そしてギュスターヴに視線を向けると、ため息を吐つくように言った。

「好きになさい」

「感謝いたします」

　ギュスターヴが帽子を取り、恭うやうやしく頭を下げる。

　一方でオーフェリアは無言のまま、なにもなかったかのようにくるりと綾あや斗とへ背を向けた。そしてそのまま、振り返ることなく車のほうへと戻っていく。

「いやはや、さすがに肝が冷えますな。話には聞いておりましたが、まさかあれほどの化け物とは……くわばらくわばら」

　オーフェリアを見送ったギュスターヴがおどけるように肩を竦すくめた。

「さて、それでは私は私の用を済ませてしまうといたしましょうか」

　ギュスターヴがにこやかにそう言うと、その両脇に一つずつ魔法陣が浮かび上がる。昨夜と同じように万応素マナが集積し、右の魔法陣から巨大な双頭の犬が、左の魔法陣からは三つ首の犬がのそりと這はい出でてきた。

　大きさは昨日のキマイラよりも一回りは小さいだろうか。

　しかしその身体からだから感じる万応素の力強さはずっと大きい。

「ご紹介いたしましょう。我が作品、オルトロスとケルベロスです。どうですかな？　神話に伝わる通りの雄姿でしょう？　かつて星猟警備隊シヤーナガルムの猛者たちをことごとく血祭りに上げた愛いとしき番犬……まあ、さすがに警備隊長殿には敵かないませんでしたがね」

　残念そうに語るギュスターヴは、やはり笑みを崩さない。

「それでも当時からは随分と改良を重ねましたし、手負いの獲物を狩るには十分すぎるでしょうな」

「くっ……！」

　綾斗は警戒態勢を取りながらも、なんとかこの状況から脱出するべく周囲に目を配った。オーフェリアの能力は解除されたものの、その毒によるダメージは依然残ったままだ。とてもではないが満足に闘える状態ではない。ましてやユリスを守りながらとなると、まず不可能だ。

　が、二頭の魔獣は綾斗を中心に円を描くようにして取り囲み、鋭い歯をむき出しながらこちらの隙すきを窺うかがっている。

（まずいな……）

　思った以上にこの魔獣たちは手て強ごわそうだ。

　一体だけならまだしも、二体同時に相手にするのは今の綾あや斗とではかなり厳しい。

　昨日と違って《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が使えるのがせめてもの救いだが、これとていつまでもつか怪しいところだ。なにしろ今の綾斗はこの純星煌式武装オーガルクスを維持するのさえ、精一杯なのだから。

「グルルルルルル……！」

　三つ首の魔獣──ケルベロスが低い唸うなり声ごえを上げつつ、牽けん制せいするように身をかがめる。今にも襲い掛かろうという体勢だが、その次の瞬間、背後からもう一匹の魔獣が躍りかかってきた。

　単純なフェイント──だが綾斗もそれがわかっていながら、身体からだがついていかない。

「ぐぅ……！」

　風を裂くように薙なぎ払はらわれたその腕が、抱きかかえたユリスごと綾斗の身体をはね飛ばす。

　その衝撃はすさまじく、毒の効果もあってか一瞬意識が飛びかけた。

　再びゴム鞠まりのように雪原を転がる綾斗目掛けて、双頭の魔獣──オルトロスがさらに追撃をかけてくる。人を丸まる呑のみできるような巨大な顎あごが綾斗に迫るが、綾斗はタイミング計って受身を取り、体勢を立て直した。そして鋭い牙きばをかわすのではなく、あえてその口目掛けて一歩踏み込む。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術初伝──〝腑ふ牙が躯く〟！」

　身体を丸め、体重を乗せるようにして思い切り《黒炉の魔剣》を振り下ろす。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　その一撃は断末魔の絶叫ごと、双頭の魔獣を両断していた。

「ほう。さすがは《鳳凰星武祭フエニクス》チャンプ、やりますなあ。ですが……」

　うなずきながら拍手をするギュスターヴの言葉に、綾斗は視線を巡らせる。

　と、今の一瞬で真横に回りこんでいたケルベロスの牙が、綾斗の眼前に迫っていた。

（これは……かわせない！）

　せめてユリスだけでも守るべく、その身体を突き飛ばそうとしたその刹せつ那な。

「──」

　空間そのものを切り取るような鋭い剣けん閃せんが走ったかと思うと、牙を剥むき出だした獣の首が三つ、全すべて宙に舞っていた。

　地響きを上げてその巨体が倒れこみ、積もった雪が舞い上がる。

　その中で、輝くような金色の髪が煌きらめいていた。

「お待たせしました、綾斗。危機一髪でしたね」

「クローディア……！」

　ほっとした綾あや斗との身体からだから急速に力が抜け、へなへなと座り込む。

　見ればクローディアの手には、左右一対の不気味な魔剣──《パン＝ドラ》が握られている。その柄に嵌はめられた目玉の意匠が、ぎょろりと綾斗を睨にらんだ気がした。

「おやおや、これは困りましたな。とんだ邪魔が入ったものです」

　今まで笑みを崩さなかったギュスターヴの顔に、ほんの少し焦りが浮かぶ。

「どういたしますか、ギュスターヴ・マルロー。私はこのままあなたのお相手をしても構いませんが……あなたは違うでしょう？」

「……なるほど、不愉快なほどに聡さといお嬢さんですね」

　ギュスターヴはしばらく無言のままクローディアと対たい峙じしていたが、やがて大きくため息を吐ついて首を振った。

「はぁ……そうですな。確かに私はあなたに手出ししないように申し付かっております。せっかくのチャンスではありますが、ここは無理をせず引くといたしましょう」

「賢明です」

　にっこりと笑うクローディアとは対照的に、ギュスターヴは苦々しい顔で森の中へと姿を消す。

「はぁ……助かったよ、クローディア」

「いえいえ、間に合ってよかったです。すでに王宮には連絡済みですので、すぐに迎えがくると思いますよ」

「そっか……」

　そうつぶやくと同時に、綾斗の視界がぼやけた。急速に意識が遠のいていく。

「綾斗？　大丈夫ですか、綾斗……！」

　クローディアの声を聞きながら、綾斗の意識は深い闇やみに沈んでいった。

　　　　　　　　＊

　その温室はもはや温室としての機能を失って久しかった。ガラスはあちこちがひび割れ、補修した跡だらけで、全体的に古びた廃屋といった印象は否めない。

　ただ、それでも冬の寒さが厳しいこの国において、外気から隔かく絶ぜつされているということはそれなりの恩恵があるのだろう。温室を埋め尽くすように育った植物はどれも皆瑞みず々みずしい緑を保ち、中には愛らしい花を咲かせているものある。

　薔ば薇ら色いろの髪をした少女は、その中で飽きもせず土いじりに勤いそしんでいる栗くり色いろの髪の少女をただぼんやりと眺めていた。

「……やはりわからんな。そんなことをして、一体なにが楽しいのだ？」

　その言葉に栗くり色いろの髪の少女はくすくすと肩を震わせる。

「うーん……そうね、強いて言うなら実感かしら」

「実感？」

「そう。命にふれているっていう実感」

「そんなもの、ここのチビどもの相手で十分だろうに」

　二人もまだまだ子どもではあるが、この孤児院には二人よりも幼い者が大勢いた。

「ふふっ、それとはまた別よ。この子たちはしゃべったりすることはできないけど、そのかわりすごく正直なの。愛情を注げばちゃんとそれを返してくれるし、逆に手を抜けば見捨てられる」

「見捨てる？　植物が人をか？」

　薔ば薇ら色いろの髪の少女は、やはり理解できないといった顔だ。

「あら、知らないの？　病気でもない植物が枯れるのはね、人に愛想をつかしたからなのよ」

「……それは知らなかった」

　呆あきれたように言う薔薇色の少女は、それでもこの温室を出て行こうとはしなかった。

　なぜだか、ここはすごく居心地がいいのだ。

　こんなに古くて狭くてボロボロなのに、不思議ととても落ち着ける。

　その理由が目の前の暖かな少女にあることに、薔薇色の髪の少女もなんとなく気がついていた。

「ねえ、いつも見てるだけじゃつまらないでしょ？　たまにはあなたも手伝ってみない？」

「……私がか？」

「他ほかに誰がいるのよ。ほら、これを持って」

　有無を言わさず小さなスコップを渡してくる少女に、薔薇色の髪の少女は困惑した表情を浮かべた。

「わ、私は植物の世話などやったことがないんだが……」

「あらあら……本当、あなたはなんにも知らないんだから。いいわ、私がちゃんと一から教えてあげる」

　そう言って栗色の髪の少女は楽しそうに笑う。

　それは本当に楽しそうで、穏やかで、優しく──暖かい笑顔だった。

　　　　　　　　＊

　──酷ひどく身体からだが重い。

　なにかに押し潰つぶされるかのような圧迫感。

　堪こらえきれない息苦しさに目を開くと、薄暗い部屋の天井が目に飛び込んできた。

　一瞬混乱しかけたが、すぐに思い出す。

　ここはリーゼルタニアの離宮、綾あや斗とに宛あてがわれた部屋だ。

「そうか……あれから気を失って……」

　ということは、この身体からだの重さはやはりまだオーフェリアの毒が効いているのだろうか。

　そう思って確認のため身体を起こそうとして、気がついた。

「んんー……」

「すぅ……」

　綾斗の身体の上に、覆いかぶさるようにして紗さ夜やと綺き凛りんが寝入っていたのだ。

　さすがに賓ひん客きやく用の部屋だけあってベッドも大きく、三人が寝てもまだかなりの余裕がある。そこで紗夜は綾斗の腕、綺凛は綾斗の足に顔を寄せ、すやすやと穏やかな寝息を立てていた。

「えーと……」

　いまいち状況が掴つかめずどうしたらよいものか迷っていると、部屋の扉が開いて人影が入ってきた。

「ああ、目が覚めたのか。まったく、あんまり心配させるな」

　廊下のほうが明るいため陰になってその顔はよく見えなかったが、さすがに声でわかる。

「はは……面目ない。それよりユリスこそ大丈夫なのかい？」

「問題ない。私のほうがおまえよりずっと早く目が覚めたのだぞ」

　ユリスはそう言いながら、ベッドの脇の椅い子すに腰を下ろした。

「おまえ、どれくらい目を覚まさなかったと思う？」

「え？　いや、全然わからないけど……」

　自覚がないので素直に聞き返すと、ユリスは悪戯いたずらっぽく笑って見せる。

「三日間だ」

「三日も!?」

　さすがにこれには驚いた。

「オーフェリアの毒は様々だが、今回おまえが受けたのは星辰力プラーナに作用し、強制的に星辰力切れと同じ状態にするものだ。命を脅かすようなものではないが、厄介なことに星辰力の総量が多ければ多いほど効果が高くなる。だからおまえは殊こと更さら回復に時間がかかったのだろう」

「そうなのか……」

「この二人もよほど心配なのか毎日付きっ切りだった。あとで労ねぎらってやるといい」

　ユリスはそう言うと、優しい目で紗夜と綺凛を見る。

「それと……私も礼がまだだったな」

「礼？」

「クローディアから話を聞いた。オーフェリアと、それからギュスターヴまでもが出てきたそうではないか。すまない、助かった」

「ああ、そのことか」

　確かにそれは事実だが、当然のことだ。多分、立場が逆だったとしてもユリスは綾あや斗とを助けてくれただろう。そう思えるだけの信頼が、すでにある。

「いいよ、今更。まさかまた貸しとか借りとか言い出すんじゃないだろうね」

　するとユリスは静かに微笑ほほえみ、首を横に振った。

「いや……ただ、ちゃんと伝えておきたかっただけだ」

「そっか」

　そんなユリスに綾斗も微笑みを返すが、すぐに真顔に戻って訊たずねる。

「それで、聞かせてもらえるかな？　ユリスと、彼女──オーフェリア・ランドルーフェンの関係を」

「……そうだな。こうなった以上、おまえも知る権利があるだろう」

　ユリスは一瞬口くち篭ごもったかに見えたが、やがて懐から一枚のハンカチを取り出した。

「綾斗、これを覚えているか？」

「もちろん。俺とユリスが初めて会った時のハンカチだよね」

　星せい導どう館かん学がく園えんに着いたばかりの綾斗の前に、風にさらわれて落ちてきたハンカチ。それを届けたことが、綾斗とユリスの出会いだった。

　もう随分と昔のことのように思えるが、実際にはあれからまだ半年程度しか経たっていない。

「ああ、そうだ。そして以前少し話したと思うが、これは孤児院の皆から私にプレゼントされたものなのだ」

「確か、みんなで刺し繍しゆうをしてくれたんだったよね。それで中でもユリスの親友が縫ったっていうのが……」

　そこまで言って、綾斗はふと思い至った。

「あっ……！　まさか……！」

「──そう。その親友こそがオーフェリアだ」

　ユリスは懐かしむような目で、一番不ぶ恰かつ好こうな刺繍を指でなぞる。

「じゃあ、彼女は昔あの孤児院に？」

　ユリスは小さくうなずくと、立ち上がって窓際へ向かい、豪ごう奢しやなカーテンを開いた。

　今が何時かはわからないが、薄曇りの空からは柔らかい月明かりが差し込んでくる。

「でも、親友だったらなんであんな……」

　ユリスとオーフェリアの闘いを思い出し、綾斗は視線を落とした。

　友達でも喧けん嘩かくらいはするだろうが、あれはそんなレベルではない。

「孤児院に遊びに行くようになってから、私とオーフェリアはすぐに仲良くなった。歳としも近かったし、なにより性格は真逆なのに気が合ったからな。虫も殺せないような優しい女の子で、植物の世話をするのがなにより好きで……綺き麗れいな花が咲くとその時だけは少しはしゃぐんだ」

　ユリスの語るオーフェリアの人物評は、綾あや斗とが見たそれとはまるで別人のようだ。

「だが、ある時突然オーフェリアの姿が孤児院から消えた。シスターたちに聞いても口を噤つぐんだままなにも教えてはくれない。そこで兄上にすがりついて調べてもらい、ようやくわかった。孤児院の運営が行き詰まっていたこと、莫ばく大だいな借金、そして──その抵当として、とある研究機関にオーフェリアが半ば強制的に徴ちよう集しゆうされたということ。愚かしいことに、それまで私はなにも知らなかった。この国の有り様も、そのシステムも、自分がどのような立場なのかも、本当になにも知らない子どもだったのだ」

「……」

「当然、私はなんとかオーフェリアを取り戻そうと子どもながらに手を尽くした。しかしその結果は自分の無力さを思い知っただけだ。結局のところ、統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たい直ちよつ轄かつの研究機関に意見できる者などこの国にはいないのだ」

　ユリスはそこで一度口を閉じた。

　しばらくの間、部屋を静寂が支配する。

　綾斗もただ押し黙ったまま、重苦しい沈黙に耐える。

「──オーフェリアを徴集したのはフラウエンロープの研究機関だった。その研究所が、あの雪原にあった廃はい墟きよだ」

「あそこが……」

「その研究内容は……後天的に《星脈世代ジエネステラ》を作り出すこと」

「なっ……！」

　綾斗は思わず声を上げた。そんな突拍子もない研究は聞いたこともない。

「研究主任はアルルカントの研究員に所属する学生で、《大博士マグナム・オーパス》と呼ばれている女だ」

「そうか、それでユリスはアルルカントのことを……」

「私し怨えんと言ってしまえばそれまでだがな」

　ユリスがアルルカントを嫌っている理由がようやくわかった。

　と、おもむろにユリスが携帯端末を取り出して、空間ウィンドウを開く。

　そこにはまだあどけない二人の少女が仲良く写っていた。一人は華やかな薔ば薇ら色いろの髪をした気の強そうな少女で、もう一人は栗くり色いろの髪をした穏やかそうな少女だ。

「私とオーフェリアだ」

「そんな……」

　ユリスは一目見てそうだとわかるが、オーフェリアは髪や瞳ひとみの色、雰囲気から目つきまで全くの別人と言ってもいい。

「当時のオーフェリアは《魔女ストレガ》はおろか《星脈世代ジエネステラ》でさえなかった。それが今や、世界最強の《魔女》だ、まったく恐れ入る」

　それはつまり、オーフェリアは人工的に作られた《魔女》だということだ。

「それじゃ研究は成功したってこと？」

「さてな。だがもしそうだとしたならば世紀の大発見だ。大々的に喧けん伝でんしているだろう。そうしていないということは、なにかしら問題があるということだ。──オーフェリアのようにな」

「問題？」

　ユリスは暗い笑みを浮かべて、小さく肩を震わせる。

「あの廃はい墟きよを見ただろう。あれはオーフェリアの力が暴走した結果だ。建物は朽ち果て、地面は腐り、未いまだに草の一本さえ生えてこない」

「暴走って……どうしてそんな」

「経緯はわからん。私が知っているのは、研究所が壊滅した際、オーフェリアを救助したのがソルネージュの特殊部隊だったということだけだ。その後、どういう取引があったのか、オーフェリアの身柄はフラウエンロープからソルネージュへ移された」

「なるほど、だから今の彼女はレヴォルフに……」

　ソルネージュはレヴォルフ黒くろ学がく院いんの運営母体だ。

「もっとも、これらのことを私が知ったのは随分後になってからだがな。当時は研究所の壊滅も秘ひ匿とくされたまま表おもて沙ざ汰たにならなかったし、私はオーフェリアがどこでどうしているのか手がかりさえ掴つかめなかった。──あの日、《王竜星武祭リンドブルス》を見るまでは」

「前々回の《王竜星武祭》だね」

　綾あや斗との言葉にユリスがうなずいた。

「さすがに我が目を疑ったぞ。だが、いかに姿が変わっていてもあれはオーフェリアだと直感が告げていた。そこで連絡を取ろうとしたのだが……」

　ユリスの声が力なく萎しぼんでいく。それだけでどういう結果だったのか察することができた。

「あいつは変わってしまった。それも仕方のないことなのかもしれないが、なにもかもを諦あきらめ、捨て去ってしまったかのようだ。でも……私はそれでも、オーフェリアに戻ってきてほしい。あのままでは、とてもではないがオーフェリアの身体からだがもたない」

　ユリスがぐっと奥歯を噛かみ締しめる。

「身体がもたないって？」

「私も《魔女》だからわかるのだ。あれほど強大な力を完全に制御することなどできるものか。オーフェリアの瘴しよう気きは、それを使えば使うほど自分自身をも蝕むしばむ諸もろ刃はの剣に他ほかならない。寿命を削りながら闘っているようなものだ」

　確かにあれほど圧倒的な力をノーリスクで扱えるとは思えない。

「だから私は一年前、アスタリスクに編入するなりオーフェリアを探し出して説得した。せめてこれ以上、無む茶ちやな闘いをやめてくれと。だが、結局あいつは聞き入れてはくれず、どうしてもというなら決闘で勝てと言ってきた。……結果はまあ、言うまでもなかろう」

　それが一年前の顛てん末まつというわけか。

「少し長くなってしまったが、こんなところだ」

　ユリスはそう言って息を吐き出すと、どこかすっきりした顔で腰に手を当てる。

「だから綾あや斗と、これはあくまで私とオーフェリアの問題だ。今回おまえを巻き込んでしまったことは申し訳なく思うが、こればかりは私が一人でやり遂げなければならない。そうでなければオーフェリアも、私自身も納得できないだろう。わかってくれるな？」

「……了解」

　本音を言えば力になりたいところだが、誰にでも譲れない闘いはある。

「そういうことだ。そこで狸たぬき寝入りをしている二人も、この件に関しては口出し無用で頼むぞ」

　ユリスがからかうようにそう言うと、紗さ夜やと綺き凛りんの身体からだがびくんと動いた。

「……気がついてたか」

「あ、あはは……ごめんなさいです」

　申し訳なさそうに、二人が顔を上げる。

「なんだ、二人とも起きてたのか」

　とはいえ、あれだけ喋しやべっていればそれも当然か。

「あの、盗み聞きしていたわけではなく、なんといいますか、聞こえてしまっただけで……」

「構わんさ、気にするな。それより今はオーフェリアよりもギュスターヴ・マルローのことを優先せねばな」

「もしかして、あれからまた誰かが襲われたりしたのかい？」

　だとしたら綾斗も悠長に寝ている場合ではない。

「いや、その点は大丈夫だ。王宮も離宮も警備の人員が大幅に増えたし、首都全域で警戒態勢が整っている。いかに奴やつとておいそれと手出しはできまいよ。念のため、孤児院のほうにも人員を割くよう手を回してもらったしな」

　フローラの一件があったため、ユリスも心配しているのだろう。

「それにヘタに仕掛けてくれば統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいも放ほうってはおくまい。兄上がすでに連絡をしているはずだが、首都近郊の研究施設には一定数の兵が常駐している。戦争を始めるならばともかく、犯罪者一人の対応には十分だ」

「このまま大人しく引き下がってくれればいいのですけどね……」

　綺き凛りんはそう言って、千せん羽ば切きりを抱き寄せる。

「……たぶん、それは無理」

「そうだな。我々がアスタリスクに戻ってしまえば、奴やつが目的を達成すること──つまり我々を襲うことは極めて難しくなる。アスタリスクに入り込むだけでも大変な上、仮に成功したとしても逃げ切るのはまず不可能だ。だからこそ、奴は必ずその前に仕掛けてくるだろう」

「となると、帰り道あたりが本命かな……」

　あの山道のどこかで襲われたら、かなり厄介なことになるだろう。

「──っと、そうだ。ところでクローディアは？」

　そこで綾あや斗とはクローディアに訊たずねたいことがあったのを思い出した。

　おぼろげながらも、綾斗はクローディアとギュスターヴの会話を覚えている。あの感じだと、クローディアは今回の一件に関してなんらかの情報を持っている可能性が高い。

「ああ、クローディアなら一足先に帰国したぞ」

「えっ？」

「なんでもどこか寄らなければならない場所ができたとか言っていたな。珍しく急いでいたようだったが」

「そうなんだ……」

　どうやらユリスたちにもそれは伝えていないようだ。

（とにかく、あとで連絡を取ってみよう……）

　クローディアのことだからなにか考えがあるのだと思うが、そのあたりも含めて聞いておきたい。

　と、そこで突然綾斗の腹が大々的に空腹を告げた。

「あ……」

　三日間も寝ていたのだから仕方ないとはいえ、さすがにちょっと恥ずかしい。

　紗さ夜やと綺凛、ユリスの三人は顔を見合わせた後、一斉に吹き出す。

「ぷっ、あははは……！　やれやれ……まあ、元気なのは良いことだ。なにか軽食でも用意させよう。少し待っていろ」

　ユリスが目の端に浮かべた涙を拭ぬぐい、立ち上がったその時──

「た、たたた大変です！　姫様！」

　扉を吹き飛ばすような勢いで部屋に入ってきたフローラが、慌てふためきながら声を張り上げた。


第六章　魔竜討伐

「どうした、フローラ。孤児院に帰ったのではなかったのか？」

　ユリスが顔を引き締め、目線を合わせるように屈かがんでフローラを落ち着かせる。

「あ、あい！　そうしようと思ったんですけど、なんか街のほうがすごいことになってて……！」

「すごいことだと？」

「なんか、あの、このくらいのでっかいトカゲみたいなのがいっぱい空を飛んでて、怖くなって戻ってきたんです」

　フローラはぴょこんぴょこんと跳ねながら、目いっぱいに両手を広げて見せた。

　それが実際のサイズとどこまでずれているかはわからないが、大体人間の大人と同じくらいだろうか。

「街はもうパニック状態で、車とかも全然動かないみたいです」

「まさかそいつら、人を襲っているのか？」

「い、いえ、そこまでは……」

「ふむ……よし、フローラ。おまえはしばらくこの離宮で待機していろ。ここなら安全だ」

　ユリスは優しくそう言ってから、綾あや斗とたちへ目線を向ける。

「兄上のところなら情報が来ているだろう。私は王宮へ行ってくる。場合によっては少し出ることになるかもしれんが……」

「そういうことなら俺も行くよ。着替えるから少しだけ待っててもらえるかな」

　綾斗はベッドから起き上がると、ぐっと身体からだを伸ばした。星辰力プラーナの流れも正常で、特に痛みや違和感もない。

「あっ！　じゃあ、お着替えを準備しますね！」

　はっとしたフローラが慌てて服を用意してくれる。

「いや、だがおまえはまだ……」

「身体ならもう大丈夫だよ。それより話を聞く限りはギュスターヴの仕業みたいだし、だとしたら俺たちも無関係じゃない。──紗さ夜やと綺き凛りんちゃんはどうする？」

　綾斗が服に袖そでを通しながらそう聞くと、二人はすぐにうなずいた。

「私も行こう」

「同じく、です」

　それを聞いたユリスは仕方ないといった顔で苦笑する。

「わかった。ならばさっさと支度をしろ」

　言われるまでもなく手早く支度を整え、すぐに四人で王宮へと向かった。

　ヨルベルトの部屋に辿たどり着つくと、綾あや斗とたちと入れ替わるように緊迫した面持ちの集団が出てくる。その中の一人、ユリスに気がついた初老の男性が、なんとも微妙な表情を浮かべたのが気になったが、集団はそのまま早足で王宮を出て行ってしまった。

「──ああ、君たちか」

　寝ていたところを起こされたのか、ヨルベルトはどこか眠たそうな顔をしている。

「街の騒ぎについて聞きにきたんだろう？　ならタイミングがいい。ちょうど報告を受けたところだよ」

「状況は？」

「なんでも市街中心部に、体長一メートル強の生き物が突然現れたらしい。数は不明だが、最低でも数十匹はいるみたいだね。翼を持ったトカゲ──まあ、言ってしまえばドラゴンかな」

　これ以上ないくらい簡潔にユリスが訊たずねると、ヨルベルトは欠伸あくびを噛かみ殺ころしながらつまらなそうに答えた。

「ソルネージュとフラウエンロープにも連絡してあるけれど、どうにも反応が鈍くてね。軍を動かしてもらえるかは怪しいところだ。幸い今のところ人を襲うこともないみたいだし、うちの警官隊でも対処できる程度だから、それほど脅威でもないと判断されたのかもしれないな。まったく、酷ひどい話だよ」

　恨みがましくヨルベルトがぼやく。

「とはいえまさか放置するわけにもいかない。なにしろ数が数だし、警察も動ける連中総動員で対応に当たらせている、とのことだよ」

「……総動員、だと？」

　しかしそこでユリスの眉まゆがピクリと動いた。

「それはつまりギュスターヴ・マルローの襲撃に備えて配備していた連中も、ということか？」

「うん。だって、どう考えてもこれは彼の仕業だろう？　まさにこういう時に備えて配備していたのだから当然じゃないか。ああ、もちろんこの王宮を含め主要施設にはちゃんと必要な人員を残しているそうだから、そこは安心して……」

「──なるほど、そういうことか」

　ヨルベルトの言葉を最後まで聞くことなく、ユリスが悔しそうに舌打ちをする。

「おそらく、これは陽動だ」

「陽動？　でも、それだったらもっと他ほかにやり方があるんじゃ……」

　今のところ綾斗たちがわざわざ出て行かなければならないほどの事態ではないように思えたが、ユリスは目を瞑つぶって首を横に振った。

「陽動と言っても私たちを引き付けるためではない。それ以外の連中を集めるための、いわば囮おとりだ。もしこの罠わなにはまって人員を街の中心部に集めるようなことになれば、必然的にそれ以外の部分は手薄になる」

「それもおかしい。今、ユリスのお兄さんが、必要なとこにはちゃんと人員を残してるって──」

　怪け訝げんそうな顔で口を開いた紗さ夜やの目が、途中で見開かれる。

「……まさか」

「そう。必要な主要施設には、だ」

　苦々しげにユリスが吐き捨てた。

「答えろ、兄上。今の連中はその話をしにきてたのだろう？」

「……やれやれ、参ったなあ」

　ヨルベルトは大げさに肩を竦すくめて、天を仰ぐ。

「ご明察だよ、我が妹。さっきも言った通り人手が足りないらしくてね。不必要な場所からは警備を撤収させて、対処に回すことにしたと彼らは言っていたよ。──当然ながら、貧民街は真っ先に名前が挙がった場所だろうね。元々あそこに人手を割くのを彼らは嫌がっていたし」

「……兄上はそれを了承したのか？」

「僕にそうする以外のなにができる？　第一、彼らの言い分にだって理がないわけじゃない。今はまだいいけれど、件くだんのドラゴンたちが急に人を襲い始めないとも限らないだろう。迅速に対処しなければ大変なことになるかもしれない」

「だが、それは……！」

「それにね、ユリス。そりゃあ僕だってフローラを可愛かわいく思ってるし、君が贔ひい屓きにしている孤児院をどうにかしてあげたいという気持ちはある。だけど、だからといって優先順位が変わることはない。僕が一番大切に思っているのは君なんだから」

　ヨルベルトは真まっ直すぐにユリスを見つめて、諭すように言った。

「僕の意を汲くんで、ここで大人しくしていてはもらえないかな？」

「──お断りだ！」

　が、ユリスは今回もきっぱりと言い放ち、部屋を出て行く。

　慌てて綾あや斗とたちがその後を追いかけると、ユリスは廊下の壁に拳こぶしを叩たたき付つけていた。

　その顔は怒りに染まり、周囲の万応素マナが不穏にざわめいている。

「ユリス、落ち着いて」

「……大丈夫だ」

　ユリスは一いつ旦たん大きく深呼吸をすると、髪を掻かきあげて綾斗たちに向き直った。

「ギュスターヴは我々がこの陽動に気がつくことを想定して動いている。つまり貧民街で待ち構えているはずだ。それでも私は行かなければならない。孤児院にはシスターたちがいるが、当然万全ではないからな。……一応言っておくが、別段おまえたちが付き合う必要はないぞ？」

「今更なにを言ってるのさ」

　苦笑する綾あや斗とと、それに同意するように紗さ夜やと綺き凛りんがうなずく。

「……今回は私たちも当事者」

「そうですよ。狙ねらわれているのはユリス先輩だけじゃないのですから」

　その言葉にユリスは苦笑を浮かべ、しかしすぐに顔を引き締めた。

「──では、私に考えがある。その通りに動いてもらえるか？」

　　　　　　　　＊

　湖上を渡る夜風は一際冷たかった。

　ましてや、その風を切るように猛スピードで飛行しているとなればなおのことだ。

「なるほど、これが近道か……。そりゃ早いわけだ」

　ユリスの能力で炎の羽を背中に羽ばたかせ、綾斗は湖の水面ギリギリを飛行していた。

「あ、あくまで近道の一つだがな。この技を使いこなせるようになるまでは、また別のルートを使っていた。なんにせよ、現状で一番早く孤児院まで辿たどり着つくのがこの方法なのは間違いない」

　綾斗に抱きかかえられるような体勢のユリスが、ぼそぼそと小さな声でつぶやく。

「ユリス？　どうかした？」

「い、いや、なんでもない！　というか、か、顔が近いぞ！」

　顔を赤くしながら、ユリスが綾斗の顔をぐいぐいと押してきた。

「ご、ごめん」

「……ま、まあいい。とにかくこれなら五分とかからずに湖を横断できる。まずはそれからだ」

　わずかに波立つ湖面には、ゆらゆらと大きな月が揺れている。

　視線を東に向ければ、中心街の煌こう々こうとした夜景。

　一方で、正面の対岸に広がる貧民街一帯は比較するまでもなく灯あかりが少ない。

「──見えたぞ、あそこが孤児院だ」

　ユリスの指差す先を見ると、確かに背の高い教会らしきシルエットがぼんやりと闇やみに浮かんでいる。

「……うん？」

　が、その手前──貧民街付近の湖こ畔はんはあまり景観の良くないコンクリート造りの護岸になっているのだが、そこに一人の男が綾斗たちを待ち構えるように立っていた。

「これはこれは、思ったよりもお早いご到着ですな」

「ギュスターヴ・マルロー……！」

　ぎりっとユリスが奥歯を噛かむのがわかる。

「ですが、きっと来ていただけると思っておりましたよ」

「孤児院には手を出していないだろうな」

　射るようなユリスの視線を平然と受け止め、ギュスターヴが薄く笑う。

「ご安心を。正直に申し上げればそれを考えないでもなかったのですが、あそこのシスターには少々手て強ごわそうな方が混じっているようですからな。片手間に片付けるというわけにはいきますまい」

「ふん……ならばいい」

　鼻を鳴らしたユリスは、綾あや斗とと共にゆっくりと着地した。

　ギュスターヴとの距離はおよそ五メートル。もう少し踏み込めば、綾斗の間合いに入るほどの距離だ。

「私としては貴方あなたがたに出て来ていただければそれで十分です。中心街のほうで遊ばせているドラ＝コルキスたちも、無む闇やみに攻撃を仕掛けない限りは無害ですよ。あちらには統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの関係者もおられましょうし、ヘタに怪け我がをさせると後々面倒ですからな」

「……よく回る舌だな、ギュスターヴ・マルロー。ついでにこんな馬鹿な真ま似ねをおまえに依頼してきた輩やからの名前を吐いてくれても構わんぞ？」

　ユリスの周囲に万応素マナが渦巻く。

　綾斗も《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動させ、腰を落とした。

「いやいや、私も一応プロの端くれ。そればかりはご容赦を。ですが──」

　しかしギュスターヴは動じることなく大仰な仕草で腕を広げる。

　と、同時に湖の中に今まで見たこともないくらいに巨大な魔法陣が浮かび上がった。その直径は三十メートル近くはあるだろう。

「代わりと言ってはなんですが、私の最高傑作をご紹介いたしましょう」

　魔法陣が光を放ち、湖面からまるで触手のように蛇の首が現れ出いでる。

　その数──全部で九つ。

「なっ……!?」

　ゆっくりと水中から上がってきたその姿に……いや、その大きさに、綾斗もユリスも思わず絶句した。

　四足歩行の恐竜のような体たい躯くから九つの蛇の首が生えたその怪物は、誇張ではなく小山ほどもある。まだ下半身は湖の中だが、体長は胴体だけで二十メートル、頭の先から尾を含めれば四十メートルを超えているかもしれない。

　やはり以前に地下のバラストエリアで闘った竜とどこか似ているが、その大きさは段違いだ。一見しただけでも優に倍以上はあるだろう。

　爛らん々らんと輝く双そう眸ぼうは不気味に赤く、鋭い牙きばがずらりと並んだその口は、人はおろか車でも一飲みにしてしまいそうだ。

「こいつは、ヒュドラか……！」

「まさしくその通りですよ、王女殿下」

　搾しぼり出すようなユリスの声に、さも嬉うれしそうな顔でギュスターヴがうなずく。

「神話に描かれた通りの……いや、それ以上に雄々しく凛り々りしい姿でしょう？　三年がかりで創り上げた究極の魔獣です」

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　びりびりと空気を震わせ、九つの首が同時に咆ほう哮こうを上げた。

　それで異変に気がついたのか、死んだような暗あん鬱うつな静けさに支配されていた貧民街がにわかに騒がしくなり、あちこちから悲鳴や怒声が響いてくる。

「くっ……！　だがいいのか？　こんな化け物が暴れたならば、それこそ軍が動くかもしれんぞ」

　実際、これはもはや怪獣と言ってもいい。

　普通に考えればそれが妥当だ。

「さて、それはどうでしょうな？」

　しかしギュスターヴは余裕たっぷりに笑ってみせた。

「先日の王宮乱入によって、すでにこれが私の仕業だとソルネージュもフラウエンロープも理解しているはずです。当然私の目的も伝わっているでしょう」

「──！」

　ギュスターヴはくつくつと喉のどを鳴らす。

「彼らとしても、《獅鷲星武祭グリプス》を考えたときに貴方あなたがたの存在は厄介でしょうな。もちろん、このヒュドラが市街地を襲うとなれば彼らも動かざるをえないでしょうが……場所がこの貧民街なら話は別です。見捨てられた地と、そこに住まう見捨てられた民。統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの腰は相当に重いと思いますよ」

「……」

　ユリスは押し黙ったまま、ただ唇を噛かんでいた。

　それがギュスターヴの言葉が真実なのだと告げている。

「とはいえ、あまり時間をかけるとどうなるかはわかりません。早々に終わらせてしまうといたしましょうか」

　ギュスターヴがそう言うと、ヒュドラの首が一つ大きく口を開いた。

　そこに膨大な量の万応素マナが渦を巻いているのがわかる。

（これは……！）

「っ！　綾あや斗と、よけろ！」

　ユリスの声を聞くよりも早く、綾斗の身体からだが動いていた。

　一瞬遅れてヒュドラの口から放たれた光が、コンクリートの護岸をえぐるように吹き飛ばす。

「……紗さ夜やの煌式武装ルークス並の威力だな」

　まともに食らえば、星辰力プラーナを防御に回したとしてもただではすまないだろう。

「それでは私はこれで失礼いたします。存分にお楽しみください」

　言ってギュスターヴは大きく背後へ跳ぶと、闇やみの中に姿を消した。

「くっ！」

　その後を追おうとしたユリスの行く手を阻むように、再びヒュドラが光線を放つ。

「ユリス、危ない！」

　綾斗はユリスを抱きかかえるようにして、ギリギリのところでそれを回避した。

「す、すまない。助かった」

「ギュスターヴのことは任せよう。今はとにかくこいつをなんとかしないと」

　綾斗は改めて目の前の巨体を見上げた。のそりと湖から上陸してきたヒュドラは、今やその全身を現していた。それこそまるで高層ビルと対たい峙じしているようだ。

　ヒュドラは地響きと共に湖こ畔はんのバラックをなぎ倒しながら、ゆっくりと貧民街を横断するように進んでいく。

　その先にあるのは──あの孤児院だ。

　あそこを目標にしておけば、ユリスが絶対に見捨てられないことをよくわかっているのだろう。

「くそっ！　守りたければこいつを止めてみろということか……！」

　吐き捨てるように言うユリスは、かなり頭に血が上っている。

「ユリス、キミは住民たちの避難を頼む」

「なっ！　まさかおまえ、一人であれを止めようというのか？」

「どうにかしてみるよ。それにそろそろ紗さ夜やの準備も終わる頃だろうし」

「だが……」

　ユリスはまだ納得がいかないという顔だ。

「俺はこのあたりは詳しくないし、なによりユリスが誘導してくれたほうがみんなも言うことを聞いてくれるだろう？」

「……わかった。だがくれぐれも無む茶ちやはするなよ」

　そう言うなり、ユリスの背中に再び炎の翼が顕現する。

　そのまま飛び去るユリスを見送った綾斗は、手近な建物の屋根に上って状況を確認した。ヒュドラは建物を意にも介さずただひたすらに直進しているので、新しく真まっ直すぐな道ができている。ただし足はかなり遅いので、食い止める時間は十分にあるはずだ。

　実際、無事な建物の屋根を伝いながら追いかけると、すぐに追いつくことができた。

「とはいえ、これはどうしたものかな……」

　ヒュドラから一定の距離を保って併走しつつ隙すきを窺うかがうものの、思った以上に厄介な相手だ。動きこそ今までの魔獣に比べれば緩かん慢まんだが、九つの首によって死角のない防衛圏を作り上げているため、うかつに攻撃すれば迎撃されるのは目に見えている。

　なにしろ相手はこの巨体。こちらから攻撃を仕掛けるには、建物の屋根を足場にしてなおジャンプして斬きりかかるしかないのだが、空中では動きが制限されるし回避も難しくなる。こればかりは〝識しき〟の境地でもどうにもならない。

「極力小刻みでやってみるしかないか」

　綾あや斗とは呼吸を整えると、一気にヒュドラの間合いへと飛び込んだ。

「ギュオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　ヒュドラが足を止め、咆ほう哮こうと共に三つの首が綾斗に向かって光線を放つ。

　綾斗はそれを全すべて紙一重のところでかわしながら、大きく跳んで《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振るった。

「ギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！」

　手前の首が中ほどからばっさりと両断され、甲高い悲鳴が夜空に響く。

「よし！」

　着地を狙ねらうように光線が襲い掛かるが、その程度は織り込み済みだ。

　綾斗は空中で建物の壁を蹴けって軌道を変え、なんなくそれを避ける──が。

「え……？」

　その眼前で、想定外の出来事が起こっていた。

　今まさに斬きり落とした首の切り口がぼこぼこと泡立ったかと思うと、それが次第に盛り上がり、やがて元通り再生したのだ。

「そんなところまで神話通りなのか……」

　確かギリシア神話のヒュドラは九つの首のうち、中央の首以外を斬ると、そこから二つの首が生えてくるといった怪物だったはず。倍になって再生しないだけマシだとは言えるが、神話では切り口を焼くことで再生を止めるともあったはずだ。だとしたら、この《黒炉の魔剣》で斬った場合はそれに該当してもおかしくないのではと思わないでもないのだが──

「まあ、それは言っても仕方ないか」

　少なくとも、こうなった以上は戦法を変える必要があるだろう。

「中央の首を狙うにしても、他ほかの首が守ってるみたいだし……まずはそれを排除しないとだな」

　幸い完全に再生するまでには少し時間がかかるようなので、その間にどうにかするしかないだろう。

　綾あや斗とは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えると、再び屋根の上へと戻ってもう一度間合いを計り直す。

　踏み込むタイミングが少しでもズレようものなら、次の瞬間綾斗の身体からだはあの光線に吹き飛ばされるか、或あるいは良くてヒュドラの腹の中だろう。

「……ふぅ」

　星辰力プラーナを身体の隅々にまで巡らせ、すり足で少しずつ間合いを削る。

　と、その瞬間──〝識しき〟の境地で拡張された綾斗の知覚が、戦闘範囲内に動くものを捉とらえた。慌ててその方向へ視線を向けると、そこには逃げ遅れたのか、若い女性が一人が瓦が礫れきの陰でへたり込んでいる。

　腰が抜けてしまっているのだろう。まともに動けないようだ。

　しかも最悪なことに、女性を覆うようにしている瓦礫が今にも崩れ落ちそうになっていた。

（まずい……！）

　綾斗は反射的に飛び出すと、女性を庇かばうようにしてその瓦礫を蹴けり飛ばす。

　女性が驚いたように目を丸くするが、生憎あいにくと綾斗には声をかけている余裕はない。すでに自分に向けられた殺気を感じ取っていたからだ。

　すぐに女性を巻き込まないように位置を変えようとするが、その寸前にヒュドラの首が一つ、綾斗の眼前に回りこんでいた。

「くっ……！」

　とっさに《黒炉の魔剣》を構え直すが、わずかに間に合わないのが自分でもわかる。

　巨大な顎あごが開かれ、大剣のような牙きばとチロチロと蠢うごめく深紅の舌が綾斗を捉えようとした、その寸前──

「グギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！」

　ふいにその頭部が炸さく裂れつしたかと思うと、もんどりうってのた打ち回った。

　と、同時に綾斗の携帯端末に連絡が入る。

　綾斗が素早く操作すると空間ウィンドウが開き、照準バイザーを付けた紗さ夜やが映し出された。

『……危機一髪？』

「紗夜！　ありがとう、助かったよ！」

『こっちは準備完了。この蛇みたいなのが目標？』

「ああ。ちょっとした怪獣退治になるけど、サポートをよろしく」

　紗夜は現在、王宮近くの湖こ畔はんにいるはずだ。今の一撃はそこからの長距離狙そ撃げき。

　つまり紗夜は湖の対岸にあたる場所から、それをやってのけたのだ。最も近い場所に陣取ったとしても優に三キロはあるはずだったが、さすがは紗さ夜や。見事な腕前だった。

『了解。随時状況を確認したいから、空間ウィンドウはこのままでお願い』

「わかった」

　その言葉にうなずきつつ、目線で先ほどの女性を安全な方向へ誘導する。できれば安全圏まで付いていってあげたいところだが、さすがにその余裕はない。

「紗夜、こいつはたぶん中央の首を落とさないと仕留められない。だからその前に──」

『……他ほかの首を始末する』

「そう。あと他の首は斬きり落としてもしばらくすると再生するから、その点も注意して」

『心得た。他に条件は？』

「これで全部だよ」

『ＯＫ。それじゃ──ばっちこい』

　紗夜の言葉を合図に、綾あや斗とは一気にヒュドラ目掛けてダッシュした。

「グルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　当然のように九つの首がそれを迎撃するように回頭し、綾斗を狙ねらって光線を放つ。

　だが、その内の一つが光線を吐き出す直前で、先ほどと同じように爆発した。

「はぁっ！」

　九つの首の連携は完かん璧ぺきでまるで隙すきがないが、逆を言えばその内一つでも崩れればわかりやすい穴ができる。紗夜の攻撃は頭を吹き飛ばすだけの威力はないものの、それを作り出すには十分だ。

　綾斗は光線を掻かい潜くぐりながら大きく跳ぶと、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を思い切り振り下ろした。

　その刃が一番手前の首を容易たやすく両断し、さらに返す刀でもう一つ。

「これで二つ！」

　屋根から屋根へ飛び移り、多少無む茶ちやな体勢からでもすぐにまた攻撃に移る。

　できるだけ再生する時間を与えないようにするためにはこれしかない。

　その分、こちらの隙も大きくなってしまうが──

『……次、右斜め後方』

「了解！」

　それを紗夜の狙そ撃げきが見事に埋めてくれていた。

　綾斗がなにも言わずとも、一番攻撃してほしい首を一番攻撃してほしいタイミングで狙撃してくれる。逆に綾斗も言われる前に、紗夜がどの首を攻撃するかほとんど直感でわかっていた。

「これで四つ！」

《黒炉の魔剣》が四つ目の首を刈り取ると、空間ウィンドウの向こうで紗夜が小さく笑う。

『……こうして綾斗のバックアップをするのは、本当に久しぶり』

「ははっ、そうだね」

　光線を回避しながら、綾あや斗とも苦笑する。

　確かにユリスとはずっと《鳳凰星武祭フエニクス》を闘い抜いてきたし、綺き凛りんとも共闘したことがあったが、紗さ夜やとこうして一緒に闘うのは子どもの頃以来だ。

『やっぱり綾斗はすごい。まるで私の考えが読めてるみたいに動く』

「それはお互い様だね──よし、これで六つ！」

　残る首は三つ。

　だが、すでに最初に斬きり落とした二つの首は再生がかなり進んでいる。

　急いだほうがいいだろう。

「紗夜、次で決めよう」

『……わかった』

　綾斗は乱れた呼吸を一瞬で整え、星辰力プラーナを《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に注ぎ込んだ。

　刃を取り巻く黒い文様が膨張し、純白の刀身が綾斗の身長を遥はるかに超えて長く伸びる。

　──流星闘技メテオアーツだ。

　小回りが利かず、剣速も遅くなるので控えていたが、首が三つまで減った今なら問題ないだろう。

「はあああああ！」

　空中に跳んだ綾斗が《黒炉の魔剣》を薙なぐと、残った三つのうち二つが両断された。

　本命である中央の首には上う手まくかわされてしまったが、それも想定内だ。

　中央の首が攻撃後の無防備な綾斗に向けて光線を放とうとしたところで、紗夜の狙そ撃げきがそれを阻む。

（あとはこの隙すきに体勢を立て直し、もう一撃──）

　そう思った瞬間、ぞくりと背中を冷たいものが撫なでた。

　見れば一番最初に斬り落とした首が、すでに再生を終えて大きく口を開いている。

「なっ!?」

　再生速度から考えれば、まだ少しではあるが猶予があったはず。

　しかし、その疑問はすぐに解けた。

　他ほかの首の再生がほとんど止まっていたのだ。

（再生能力を一つに絞って加速させたのか……！）

　このタイミングでは直撃は免れない。

「だったら──！」

　一いちか八ばちか、無理な体勢のまま《黒炉の魔剣》を振りかぶる。

　良くて相打ち狙ねらいの一撃だが仕方がない。

「はあああああああああああああああああああ！」

「ギュオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　放たれた光線ごと《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で押し切るように振り下ろす──が、やはり体勢に無理がありすぎたためか、その刃は中央の首をわずかに逸それてしまっていた。

　ヒュドラの光線もその威力を軽減できたとはいえ凌しのぎ切ることはできず、直撃を受けた綾あや斗とは大きく吹き飛ばされて半壊した建物に叩たたきつけられる。

「ぐぅっ……！」

　衝撃に身体からだが軋きしむが、まだ動けないほどではない。

『……綾斗っ！』

「だ、大丈夫……！　それより早くしないとまた再生が……」

　心配そうな顔の紗さ夜やに手を挙げて答えつつ、綾斗は《黒炉の魔剣》を握り直す。

「いや──よくやってくれたぞ、二人とも。おかげでこちらの仕掛けも完了した」

　が、突然そこへ聞きなれた声が降ってきた。

　見上げれば炎の翼を羽ばたかせたユリスが、空中で大きく両腕を振り上げている。

「綻ほころべ──大輪の爆耀華・二輪咲ラフレシア・デユオフロース！」

　その瞬間、ヒュドラの足元から巨大な複層型魔法陣が浮かび上がり、その巨体を全すべて包み込むような大爆発が巻き起こった。

「────────────────────────────────ッ！」

　爆炎に飲み込まれたヒュドラが断末魔のようなものを上げたようだが、即座に喉のどが焼かれたのか声にさえなっていない。のたうちもがく様子もほんのわずかな時間で、すぐにぐったりとうな垂れ、動かなくなってしまった。

　爆発によって地面は大きくえぐり取られ、熱波によって周囲に積もった雪が溶けていく。

　この一帯だけ真冬から真夏に切り替わったような暑さだった。

「すごい……」

　綾斗が呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　名前から察するに大輪の爆耀華の二重攻撃──計り知れない威力だった。

「一応、これも新技だ。まあ、威力が高すぎるので大会などではそう使う機会もないだろうがな」

「……確かにね」

　そもそも大会のステージの広さ程度では、自分たちまで巻き込んでしまうだろう。

『……ユリス、待った』

　ところがふいに紗夜が鋭い声を上げた。

『どうやら、まだ終わっていない』

「なんだと？」

　言われて目を凝らすと、収まりつつある爆炎の中になにか白いものが蠢うごめいている。

　それはヒュドラの骨格だった。

「っ！　あの化け物、まさか骨からでも再生するというのか……！」

　愕がく然ぜんとした顔でユリスがつぶやく。

『……綾あや斗と』

「ああ、わかってる」

　言って綾斗は走り出すと、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えて大きく跳んだ。

　いくらなんでも、これ以上は惨むごすぎる。

　今や化石のように骨だけとなった中央の首に狙ねらいを定めると、綾斗は静かに《黒炉の魔剣》を振り抜いた。

　剣けん閃せんが煌きらめき、音もなくその首が分断される。

「……これで終わりだよ」

　着地した綾斗がそうつぶやきながら瞑めい目もくすると、その背後でヒュドラの骨が風に溶けるように消えていった。

　　　　　　　　＊

「やれやれ、これは参りましたな」

　高台からその様子を眺めていたギュスターヴは、大きく肩を落としてため息を吐ついた。

　手にしたスコープを懐にしまい、口ひげを撫なで付つける。

　まさかヒュドラまでもが敗れてしまうとは思わなかったが、こうした稼業をしていれば計画通り行かないことはままあることだ。

「仕方ありません。また次の機会を窺うかがうといたしましょう」

　そう言ってギュスターヴはその場を立ち去ろうとし──ふとその人影に気がついた。

「……これは驚きましたな。どうやってここが？」

「あなたは自分で直接戦闘をするタイプではありません。ですが、その仕事の性質上結果を見届けなければならない。だとしたら、戦闘から離脱はしてもそう遠くまで行くことはないでしょう。これがユリスさんの見立てです」

　月光に照らされてその人影──刀とう藤どう綺き凛りんの顔が露あらわになる。

「この近くで貧民街を一望できる場所はそう多くありません。あとはそこを調べていけば……」

「こうして当たりを引くこともありますか。なるほどなるほど」

　ギュスターヴはうなずきながらも、星辰力プラーナを集中させた。

　それに気がついた綺凛も、その腰の刀に手をかける。

「大人しく投降してはもらえませんか？　率直に言って、星辰力を消耗したあなたでは、わたしに勝つことはできません」

「ふむ……その通りでしょうな」

　ヒュドラの召喚には膨大な星辰力プラーナが必要となる。今回はそれに加えて囮おとりのために多数のドラ＝コルキスも召喚しているため、ギュスターヴの星辰力は残り少ない。

「ですが──打つ手がないわけでもありません。これがなにかわかりますかな？」

　ギュスターヴはそう言って、懐から小さな袋を取り出して見せた。

　その口を開き、逆さにして中身を地面へとぶちまける。

「これは……なにか動物の牙きば、ですか？」

　地面を覆う雪と同じ白だったためわかりにくかったようだが、それでも綺き凛りんは訝いぶかしげな顔でそう答えた。

「ご名答、と言っておきましょうか。これは竜の牙です」

「竜？」

「そう。イアソンの神話にあるでしょう？　大地に蒔まかれた牙から生まれる兵士スパルトイ……つまり竜牙兵ドラゴントウースウオーリアですよ」

「っ！」

　ギュスターヴがにやりと笑うと、地面に蒔かれた牙の周囲に次々と魔法陣が展開し、そこから剣と盾を持った骸がい骨こつの兵士が現れた。その数、全部で六体。

「設置型能力の応用でしてね。牙の作成時に星辰力を使っているため、使用時にはそれを消費することがありません。まあ、いろいろと制限が多くて、一体一体はそれほど大した強さではありませんが……」

　ギュスターヴはそう言いながら、少しずつ綺凛と距離を取る。

「聞けば貴女あなたの刀とう藤どう流りゆうは一対一の戦闘に特化した剣術だとか。ならば倒せずとも、私が逃げおおせるくらいの時間は稼いでくれましょう」

　竜牙兵は眼がん窩かの奥に青い炎をちらつかせ、かちゃかちゃと骨がぶつかる乾いた音を立てながら、ゆっくりと綺凛を取り囲む。

「……はぁ」

　と、綺凛は小さく息を吐き、首を左右に振った。

「確かに綾あや斗と先輩の天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうと違い、刀藤流には多対一を想定した技術はあまり多くありません。実戦レベルのものとなると、ほとんど皆無でしょう。ですが──」

　言いながら、綺凛は腰の日本刀をすらりと抜く。

「私個人としてなら、話は別です」

「なんですと……？」

　その言葉にギュスターヴは思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「以前から日々の研けん鑽さんの中で……また、綾斗先輩と出会ってからは特に強くその必要性を感じていました。技術には進歩と多様性が必要なのです」

　綺き凛りんは右手に日本刀を、そして左手には腰から外した鞘さやを持ち、半身に構える。

「二刀流……？」

　ギュスターヴは、自分でも知らないうちに後ずさっていた。まだ自分の半分も生きていない目の前の少女から放たれる剣気が、ギュスターヴ自身の経験に訴え、そうさせたのだ。

「くっ……！　かかりなさい！」

　だがギュスターヴはギリギリのところで踏ふみ止とどまると、大きく腕を振って命令を下した。

　綺凛を包囲していた竜牙兵ドラゴントウースウオーリアが、一斉に襲い掛かる。

　──しかし。

　次の瞬間、全すべての竜牙兵はバラバラになって崩れ落ちていた。

「ば、馬鹿な……！」

　ギュスターヴにはほとんど捉とらえることができなかったが、綺凛は背後から襲い掛かってくる二体の竜牙兵の攻撃をほんの一瞬目で見ただけで見切っていた。繰り出された剣を角度を付けて弾くことでぶつけ合い、攻撃にわずかなラグを生じさせる。さらにほぼ同時に前面二体の竜牙兵を片手で斬きり伏せると、身体からだを回転させながら左右の竜牙兵の首を薙なぎ払はらう。そして改めて背後の二体を仕留めたのだ。

　唖あ然ぜんとした顔で立ち尽くしていたギュスターヴだったが、すぐに我に帰ると森へ向かって駆け出した。

　──が。

　綺凛は一呼吸でその先へ回り込み、容赦なく剣撃を叩たたき込こむ。

「がはっ……！」

　白目をむいて雪の上に倒れこむギュスターヴに、綺凛は刀を鞘に納めつつ言った。

「安心してください──峰打ちです」


第七章　再会

　綾あや斗とたちは綺き凛りんと合流し、気を失っているギュスターヴの身柄を警察に引き渡した。

《星脈世代ジエネステラ》──中でも《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》の拘束には星辰力プラーナの流れを停てい滞たいさせる薬剤が使用される。星辰力を集中させることができなければ能力を発動させることもできないからだ。ただし作用時間があまり長くないため、刑務所や長期間拘留するような施設ではそれに加えて万応素マナを排除した隔離空間を用意するケースが多い。

　綾斗たちも事情を説明するため同行し、ようやく王宮に戻ったのはすでに明け方になっていた。

　と、王宮に入ってすぐの大階段に腰を下ろしたヨルベルトが、困ったような笑みを浮かべながら頬ほお杖づえを付いている。その隣には、ヨルベルトに寄りかかるようにしてマリアがすうすうと安らかな寝息を立てていた。

　どうやら一晩中ここで待っていたようだ。

「いやあ、ご苦労様だったね。皆無事のようで何よりだよ」

「……んん？」

　その声にマリアが目を覚まし、ごしごしと寝ぼけ眼を擦こする。

　ヨルベルトはそんなマリアに優しい目を向けた後、大きく肩を竦すくめた。

「ただ……困ったことに、これではまた君の人気が上がってしまうね」

「それが不服か、兄上？」

　するとユリスが険しい顔で一歩進み出る。

「だって僕の立つ瀬がなくなってしまうじゃないか」

「そうか……」

　ユリスはそこで深いため息を吐つくと、真まっ直すぐにヨルベルトの目を見つめて言った。

「ならば兄上。この際だから言わせてもらおう」

「ふむ、なにかな？」

「──私の力になってほしい」

　その言葉に、ヨルベルトの目が大きく見開かれる。

　普段はなにを言われてものらりくらりとしていたヨルベルトが、これほどあからさまに驚きの表情を見せるとは意外だった。

「ユリス……今、なんて言ったんだい？」

　おずおずと確かめるヨルベルトから視線を外すことなく、ユリスが続ける。

「今回の一件で私は確信した。やはり、このままではダメなのだと。私は確かに孤児院を救うことができたかもしれない。だがそれはあくまで対症療法で、この国を変えるためにはもっと根本的な部分に手を加えなければ不可能だ」

「それはお説ごもっともだけど、具体的には？」

「……《獅鷲星武祭グリプス》で優勝し、国王の権利を拡大する」

　その瞬間、ヨルベルトが固まった。

「ちょ、ちょっと待った。ユリス、君はそんなこと本気で……言ってるみたいだね」

「無論、議会を通して正当な手続きを踏んでもらうとも。だがその議会は現状統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの言いなりだ。ならばこちらもそれを利用させてもらう」

　自じ嘲ちよう気味に笑うユリスに、ヨルベルトは唖あ然ぜんとした顔でつぶやく。

「そりゃあ確かに《星武祭フエスタ》での褒賞となれば可能ではあるし、今までその手の前例がないわけじゃないけれど……」

　このリーゼルタニアは極端な例だが、他ほかの既存国家も統合企業財体の統制下にあるのは周知の事実だ。どこの国でもあらゆる権利は全すべて条文上のものでしかなく、いざとなれば統合企業財体の思うがままに奪われ、書き換えられる。

　とはいえ、一個人の意思がそれを左右するとなるとそれはまた別の話だ。

「無む茶ちやは承知の上だ。私は間違った方法を選ぼうとしているのかもしれない。だが、それが偽らざる私の望みであり、なにより──あの都市は、《星武祭》は、そのために存在しているはずだろう？」

　ユリスはそこで一いつ旦たん間を置くと、迷いを断ち切るかのように目を瞑つぶり……また開く。

「そして、もしそうなれば兄上にも義あ姉ね上うえにも負担と迷惑をかけることになる。けれど、それを踏まえた上で……頼む、兄上。私のために力を貸してくれないだろうか？」

「……」

　ヨルベルトはしばらく無言のままユリスの視線を真っ向から受け止めていたが、やがて堪こらえきれなくなったとばかりに吹き出した。

「ぷっ……あははははは！　いやあ、すごいね！　まさかユリスが僕を頼ってくれる日がくるなんて、思いもよらなかったよ。君は本当に変わったんだなあ……！」

「な、なにを笑う！　兄上、私は真面目に……！」

「わかってる、わかってるよ。しかしこれも天あま霧ぎり君の──いや、君たちの影響かな」

　ヨルベルトは目を吊つり上あげるユリスをいなしながら、嬉うれしそうに──本当に嬉しそうに言った。

「兄上、私の話を……！」

「了解だよ、ユリス」

「……え？」

　ヨルベルトが絶妙なタイミングでうなずいたので、ユリスは一瞬呆あつ気けに取られたような顔になる。

「正直僕がどれほど力になれるかわからないけど……約束しよう。もし君が本当に《獅鷲星武祭グリプス》を制することができたなら、その時は僕も覚悟を決めてぼんくらを卒業しようじゃないか。──マリア、君はどうだい？」

「うーん、私は難しいことはわからないけどぉ……あなたが決めたことならそれに付いていくだけよ、ヨルベルト」

　ふわふわとした王妃は、そう言ってにっこりと笑う。

　ユリスはそこでようやくほっとしたような表情になった。

「兄上、義あ姉ね上うえ……ありがとうございます」

　どうやらユリスは決意を固めたようだ。

「ふふっ……素敵な兄妹きようだいですね」

　綾あや斗との隣に立つ綺き凛りんが、微笑ほほえみながら小さな声で綾斗に言った。

「うん、本当に」

　そう答えながら、綾斗は二人の姿に自分と姉を重ねていた。

　もちろん遥はるかとヨルベルトは性格もなにもかもまるで違うのだが、なぜか彷ほう彿ふつとさせるところがあるのだ。

　──と、ふいに綾斗の携帯端末が着信を知らせる。

「あれ？　こんな時間に誰だろう？」

　そう言いながら空間ウィンドウを開くと、そこに意外な顔が映し出された。

「え……？　リンドヴァル隊長!?」

　まさかヘルガから直接連絡がくるとは思ってもいなかったので、少し焦ってしまう。

『突然すまない。そちらはまだ早朝だろうが、連絡がついて良かった。できるだけ早く知らせておいたほうが良いだろうと思ったのでな』

「……何事ですか？」

　あのヘルガがそこまで言うのだからただ事ではないだろう。

『簡潔に用件だけを伝えよう。──天あま霧ぎり綾斗、君の姉の所在がわかった』

「──っ！」

　その言葉は、雷のように綾斗の身体からだを衝撃と共に駆け抜けた。

　　　　　　　　＊

「──おかえりなさいませ。随分と遅いお帰りでしたね」

　クローディアが微笑んで出迎えると、男は一瞬面食らったように目を見開いた。

　ロンドン郊外、エンフィールド家の屋敷。

　ティバートンから移築させたゴシック・リバイバル様式のこの邸宅は、あくまでエンフィールド一族が所有する屋敷の一つに過ぎない。だが、クローディアは男がこの懐古主義的な空気を殊ことの外ほか気に入っていることをよく知っていた。

「ふふっ、そんなに驚かなくてもいいじゃありませんか。ここだって一応私の家なのですから。そうでしょう、お父様？」

「……こうして直接顔を合わせるのは久しぶりだな、クローディア」

「いくら携帯端末に連絡しても出てくださらないのですもの。だったら直接お会いするしかないと思いまして」

「……」

　男──クローディアの父であるニコラス・エンフィールドは、どこか疲れた顔で無言のままコートを脱いだ。音もなく現れた老人が恭うやうやしくそれを受け取り、同じように音もなく下がる。

　ニコラスは恰かつ幅ぷくの良い男だった。今年で五十になるが、相応の貫かん禄ろくと威い厳げんがあり、白髪の混じり始めた金髪をかっちりと撫なで付つけている。

「すでにご存ぞん知じでしょうが、ギュスターヴ・マルローは捕まりましたよ。依頼をキャンセルしていただこうと思い、こうして出向いてきたのですが……さすが我が友人たちは優秀です。その前に決着が付いてしまいました」

「ああ、聞いている。評判ほどには使えん男だったな」

　ニコラスは事も無げに言った。

「あら、存外素直にお認めになりますね。おそらく彼は依頼人については喋しやべらないと思いますけど？」

「おまえ相手に白を切っても始まらん。で、どうする。私を告発するかね？」

「まさか。そんなもったいないことをするわけないでしょう」

　クローディアは無邪気にコロコロと笑う。

「銀ぎん河がの人間が犯罪者を雇って星せい導どう館かんの学生を、それも一国の王女を襲わせた──こんなカードを無駄に浪費するつもりはありません。大切に温存させていただきますよ」

「銀河は関係ない。あくまで私の一存だ」

「もちろん存じております。銀河が本気で動いたならば、こんな温ぬるいやり方を選ぶはずがありませんからね。ですが、お父様の立場でそんな言い逃れが通じるはずもないでしょう。きっとお母様もそう判断なさると思いますが？」

「……だろうな」

　ニコラスは諦てい観かんに満ちた表情でため息を吐ついた。

　ニコラスの肩書きはＣＲＯ補佐。銀河統合本部幹部役員であるクローディアの母親をサポートする役職だ。限りなく幹部に近い立場ではあるが、クローディアは父親が決して幹部になれないことを知っている。綺き凛りんの叔父である刀とう藤どう鋼こう一いち郎ろうと同じく、純粋にその器ではないのだ。

「どうせお母様も気がついていたのでしょう？　それでいて、黙認した」

「そうかもしれんが……わからんよ。私にあいつの考えなど、わかるはずもない」

　ゆっくりと首を振るニコラス。

「だが、一つだけ確かなことがある。私が失敗した以上、遠からずあいつが動くことになるだろう。その際に必要と判断したなら私を切ることを一切躊ちゆう躇ちよすまい。そうなれば今回のカードなど役に立たんぞ」

「でしょうね」

「わかっているのか、クローディア！　もしそうなったら……！」

「お父様が私のためを思って行動されたことは理解していますよ」

　そう。ニコラスは優しいのだ。

　だからこそ、決して幹部にはなれない。

「……どうしても《獅鷲星武祭グリプス》に出るというのか？」

「はい」

「ならばせめて、願いを変えてくれ。頼む。今ならばまだ間に合う」

「何度も申し上げている通り、それもできません」

　クローディアはきっぱりと言い放った。

　それだけはできない。

　そのためにクローディアはここまでの日々を耐えてきたのだから。

「私は……私はおまえを愛しているのだ、クローディア……」

　ニコラスの声は今にも消えてしまいそうなほど弱々しいものだった。

　クローディアはうな垂れるニコラスの横を通り過ぎ、扉を開く。

「私も愛していますよ、お父様」

　父だけではなく母もだ。クローディアは家族を愛している。

　けれど残念ながらそれはクローディアの望みと釣り合うほどのものではない。

　いや、そもそもこの世界に釣り合いが取れるものなどあろうはずがないのだ。

「では、ごきげんよう」

　クローディアはそう言って扉を閉める。

　背後に重く響く隔かく絶ぜつの音を聞きながら、クローディアは寒々とした真冬の空を見上げた。

　　　　　　　　＊

　皆の勧めで一足早く帰国した綾あや斗とは、アスタリスクに戻るなり中央区にある治療院へと向かった。本来ならば事件の後処理や事情説明などの関係であと数日はリーゼルタニアに滞在しなければならなかったのだが、ヨルベルトの助力もあってそれら全すべてを免除されたため、ヘルガから連絡を受けてからまだ半日程度しか経たっていない。

　かなりの強行軍ということもあってか肉体的な疲労は否めないが、今の綾あや斗とにはそんなことを気にかけている余裕はなかった。

「──来たか」

　治療院の前ではヘルガが一人で待っていた。

「リンドヴァル隊長、姉さ──姉はどこに……！」

「まあ待て。とにかくついてこい。話はそれからだ」

　逸はやる綾斗とは対照的に落ち着いたヘルガは、そう言うなり治療院に入って行く。仕方なく言われた通りヘルガの後について行くと、ヘルガはかって知ったるといった風にどんどん奥へと進み、本来関係者以外は入ることができないエリアへと綾斗を案内した。

　治療院は実際に診療や検査などを行う高層ビル型の本院と、回廊で繋つながった入院棟に分かれている。そこは本院の地下にある一室だった。

「院長室……？」

　訝いぶかしく思う綾斗を他よ所そにヘルガがそのドアをノックする。

　スライドするようにドアが開き、ヘルガに続いて中に入ると、思いの外小さな部屋に二人の人物が立っていた。

　一人はいかにも偏屈そうな白衣の老人で、かなり背が低い。頭はほとんど禿はげ上あがっているが、口元には真っ白な髭ひげを豊かに生やしている。見るからに不機嫌そうな表情で、しきりにトントンと指で机を叩たたいていた。

　もう一人は知った顔だ。

「運営委員長……なぜここに？」

「いろいろと事情があってね。──ああ、こちらはヤン・コルベル院長。治療院の最高責任者だ」

　マディアス・メサ《星武祭フエスタ》運営委員長は、そう言って老人を紹介した。

　が、老人は綾斗を一いち瞥べつしただけですぐにマディアスに向き直る。

「生憎あいにくとわしは忙しい。さっさと用件を済ませてもらおう」

　するとヘルガがそっと綾斗に耳打ちをした。

「──院長はいつもこんな感じだ。気にするな」

　それに小さくうなずき、綾斗もマディアスを見る。

「委員長、本当に姉の居場所がわかったのですか？」

「うん、事情についてはこれから説明しようと思うんだが……院長もお急ぎのようだし、歩きながらでもいいかな？」

「ええ、それは構いませんが……」

　よくわからないままそう答えると、マディアスはなにかを含んだ目でヤンを促した。

「では院長」

「……ふんっ」

　ヤンが仏頂面のまま奥の壁に向かうと、音もなくその壁が開く。

　その先は通路のようになっているようだが、いわゆる隠し部屋などの規模ではなく、かなり大きな施設になっているようだ。

「ここから先は特別エリアになっていてね。院長とごく限られたスタッフ以外は入ることもできない」

　真っ白な廊下をヤンに先導されつつ進みながら、マディアスがゆっくりと話し始める。

「さて、ダニロ前委員長のことはもう聞いているのだったかな？」

「はい。少しですが」

「うん。なら話が早い。今回リンドヴァル隊長が彼と《蝕武祭エクリプス》について再調査をしていたところ、新しい資金の流れが見つかってね。その中の一つが、このコルベル院長と繋つながっていたんだ」

「資金の流れ……？」

「こう言ってはなんだけど、それは別段珍しいことじゃない。ここじゃ表おもて沙ざ汰たにしたくない怪け我がはいくらでもある」

「我々警備隊としては不本意ではあるがな」

　ヘルガが冷たい声で口を挟むが、マディアスは苦笑しただけでそれには答えなかった。

「治療院の独立性に関しては、当時おまえも納得しただろうに」

　代わりに前を行くヤンが振り向きもせずにそう言った。

「あの頃と今では状況が違う。それに当時でも私はあくまで消極的賛同の意を示しただけにすぎない。事実、独立性は拡大解釈されている」

「まあまあ、お二方。……とにかく、ここが極めて秘ひ匿とく性の高い場所なんだとわかってくれればそれでいいんだ。一度引き受けた患者に関しては、治療院は決して秘密を漏らさないし詮せん索さくもしない。そういうルールになっている。だから、お姉さん──天あま霧ぎり遥はるかさんが、ここに運ばれてきたことが誰にもわからなかった」

「っ！　じゃあ、姉はここにいるんですね？」

「ああ。ダニロからの依頼だったそうだよ」

　その答えに安あん堵どすると同時に、今まで見ないようにしていた不安とも否いや応おうなく向き合わなくてはならなくなった。

「姉は……無事なんですか？」

　ここがアスタリスクでも特殊な場所だということはわかった。

　そんな場所に運ばれてきたというのならば、姉の状況もまた普通ではないのだろう。

「それは……答えるのが難しい質問だね」

「──ここだ」

　と、前を行くヤンが足を止め、右側の壁を指差した。

　そこには部屋番号らしきプレートがあるだけで他ほかにはなにも見当たらなかったが、ヤンが呼び出した光学キーボードを操作すると突然壁面が透過する。

　ガラス張りのようになっているその部屋にはなにやら大型の機械がいくつかと、中央に据えられたベッド、そして──

「姉さん！」

　そこに眠るっているのは、間違いなく綾あや斗との姉である天あま霧ぎり遥はるかだった。

　綾斗は思わずガラスに顔を寄せたが、五年ぶりに見るその顔は思い出の中のそれとまるで変わっていない。いや、ほとんどそのままとさえ言えた。

「……コルベル院長、姉はいつからここに？」

「ダニロから彼女を目覚めさせろと頼まれたのは……確か五年ほど前だったか」

　ヤンは少し考えてから答えた。

　ということは、やはり姉はアスタリスクに来てすぐにこの状態になったということか。

「わしは彼女の名前も聞かされておらん。確実な証拠がない限り、本来警備隊の捜査にも手を貸すことはないのだが──今回は別だ。《星武祭フエスタ》の願いとあれば仕方がない」

「《星武祭》の願いは一度受理された以上、最優先で実行されるからね。そして必要であれば全すべての統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいが協力しなければならない。これは《星武祭》を維持する上で絶対の不ふ文ぶん律りつだ」

　マディアスが真剣な表情で言う。

「姉は……どんな状態なんですか？」

「ここに運び込まれた時からなにも変わっておらん。今の彼女の身体からだは仮死状態に近い。理由は……なんらかの能力による作用だと思われる」

「私のそれに似たような力か」

　時間操作の能力者であるヘルガの言葉に、しかし綾斗はゆっくりと首を振った。

「いえ──たぶんこれは姉自身の力です」

「む？」

　ヤンが険しい顔で綾斗を見る。

「どういうことだ？　説明したまえ」

「あらゆるものを封じる禁きん獄ごくの力……それが姉の能力です。理由はわかりませんが、それを自分自身に施したのではないかと」

「ふむ、なるほどな……」

　姉によって綾斗に施された同じ鎖が、微かすかに共鳴しているのが感じられた。普段なら気がつかないほどに微弱な反応だが、能力者本人である姉が近くにいることで鋭敏になっているのかもしれない。

　確信があるわけではないものの、おそらく間違ってはいないはずだ。

（問題はどうしてそんなことをしたのか……。それと、なによりも──）

「院長、姉の治療はどうなっていますか？」

「ぐむっ……！」

　するとヤンは露骨に顔色変えて、視線を逸そらした。

「まあ、正直に言えば……これといって効果的な治療は行えていないのが現状だな」

「どういうことだ？　能力の解除もおまえの専門だろう？」

　ヘルガが眉まゆを顰ひそめると、ヤンは拗すねたように口を尖とがらせる。

「わしとて万能ではない。この五年、思いつく限りの治療を試みてはみたが結果はご覧の通りだ」

「仮にこの状態が続いたとして……命の危険は？」

　勇気の必要な質問だったが、聞いておかなければならない。

「ああ、それに関しては問題ない。このままの状態が続くなら、おまえよりもずっと長生きするだろうよ。これを生きているというなら、だがな」

「……そうですか」

　喜ぶべき事態ではないものの、そういうことなら一ひと先まずは安あん堵どしていいだろう。

「ところで、なぜ今まで姉の治療を？」

「どういう意味だ？」

　ヤンが怪け訝げんそうな顔で聞き返してくる。

「依頼主であるダニロ前委員長はすでに亡くなられたのでしょう？　だったら、その時点で契約は終了なのでは？」

　ダニロから資金の流れがあったということは、報酬はすでに受け取っているということだろう。とはいえ、それがまさか五年分の治療を想定した金額とは思えない。普通に考えればとっくに赤字のはずだ。

　しかし。

「阿あ呆ほうか。一度受け持った患者を放ほうり出すほど落ちぶれとらんわ。ダニロが死のうが、契約はまだ生きておる」

　ヤンはそう言って、ぎろりと綾あや斗とを見る。

「ただし、こうなった以上は好きにするがいい。他ほかの病院に移すというならそれもよかろう」

「……いえ、引き続きお願いします」

　父とも相談しなければならないだろうが、それが一番良い選択な気がする。

「そうか。ならばまあ、治療は続ける。期待しろとは言えんのが腹立たしいがな」

「ありがとうございます」

　綾あや斗とはそう言って、深々と頭を下げた。

　すると一瞬、ヤンが驚いたような表情を浮かべる。

「この状況でわしに礼を言うのか、おまえは」

「……え？」

「ふん！　なんでもないわい！」

　ヤンはぶっきら棒にそう言うと、つかつかと通路を歩いていってしまった。

「あ、あの……」

「あとでパスをくれてやる！　面会は専用通路を使え！　いいな！」

「……はい」

　呆あつ気けに取られている綾斗の隣でマディアスが苦笑する。

「つまり、ああいう人なんだ」

　その後ろでは、ヘルガがいつもと変わらぬ冷静な声でつぶやいた。

「半世紀経たってもまるで変わらん」

　　　　　　　　＊

　治療院を出ると、吹きすさぶ夜風が身に染みた。

　だが、昨日までいたリーゼルタニアに比べれば、これでもまだ幾分暖かいほうだろうか。

「随分と遅くなってしまったな。星せい導どう館かんまで送らせようか？」

「いえ、大丈夫です」

　寒さなど微み塵じんも感じさせないような顔でヘルガが言うが、綾斗は丁重に辞退する。

　申し出はありがたかったが、少し一人で整理したいという気持ちがあった。

　マディアスは時間が押してしまったとかで、一足先に迎えの車に乗り込んで去っている。

「そうか。ならば私はこれで失礼する」

「はい。いろいろとありがとうございました」

　まさかこれほど早く姉を見つけてもらえるとは思ってもいなかった。

　ヘルガにはいくら感謝しても足りないくらいだ。

「礼はいい。仕事だからな。だが……やはり一応伝えておこう」

　ヘルガはふいに声を潜めて言った。

「──マディアス・メサをあまり信用しすぎないことだ」

「え？」

　どういうことかと訊たずねようとして、間近に迫ったその鋭い視線に息を飲む。

「今回、ダニロに関する調査が認められたが、その全すべてに許可が下りたわけではない。ごく限られた一部分だけだ。なのに、我々は幸運にもその中から大当たりを引き出すことに成功し、偶然にもそれが天あま霧ぎり遥はるかの行方に繋つながる情報だった」

「あまりにできすぎている……？」

「そうだ。マディアスの言う通り、《星武祭フエスタ》の願いに対してはあらゆることが優先される。最初に許可が下りた範囲に手がかりがなければ、我々は別の範囲を捜査することを求めただろう。そしてそれは拒否できない。……こう言っては君に申し訳ないが、我々はあまりに早く見つかりすぎて悔しく思ったくらいだ」

　綾あや斗ととしてはもちろん早く見つかってくれたのは喜ばしいことだが、ヘルガが言っていることは理解できる。せっかくのチャンスだったということなのだろう。

「まるであらかじめその情報の場所がわかっていて、最低限しか探らせることなく見つけさせようとしたかのようだ。そしてその範囲を指定したのは、マディアスだったらしい」

「え？　でもなぜ委員長がわざわざそんなことを……」

　マディアス・メサは本来《星武祭》を運営管理するのが仕事のはずだ。

「まあ、もっともらしい理由はある。マディアスは一運営委員だった当時、反ダニロ派の急きゆう先せん鋒ぽうだった。そのため奴やつの死後、内部調査委員会の代表に抜ばつ擢てきされている。その流れを汲くんでのもの、と言われれば多少不自然ではあるが納得できなくもない。ダニロの件は未いまだに運営委員会ではタブーに等しい扱いだから、半端な者に任せるわけにはいかなかったのだろう、とな」

　確かに理屈は通っている。

「だからこれはあくまで私の勘にすぎない。だが、生憎あいにくと私の勘は良く当たることで有名なのだ。こと、悪いほうには」

「あまり嬉うれしい特技じゃないですね」

「まったくだ」

　苦笑する綾斗に、ヘルガの目元がわずかに緩む。

「では、今度こそ失礼する。くれぐれも気をつけることだ」

　ヘルガは軽く手を挙げると、かつかつと小気味の良い足音を立てて去って行った。

「はぁ……なんだか考えることがいっぱいだなぁ」

　ただ、それでもようやく姉に会えたことだけは間違いない。

　ようやく今になってその実感が沸いてきた。

（……五年か）

　それは決して短い時間ではない。

　綾斗にしてみれば今までの人生の三分の一に近い時間だ。

「姉さん……」

　思わず声に出てしまい、慌てて首を左右に振る。

　喜ぶのはまだ早い。今のままでは、話すことさえできないのだ。

「とはいえ、これ以上俺にできることはないんだよな……」

　知らず、再び声に出てしまう。

　──と。

「そんなことはないですよ」

　突然背後から声がかかった。

「えっ？」

　慌てて振り向くと、そこに一人の女性が立っている。

　その気配に気がついていなかったわけではない。ただ、話しかけてくるとは思ってもいなかったので驚いたのだ。

「天あま霧ぎり綾あや斗と、ですね？」

　女性は綾斗より幾分年上だろうか。肉付きは薄く、すらっとした体型で手足が長い。

　白衣を着ているため最初は治療院の女医かなにかだと思ったが、よくよく見ればその下に来ているのはアルルカントの制服だ。

　顔立ちは整っているものの、やや三さん白ぱく眼がん気味なせいか少し怪しげな雰囲気を醸し出している。髪はまとまりのないセミロングで、大きな眼鏡が印象的だった。

「そうだけど、あなたは？」

「きししし、これは失礼しました。あたしはヒルダ。ヒルダ・ジェーン・ローランズです。ヒルダとお呼びください」

　衣きぬ擦ずれのような乾いた笑い声を上げ、ヒルダと名乗った女性は猫のように目を細める。

「それで……俺になにか？」

　綾斗は会話をしながら、妙な違和感を覚えていた。

　強いて言えば、先日オーフェリアと出会った時の感覚に近いが、目の前の女性からはなんの脅威も感じ取れない。おそらく《星脈世代ジエネステラ》でさえないか、もしくはまったく星辰力プラーナを練ったことがないかだろう。ふらふらと安定しない身のこなしを見ても、とても身体からだを鍛えているようには見えない。

　それなのに、なぜか綾斗はヒルダに気け圧おされていた。

「ああ、そうそう、そうでした。天霧綾斗。キミがあたしを必要としているのじゃないかと思いまして」

「え……？」

　言っている意味がわからない。

「きしししし」

　それが顔に出たのか、ヒルダは再び例の声で笑った。

「だって、キミはお姉さんを治療したいのですよね？」

「っ！　なぜそれを……！」

　綾あや斗とは反射的に身構えるが、ヒルダはまるで動じず楽しそうに肩を震わせている。

「知っていますよ。我々《超人派テノーリオ》は治療院と深いパイプを持っていますから。筒抜けです、筒抜け」

《超人派》。その名前には聞き覚えがあった。

「ああ、それとニュースも見ました。遠い異国で我々の先輩がご迷惑をおかけしたようで申し訳ないです」

「先輩……？」

　会話がぽんぽんと飛ぶのでまるでついていけず、困惑するばかりだ。

「あれ、ご存じないですか？　ギュスターヴ・マルローは退学になるまで我々《超人派》に所属していたのですよ。もう何十年も昔の話ですけれど」

「ギュスターヴ・マルローが？」

　まさかアスタリスクに戻ってきてまでその名前を聞くことになろうとは。

「彼の残してくれたデータは未いまだに若い子たちが重宝しています。ああほら、以前キミと遊んだ竜みたいな擬似生命体を覚えていますか？　あれはフリガネラ式粘性攻体というのですけど、あれなんか彼のデータから創られたようなものです」

「どうりで印象が似てると思ったよ……」

　もうここまでくると驚くのを通り越して呆あきれてしまう。

　──そう思っていたのだが。

「ああ、いけませんいけません。また話が逸それてしました。あたしはいつもこうなのですよね。本題に入りましょう。あたしなら──天あま霧ぎり綾斗、キミのお姉さんを治してあげることができます」

「──っ！」

　ヒルダはさらりと言ったものの、これは格別の衝撃だった。

　綾斗は気を引き締め、ヒルダの目を見て問う。

「それは本当かい？」

「きしししし。本当ですよ。事実であり、真実です」

　目を細め、ゆっくりと何度もうなずくヒルダ。

「コルベル先生では無理です。先生は確かに偉大な方でしたが、残念ながらすでにおいぼれています。実際に、あの方は五年かかってもお姉さんを治してあげることができませんでした。ですがですが、あたしならそれが可能なのですよ」

　ヒルダの口角が不気味に釣り上がる。

　その瞬間、綾斗はヒルダと似た空気を持った人物を思い出した。

　エルネスタ・キューネ。ヒルダと同じアルルカント・アカデミーの《彫刻派ピグマリオン》筆頭。

　ただし二人のベクトルは全くの真逆だ。

　エルネスタは灼しやく熱ねつの太陽のごとき意思の持ち主だったが、ヒルダからは暗い地の底のマグマのような情念を感じる。

「あなたは……一体何者なんだ？」

　綾あや斗とがもう一度そう聞くと、ヒルダは楽しそうに繰り返した。

「あたしはヒルダ。ヒルダ・ジェーン・ローランズ。アルルカント・アカデミー研究院、《超人派テノーリオ》会長」

　そして、眼鏡の奥の目におぞましい炎が煌きらめく。

「中には──《大博士マグナム・オーパス》と呼ぶ方もいます」


エピローグ

「では……おまえの父親がギュスターヴの依頼主だったというのか？」

　愕がく然ぜんとする一同を前に、クローディアが深々と頭を下げる。

「はい。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。まさか父がここまでの暴挙に出るとは思ってもみませんでした」

　綾斗から遅れること三日。ユリスたちがアスタリスクに戻ってくると、クローディアは四人を生徒会室へと呼び出し、今回の一件の黒幕について明かした。

「でも、どうして会長のお父さんがそんなことを……」

「簡単です。《獅鷲星武祭グリプス》で私に優勝されると困るからでしょう。父がというよりは銀ぎん河がが、ですけれど」

　綺き凛りんの疑問に、クローディアがあっさりと答える。

「……でも、それならもっと他ほかにやりようがあったのでは？」

「今はまだ、銀河は私の扱いをどうするか、それによってどんな影響が出るのか、損益分岐点を測っている段階です。父はその間にどうにかケリを付けたかったのだと思います。もし本気で銀河が動くようなことになれば、私がどうなってしまうか一番理解しているのは父ですからね」

　その言葉に、ユリスは鋭い目でクローディアを睨にらんだ。

「クローディア、おまえは自分がなにを言っているのかわかっているのか？　銀ぎん河がを敵に回すかもしれないということは、即すなわち自分の所属する学園──この星せい導どう館かんを敵に回すということに等しいのだぞ？　その上で《獅鷲星武祭グリプス》を勝ち抜こうというのか？」

「無謀と言われればその通りでしょう。ですが、だからと言って私は自分の望みを譲る気は毛頭ありません」

　クローディアはユリスと真っ向から睨み合う。

　が、やがてユリスの表情がふわりと緩んだ。

「おまえはもっと利口なやつだと思っていたのだがな」

「必要だからそうしてきただけですよ」

　クローディアもふっと力を抜いて微笑ほほえむ。

「だが、まさかまったくの徒と手しゆ空くう拳けんで挑むというわけではなかろう？」

「もちろんです。生徒会長になって以来、ずっとそのための準備は整えてきました。まあ、銀河が本気になればどうにもなりませんが、本気になるまでの時間を稼ぐことはできるはずです。今回の一件もその足しになるでしょう」

　そこで初めてクローディアは申し訳なさそうに眉まゆを寄せた。

「ただし、皆さんがどうしても私の父を公に断罪したいというならば無理にとは言いません。特に自分の国をあれほど荒らされたユリスなら、それも当然だと思いますから」

「……」

　ユリスはしばらく黙って考え込むが、やがて小さく首を横に振った。

「いや、本音を言えばそうしたいのは山々だが、そういった駆け引きというものも必要なのだろう。これからは特に、な」

　その目は今回の《獅鷲星武祭》だけではなく、もっとその先のことを見据えているようだ。

「……私も別に構わない」

「わたしもそれはいいのですけど……」

　ユリスに合わせて紗さ夜やがうなずき、綺き凛りんもそれに同調するが、なにか聞きたいことがあるのかおずおずと手を挙げた。

「結局、会長の望みとは一体どのようなものなのでしょう？」

「それは先日の返事を伺ってからお話しします」

　クローディアは言って、一同の顔をぐるりと見回した。

「先ほども申し上げましたが、私のチームに入るということは銀河を敵に回すかもしれないということです。普通に考えるなら得策とは言えません。仮に私が皆様の立場でしたら、即座にお断りするでしょうね」

「……それで勧誘しているつもりか？」

　ユリスは呆あきれたように苦笑するが。

「まあいい。背景はどうあれ、戦力として見た場合このメンバーは魅力的だ。──参加しよう」

　きっぱりとそう言い放った。

「わ、わたしも……わたしも入ります！」

　ユリスに続いて綺き凛りんも大きくうなずく。

「前回の《獅鷲星武祭グリプス》で見た時から、ぜひ会長のチームで一緒に闘ってみたかったのです……！」

「お二人とも、ありがとうございます」

　そう言った後、クローディアは視線を紗さ夜やへと向けた。

「沙さ々さ宮みやさんはどうしますか？」

「んー……正直、《獅鷲星武祭》にはさほど興味はない。お父さんへの義理は果たしたし、アルルカントの人形たちも出てこないみたいだし」

　自律型擬形体パペツトの代理出場は先の《鳳凰星武祭フエニクス》だけの特例措置だったため、今回は認められないだろうという見方が大勢を占めている。

「……だから、私の答えは綾あや斗と次第」

　紗夜がそう答えると、全員の視線が綾斗に集まった。

　綾斗はこれまで黙ったまま、一言も発していない。

　今も俯うつむきながら押し黙り、口を真一文字に結んでいる。

「綾斗……ここのところ少しおかしいぞ。なにかあったのか？」

　さすがに訝いぶかしく思ったのかユリスが聞いてきた。

「お姉さんは無事だったのですよね？」

　綾斗が先に帰国した事情は全員が知っているし、治療院でのことも一部を除いて全すべて話してある。

　まだ伝えていないのは、その後の話だ。

「──ユリス、後で少し話があるんだ。いいかな？」

「う、うむ。それは構わんが……」

　困惑した様子で首を傾かしげるユリス。

　その姿に綾斗は改めて決意を固め、クローディアに向き直った。

「わかった。俺もクローディアのチームに参加する。そして──絶対に優勝しよう」


あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　これで『学戦都市アスタリスク』も第六巻となりましたが、五巻は少しお待たせしてしまうことになったので、今巻はできるだけ早くお届けできるようがんばりました。

　今巻はアスタリスクの外でのお話です。基本的にこの物語はそのタイトル通りアスタリスクを中心として進んでいくのですが、ユリスたちの背景を描く以上どうしても外に出る必要があったのでこうなりました（ユリスはメインヒロインの一人ではありますが、それと同時にこの物語のもう一人の主人公でもあります）。

　当初のプロットでは綺き凛りんの実家についても言及する予定だったのですが、結局展開とページの都合上別のエピソードで触れることに。その分、ボリュームを増やす予定ですので綺凛ファンの方はご辛抱くださいませ。

　さて、次巻からはいよいよ《獅鷲星武祭グリプス》編がスタートします。まずは春の学園祭を舞台に、各学園のライバルたちが続々登場予定。今巻ではあまり出番がなかったシルヴィアも本格登場となります。ご期待くださいませ。

　そして今回もokiuraさんからこの上なく美麗なイラストを頂きました。表紙のオーフェリアは本当にゾクゾクする美しさ！　毎巻毎巻新しいキャラのデザインをお願いすることになり恐縮なのですが、どれも素晴らしい仕上がりで感動しております。

　そしてそして！　今巻の帯で発表となりましたが、なんと学戦都市アスタリスクの外伝漫画が別冊少年マガジンでスタートすることになりました！　私も原作という形で関かかわらせて頂いております。詳細については続報をお待ちくださいませ。

　もちろん、にんげんさんの漫画版『学戦都市アスタリスク』も月刊コミックアライブにて好評連載中です。こちらもいよいよ原作一巻のクライマックスに差し掛かるところですので、ぜひとも応援よろしくお願い致します！

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　担当の池いけ本もとさん、今回も様々なご迷惑とご心労をおかけしてしまい誠に申し訳ございません。編集の大おお類るいさん、編集部の方々、なによりいつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一四年五月　三屋咲ゆう
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